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開会 午前 ９時００分 
〇議会事務局長（遠藤守君） 

 おはようございます。 
 それでは、相互の礼で始めたいと思います。 
 ご起立をお願いいたします。 
 相互の礼。 
 （ あ い さ つ ） 
 ご着席ください。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 本会議の前に、ご連絡をお願い申し上げます。 
 今まで、議会中継につきましては、収録後、編集をし直してから配信してきました。今議会

からは手直しはしないで、そのままの状況をインターネットで配信します。したがいまして、

議会中の言動等には、十分注意をしていただきたいと思います。私が申し上げるまでもござい

ませんが、ご了承してください。よろしくお願い申し上げます。 
 本日は、大変ご苦労さまです。 
 平成２１年身延町議会第２回定例会の開会にあたり、一言ごあいさつを申し上げます。 
 梅雨に入り、毎日うっとうしい天気が続いておりますが、議員各位には何かとお忙しい中、

ご出席いただきまして、心から敬意を表す次第でございます。 
 さて、今定例会に町長から提案されます諸議案は、いずれも重要な内容を有するものでござ

います。議員各位におかれましては、慎重なご審議により、適正にして妥当な結論が得られま

すよう切望する次第であります。 
 これからは、本格的な夏がやってまいります。各位にはご自愛の上、諸般の議事運営にご協

力を賜りますよう、お願い申し上げまして、開会のあいさつといたします。 
 それでは、出席議員が定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 
 本日は、議事日程第１号により執り行います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 今期定例会の会議録署名議員は、会議規則第１１６条の規定によって、 
 ３番 望月秀哉君 
 ４番 望月 明君 
 ５番 芦澤健拓君 
 以上、３人を会議録署名議員に指名いたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第２ 会期の決定を行います。 

 お諮りいたします。 
 今定例会の会期は、平成２１年６月１５日から平成２１年６月１９日までの５日間と決定す

ることにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、会期は平成２１年６月１５日から平成２１年６月１９日までの５日間とすることに

 ５



決定いたしました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第３ 諸般の報告を行います。 

 地方自治法第１２１条の規定に基づき、議長から今定例会に執行部の出席を求めたところ、

お手元に配布のとおり出席の通知がありましたが、串松産業課長につきましては、葬儀のため

欠席との連絡が入りました。 
 次に議会としての報告事項はお手元に配布のとおり、各種行事等に参加しましたので、ご了

承ください。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第４ 町長行政報告。 

 町長が行政報告を行います。 
 町長。 

〇町長（望月仁司君） 
 おはようございます。 
 本日は、平成２１年身延町議会第２回定例会を開催いたしましたところ、議員各位には全員

の出席をいただきまして、誠にありがたく、御礼を申し上げます。 
 月日の経つのは早いもので、昨年１０月２４日に就任から今日で２３４日、７カ月余が経過

いたしました。この間、私は私の理想としております「住んでよし 訪ねてもよし おらが身

延（まち）」を目指して、職員とともに頑張っているところであります。 
 ご案内のとおり、私どもを取り巻く経済状況は、ますます厳しさが感じられます。これに対

処すべく、国では大型の補正を決定していただきました。わが町にも４億２，６９３万９千円

の交付限度額の決定をいただきましたので、対象事業を決定し、明日、１６日に追加提案をさ

せていただきます。 
 １２日未明、世界保健機構、ＷＨＯが新型インフルエンザの警戒レベルをフェーズ５から６に

引き上げることを決定いたしました。本町の新型インフルエンザ対策本部におきましては、世

界規模で感染が拡大している状況をふまえつつも、引き続き現在の基本的対処方針等に基づき、

弾力的な対応を講じ、感染防止強化の周知に努めてまいりたいと考えております。 
 このような中、第１回定例会以降につきましては飯富病院、峡南衛生組合、峡南広域行政組

合の議会や例年のとおり、年度はじめに開催されております各種総会や国・県への要請等を行っ

てまいりました。 
 第１回定例会後の主なものについて、報告をさせていただきます。 
 まず、教育委員会における学校統合に関する取り組み状況についてであります。 
 身延町立学校統合については、ご案内のとおり、審議会からの答申結果や学校を取り巻く諸

状況等を総合的に判断する中で、教育委員会において平成２１年１月１９日に学校統合前期計

画を策定し、平成２１年３月定例議会全員協議会において、議員各位に説明をさせていただき

ました。 
 計画では豊岡小と身延小、静川小と西嶋小、下山中と身延中の３件の統廃合を前期計画に位

置づけ、統合は平成２２年４月１日を目指すとしております。この計画に基づき、教育委員会

では保護者や地域の皆さんなどへの計画説明に入らせていただきました。説明会は、最初に豊

岡小、身延小学区、次に下山中、身延中学区、そして静川小、西嶋小学区において実施をし、
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４月１５日を皮切りに、６月５日まで計１７回にわたり、保護者、各種団体長、地域住民の方々

へそれぞれご説明させていただき、多くのご意見を頂戴したところでもございます。 
 今後においては静川小、西嶋小学区の説明日程が途中であるため、これらを速やかに進める

とともに、今までの説明会において頂戴した多くのご意見・ご要望等をふまえ、さらに細部や

具体的事項について、保護者や関係の方々と話し合いを進め、計画の推進を図りたいと考えて

いるところでございます。 
 次に町内のうち、下部や中富地区でワークショップを実施中の農林振興総合整備実施計画地

区に、身延北部地区が４月２４日付けで採択をされました。これからは計画の策定に向けて、

町民の皆さんと知恵を出し合ってまいりたいと考えております。 
 次に、峡南橋の県道編入についてであります。 
 ５月２８日付け、山梨県告示第１７５号で道路区域を変更し、県道に編入をしていただきま

した。長年の要望が実ったわけであります。これからは、環境や橋梁維持の面からも塗装を県

にお願いしてまいりたいと考えております。 
 次に中部横断自動車道の建設省直轄施工区間に、私ども身延町の悲願でありました地域活性

化インターチェンジの新設について、５月２９日の山梨県高速道路整備促進期成同盟会通常総

会で、「地域活性化等に寄与する、地域活性化インターチェンジの新設を図ること」が採択をさ

れました。このことは県が国に対して、地域活性化インターチェンジの建設に向けて強力に動

き出していただいた証しでもあります。すでに、去る１０日には国会や国に対して、私も含め

要望をしてまいったところでもございます。 
 次に、リニアについてであります。 
 ６月８日、リニア中央エクスプレス建設促進期成同盟会の席上、ＪＲ東海、松本社長より１県

１駅が明言をされました。空港のないわが県にとって、特にメリットが大きいと思われますし、

駅の位置によっては、中部横断自動車道とともに峡南の夜明けになるだろうと期待をしている

ところでもございます。 
 次に、私どもが関係した主な事業について、申し上げます。 
 ４月４日には身延山五重塔落慶身延町観光振興まつりが身延山で、４月２５日には平成

２１年度県民緑化まつりが雨天のため、式典のみを下部地区体育館で執り行いました。 
 ６月６日には一色ホタル祭りが、ホタルが奏でる幻想的な光の中、多くの皆さんの参加をい

ただいて、盛大に開催をされました。 
 次に平成２０年度一般会計および特別会計の決算処理を５月３１日付けで行い、全会計にお

いて黒字決算となり、平成２０年度における会計事務が完結したことをご報告申し上げます。

詳細につきましては、９月の定例会で申し上げます。 
 次に、今定例会に提案いたしました議案は報告事項４件、条例の一部改正をする条例につい

て２件、平成２１年度補正予算が９件、契約の変更が３件の１８件でございます。 
 今回の補正予算につきましては、一般会計ならびに特別会計において、４月１日の定期人事

異動に伴う給与費の補正、ならびに先に改正させていただきました条例に基づき、特別職、議

員および職員の期末勤勉手当等の減額について、補正させていただきました。 
 次に、主なるものについて申し上げます。 
 総務費の財産管理費に中部横断自動車道整備事業に関わる事業の一環として、町有地造成工

事費６００万円を計上いたしました。これは、自動車道整備事業における用地取得等が円滑に
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実施されるための配慮として、今回の補正とさせていただきました。 
 次に、公共下水道の各戸への早期接続をお願いしているところであります。その中で６月

１０日現在、中富処理区は加入戸数９５４戸で、接続率６０．４％であります。まだまだ満足

できる数字ではございません。さらには、来たる２３日に公共下水道身延処理区の通水式を行

う運びとなっております。これで身延地区は、いよいよ各戸の接続が可能となりますので、早

期接続をお願い申し上げます。 
 さて、私どもは４月１日に幹部異動の退職に伴い、例年どおりの人事異動を行いました。大

方の部署において、スムーズな事務引き継ぎが行われたと思っておりますが、一部の部署にお

いて町民の皆さんにご迷惑をお掛けしたところもございます。このようなことがあっては、な

らないことであります。私をはじめ、十分反省をしながら、町民の皆さんのために心新たにし

て、職員ともども頑張ってまいりますので、町民の皆さんや議員各位の格段のご指導をいただ

けますことをお願い申し上げ、あいさつとさせていただきます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長の行政報告が終わりました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第５ 提出議案の報告、並びに上程を行います。 

 報告第５号 平成２０年度身延町一般会計繰越明許費繰越計算について 
 報告第６号 平成２０年度身延町後期高齢者医療特別会計繰越明許費繰越計算について 
 報告第７号 平成２０年度身延町簡易水道事業特別会計繰越明許費繰越計算について 
 報告第８号 平成２０年度身延町下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算について 
 議案第６０号 身延町介護保険条例の一部を改正する条例について 
 議案第６１号 身延町キャンプ場条例の一部を改正する条例について 
 議案第６２号 平成２１年度身延町一般会計補正予算（第１号）について 
 議案第６３号 平成２１年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 
 議案第６４号 平成２１年度身延町老人保健特別会計補正予算（第１号）について 
 議案第６５号 平成２１年度身延町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 
 議案第６６号 平成２１年度身延町介護保険特別会計補正予算（第１号）について 
 議案第６７号 平成２１年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）について 
 議案第６８号 平成２１年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第１号）について 
 議案第６９号 平成２１年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第１号）について 
 議案第７０号 平成２１年度身延町青少年自然の里特別会計補正予算（第１号）について 
 議案第７１号 下部下水道工事２０－１工区工事請負契約の一部変更について 
 議案第７２号 下部下水道工事２０－４工区（真空ステーション機械・電気設備工事）工事

請負契約の一部変更について 
 議案第７３号 身延下水道工事２０－２工区工事請負契約の一部変更について 
 請願第２号 教育予算を拡大し、教育の機会均等および水準の維持向上を図るための請願

について 
 発議第１号 「地震防災対策強化地域における地震対策緊急整備事業に係る国の財政上の

特別措置に関する法律」の延長に関する意見書の提出について 
 以上、報告第５号から報告第８号まで、議案第６０号から議案第７３号まで、請願第２号、
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発議第１号を区切り上程したいと思いますので、ご協力をお願いいたします。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第６ 提出議案の説明を求めます。 

 報告第５号から報告第８号までについて、町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 報告第５号から報告第８号までを一括で、ご説明を申し上げます。 
 まず報告第５号 平成２０年度身延町一般会計繰越明許費繰越計算について。 
 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１４６条第２項の規定により、平成２０年

度身延町一般会計繰越明許費繰越計算について、次のとおり報告する。 
 平成２１年６月１５日 提出 

身延町長 望月仁司 
 以下につきましては、提出年月日と提出者は同じでございますので、省略をさせていただき

ます。 
 次に報告第６号 平成２０年度身延町後期高齢者医療特別会計繰越明許費繰越計算について。 
 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１４６条第２項の規定により、平成２０年

度身延町後期高齢者医療特別会計繰越明許費繰越計算について、次のとおり報告する。 
 次に報告第７号 平成２０年度身延町簡易水道事業特別会計繰越明許費繰越計算について。 
 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１４６条第２項の規定により、平成２０年

度身延町簡易水道事業特別会計繰越明許費繰越計算について、次のとおり報告する。 
 最後に報告第８号 平成２０年度身延町下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算について。 
 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１４６条第２項の規定により、平成２０年

度身延町下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算について、次のとおり報告する。 
 以上でございます。 
 詳細につきましては、それぞれ担当課長より説明をさせますので、よろしくお願いを申し上

げます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 報告第５号から報告第８号までについて、町長の説明が終わりました。 
 次に担当課長より、詳細説明を求めます。 
 報告第５号について、財政課長。 

〇財政課長（笠井一雄君） 
 それでは報告第５号 平成２０年度身延町一般会計繰越明許費繰越計算について、詳細説明

をいたします。 
 次の１ページをお開きください。 
 まず、２款１項定額給付金事業でございます。２億６，３２６万４６０円、繰り越しをいた

しました。これにつきましては全額、国からの交付金でございます。対象の６，３３１件のう

ち、未申請が６月９日現在、２８７件となっております。 
 ３款１項社会福祉費の地域活性化・生活対策臨時交付金、高齢者の生きがい活動支援通所送

迎用車両の購入でございます。６３０万円繰り越しをいたしまして、５００万円が国からの交

付金、１３０万円が一般財源でございます。これについては、トヨタのハイエースを２台、す

でに契約をしております。 
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 ２項児童福祉費でございますけども、子育て応援特別手当支給事業でございます。４４４万

８，１５９円繰り越しをいたしまして、４万９，１５９円は２０年度に入ってまいりました。

残り４３９万９千円でございますけども、これはすべて国の交付金でございます。今のところ、

６月１０日現在、未申請が１件ございます。 
 ６款１項農業費でございます。これらにつきましては、すべて県の工事で町が負担をするも

のでございますけども、県が繰り越しをいたしますために、町も繰り越しをしたものでござい

ます。農村地域活性化農道整備事業でございますが、１，３９６万８千円の繰り越しでござい

まして、過疎債が１，３９０万円、一般財源が６万８千円ということでございます。清沢の農

道でございます。 
 中山間地域総合整備事業負担金１８０万８千円繰り越しをいたしまして、地方債が１１０万

円、７０万８千円が一般財源でございます。この地方債につきましては、一般公共事業債でご

ざいます。 
 それから、ため池等整備事業負担金でございますが、１８５万円の繰り越しで、１７０万円

が一般公共事業債、残りの１５万円が一般財源でございます。これら、すべては完成をしてご

ざいます。 
 ２項の林業費でございますけども、地域活性化・生活対策臨時交付金でございまして、小規

模治山事業３カ所、夜子沢、西嶋、小田原の３カ所でございますが、１，６００万円の繰り越

しでございます。このうち交付金が１，４００万円、残りは一般財源となっております。 
 ８款２項道路橋梁費でございます。桜清水遊亀橋線の道路改良舗装工事でございます。１，

８２９万２，７５０円繰り越しをいたしまして、このうち過疎債が１，４２０万円、残り４０９万

２，７５０円は一般財源でございます。工期は７月１０日になっております。 
 昭和道路線道路改良工事でございますけども、５１７万６，５５０円繰り越しておりまして、

このすべてが一般財源でございます。工期は６月１９日になっておりまして、ほぼ完成をして

おります。 
 それから本町富山橋線道路改良事業でございますが、３，５４８万１千円繰り越しをいたし

まして、３，０２０万円、過疎対策事業債でございます。残り５２８万１千円につきましては、

一般財源でございます。これにつきましては公有財産の購入費、それから補償料等でございま

すけども、土地の登記の関係で遅れているところでございます。 
 その次が地域活性化・生活対策臨時交付金、生活道路維持工事でございます。２，８００万

円、繰り越しをいたしました。２，４６６万１千円が国の交付金でございます。残りが一般財

源でございます。 
 それから、その下の生活道路改良工事でございますが、６，７５０万円ございまして、５，

９４５万２千円が国の交付金を充てさせていただいております。大体、６５％ぐらい執行をさ

れております。 
 次のページをお願いいたします。 
 ９款消防費、１項消防費でございます。消防自動車等更新事業でございますが、１，８３０万

円繰り越しをいたしました。このうち交付金が１，６００万円、残りが一般財源でございます。

消防車両３台、可搬式ポンプ１台を購入する予定になっております。 
 その下の防災備蓄倉庫整備事業でございますが、５，７４０万円の繰り越しでございまして、

５千万円、国からの交付金で、残りは一般財源になっております。防災備蓄倉庫、ワンタッチ
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テント、携帯用トイレ等を整備するものでございまして、現在、発注をしている段階でござい

ます。 
 １０款教育費の２項小学校費でございます。学校施設整備改修事業でございますが、６，

９７０万円繰り越しをいたしました。このうち５，５９０万円が、交付金でございます。９００万

円につきましては、教育施設整備基金から繰り入れをいたしております。４８０万円が一般財

源となっております。設計が終わり、今月中にも発注の見込みとなっております。 
 学校教育機器整備事業でございます。これにつきましては、テレビ等のデジタル化に対応し、

テレビおよびスタンド等を購入するものでございますが、２，５００万円繰り越しをいたしま

して、このうち交付金が２，２００万円でございます。残り３００万円については、一般財源

でございます。 
 それから３項の中学校費でございますが、学校施設の整備改修事業１５０万円。これは中富

中学校の手すりの塗り替え工事でございますけども、交付金が１１０万円、一般財源が４０万

円となっております。 
 以上、合計繰越額が６億３，３９８万４，９１９円ということでございます。 
 以上、詳細説明を終わらせていただきます。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 次に報告第６号について、町民課長。 

〇町民課長（秋山和子君） 
 それでは報告第６号 平成２０年度身延町後期高齢者医療特別会計繰越明許費繰越計算につ

いて、詳細説明をさせていただきます。 
 まず、繰越計算書をお開きください。 
 １款総務費、２項総務管理費、後期高齢者医療単独システム改修業務委託、繰越額９４万５千

円につきましては、後期高齢者医療制度運営上のシステム開発の着手時期の遅れとシステム開

発に要する時間が長くなり、年度内の構築が終了しないためのものであります。時期としては、

７月３１日完了となっております。 
 以上です。よろしくお願いいたします。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 次に報告第７号について、水道課長。 

〇水道課長（千頭和勝彦君） 
 それでは報告第７号 平成２０年度身延町簡易水道事業特別会計繰越明許費繰越計算につい

て、詳細説明をいたします。 
 繰越計算書をお開きください。 
 １款水道維持費、３項中富簡易水道管理費、中富南部簡易水道取水ポンプ取り替え工事、翌

年度繰越額１０７万５千円につきましては、工事は完了しております。既収入特定財源１０７万

５千円につきましては、一般会計からの繰入金であります。 
 ２款水道事業費、２項身延簡易水道建設費、身延中央統合簡易水道事業、翌年度繰越額１，

６２２万４，８５０円につきましては、米倉の農道２号線への配水管布設工事、ならびに和田

平水源改修工事であります。農道２号線への配水管布設工事はすでに完成しており、和田平水

源改修工事は平成２１年７月１０日を完成予定として、現在、工事が進められております。既

収入特定財源１７９万８５０円は、一般会計からの繰入金であります。未収入特定財源として、
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国庫支出金１４３万４千円。地方債１，３００万円の内訳につきましては、簡易水道事業債

６５０万円、過疎対策事業債６５０万円であります。 
 身延公共下水道工事負担金（身延中央簡水配水管布設工事負担金）、翌年度繰越額１，７３７万

３００円につきましては、３つの工区分でありまして、そのうち２つの工区分は完了しており、

もう１つの工区は６月３０日に完成予定として、現在、事業が進められております。既収入特

定財源７９５万４，３００円は、一般会計からの繰入金であります。未収入特定財源として、

国庫支出金３４１万６千円。地方債６００万円の内訳につきましては、簡易水道事業債３００万

円、過疎対策事業債３００万円であります。 
 ２款水道事業費、３項下部簡易水道建設費、下部特定環境保全公共下水道工事負担金（湯町

簡水配水管布設工事負担金）、翌年度繰越額８３９万９５０円につきましては、工事はすでに完

了しております。既収入特定財源６０４万２，９５０円につきましては、一般会計からの繰入

金であります。未収入特定財源として、国庫支出金５４万８千円。地方債１８０万円の内訳に

つきましては簡易水道事業債９０万円、過疎対策事業債９０万円であります。 
 以上、よろしくお願いします。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 次に報告第８号について、環境下水道課長。 

〇環境下水道課長（赤池和希君） 
 それでは報告第８号 平成２０年度身延町下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書につい

て、詳細説明をさせていただきます。 
 繰越計算書をご覧になっていただきたいと思います。 
 １款下水道事業費、２項事業費のうち身延公共下水道事業管渠布設工事の翌年度繰越額５，

５４０万８，６５０円につきましては、３工区のうち１工区はすでに完成しておりますが、２工

区につきましては、現在、工事が進められており、６月３０日完成予定となっております。 
 財源内訳といたしましては、既収入特定財源の一般会計からの繰入金２２７万１００円。未

収入特定財源の国庫支出金１，１３６万８，２５０円。地方債２，４４０万円。その他として、

簡易水道受託工事負担金１，７３７万３００円であります。 
 次に、下部特定環境保全公共下水道事業管渠布設工事の翌年度繰越額２，４２５万７，

８００円につきましては、現在、工事が進められており、やはり６月３０日完成予定となって

おります。 
 財源内訳といたしましては、既収入特定財源の一般会計からの繰入金３２３万６，８５０円。

未収入特定財源の国庫支出金５９３万円。地方債６７０万円。その他としまして、簡易水道受

託工事負担金８３９万９５０円であります。 
 次に、下部特定環境保全公共下水道事業管渠用地所有権移転登記業務委託の翌年度繰越額

９０万３，５００円につきましては、現在、所有権移転登記の手続き中でございます。 
 財源内訳といたしましては、既収入特定財源の一般会計からの繰入金が全額でございます。 
 次に、下部特定環境保全公共下水道真空ステーション建設事業の翌年度繰越額３，５０３万

８，７００円につきましては、現在、やはり工事が進められておりまして、６月３０日完成予

定となっております。 
 財源内訳といたしましては、既収入特定財源の一般会計からの繰入金２４４万９，３５０円。

未収入特定財源の国庫支出金１，６８８万９，３５０円。地方債１，５７０万円でございます。 
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 以上になります。よろしくお願いいたします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 詳細説明が終わりました。 
 次に、報告に対する質疑を行います。 
 報告第５号について、質疑を行います。 
 質疑はございませんか。 
 笠井万氾君。 

〇１７番議員（笠井万氾君） 
 それでは報告第５号について、１点質問をさせていただきます。 
 繰越明許費計算書、明許費事業、１７事業あるわけでありますけども、それぞれに今、事業

が展開されていると思うわけでありますけども、大体、予定日等々は報告がされているわけで

ありますけども、１点として、２億６，３２６万４６０円の定額給付事業について、現在の進

捗状況について、説明を求めます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 政策室長。 
〇政策室長（赤池義明君） 

 先ほど、財政課長からの詳細説明の中で、未申請がまだ、あるということの説明がございま

した。今現在でございますが、対象者が全部で６，３３１件ございまして、支払い済みが５，

９４５件。それから、これから支払う部分、９９件。未申請２８７件となってございます。 
 なお、この未申請の２８７件の方々につきましては、直接また、再度、申請をしてください

という手紙を、もうすでに出してございます。 
 以上でございます。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 笠井君。 

〇１７番議員（笠井万氾君） 
 そうすると、今回の定額給付事業の９０％は、もう完了しているんだというように理解して

いいですね。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 政策室長。 
〇政策室長（赤池義明君） 

 そのとおりでございまして、現在は９５．４７％で、あと未申請の方が４．５３％ございま

す。 
 以上でございます。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 ほかにございませんか。 
 日向英明君。 

〇９番議員（日向英明君） 
 ６款の農林水産事業費であります。その中の、ため池等整備事業負担金。地域と個所数のご

報告をお願いします。 
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〇議長（穂坂英勝君） 
 財政課長。 

〇財政課長（笠井一雄君） 
 地域は、西嶋地区のため池事業になってございます。個所数につきましては、現在、分かり

ませんので、あとで報告ということでよろしいでしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 産業課長、欠席のため、答弁があとになるというような内容でございます。 
 ほかにございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑を終結いたします。 
 報告第６号について、質疑を行います。 
 質疑はございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑を終結いたします。 
 報告第７号について、質疑を行います。 
 芦澤健拓君。 

〇５番議員（芦澤健拓君） 
 これは中富南部簡易水道取水ポンプ、それから身延中央統合簡易水道事業、身延公共下水道

工事負担金、下部特定環境保全公共下水道工事負担金と、それぞれ場所がちょっと分かりませ

んので、場所だけちょっと教えていただけますか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 水道課長。 
〇水道課長（千頭和勝彦君） 

 中富南部簡易水道取水ポンプ取り替え工事の工事場所ですが、飯富地区でございます。それ

から、身延中央統合簡易水道事業につきましては、米倉の農道２号線の中に布設工事をしてお

ります。それから和田平水源は、和田平地区でございます。それから身延公共下水道工事負担

金の件ですが、門内が２カ所、それから梅平が１カ所でございます。それから下部特定環境保

全公共下水道工事負担金の場所ですが、湯町地域でございます。 
 以上でございます。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 ほかにございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑を終結いたします。 
 報告第８号について、質疑を行います。 
 質疑はございませんか。 
 芦澤健拓君。 

〇５番議員（芦澤健拓君） 
 これもちょっと、場所を特定してください。場所が分からないと、姿が見えてこないという

ことになりますので。 
 それから未収入特定財源の、その他で簡易水道受託工事負担金ということを言われたように
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思いますけども、これは下水道に簡易水道受託工事負担金というのが財源になっているという

ことの理由と、さっきの報告第７号の中の簡易水道事業特別会計の関係との整合性というか、

それを教えてください。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 環境下水道課長。 
〇環境下水道課長（赤池和希君） 

 それでは個所につきまして、ご説明を申し上げます。 
 まず、身延公共下水道事業管渠布設工事につきましては、３工区に分かれておりまして、ま

ず１工区につきましては、町道西谷線で、身延山の本堂から左側の川に沿った道路があるんで

すけども、ロープウエイのほうに向かった道路であります。そこの間、ロープウエイからまだ

先の駐車場から本堂までの、これが１つの工区になっております。それから、もう１カ所につ

きましては２０－４区といいまして、やはり門内の橘町から上にのぼりまして、西谷方面に向

かって、いさごやの旅館のへんまで、これが１つの工区であります。それから身延の、もう１つ

の工区、２０－８区につきましては、身延高校の裏の一帯になります。 
 それから下部の特定環境保全公共下水道事業の管渠布設工事につきましては、これは１工区

でありまして、三笠のカーブから、ずっと上の善隣橋、湯町を通りまして、元保育園のほうへ

向かったところの、善隣橋があるわけですが、その橋までの間でございます。 
 次に場所につきましては、あと下部の特定環境保全公共下水道事業真空ステーションの建設

個所でありますけども、この個所につきましては、下部温泉病院の前の橋を渡りまして、駐車

場の一画にポンプを埋めさせていただいているところであります。 
 以上です。 

〇５番議員（芦澤健拓君） 
 ２点目は。 

〇環境下水道課長（赤池和希君） 
 下水道工事につきましては、やはり上水道とのセットの工事がたくさんありまして、上水道

の下のほうに下水道のほうを入れさせていただくということで、水道からの負担金をいただく

中で、下水道が布設をしているところであります。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 芦澤君。 
〇５番議員（芦澤健拓君） 

 下部特定環境保全公共下水道事業の所有権移転登記業務委託なんですが、これは現在、手続

き中ということですけども、何人分の所有権移転登記なんでしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 環境下水道課長。 
〇環境下水道課長（赤池和希君） 

 ３月の定例議会のご質問でも申し上げたように、２０人のうち１人がまだ、同意が得られな

いということで、この件につきましては、いろいろ相談をする中で、訴訟的なものを、手続き

をとって取得をしたいということで、１人について、現在、進行中でございます。 
〇５番議員（芦澤健拓君） 

 分かりました。 
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〇議長（穂坂英勝君） 
 ほかにございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑を終結いたします。 
 なお、この報告につきましては、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定に基づき、報告

するものであります。 
 報告第５号から報告第８号につきましては、以上で終結といたします。 
 議事の途中でございますが、ここで暫時休憩といたします。 
 再開につきましては、１０時１５分といたします。 

休憩  午前１０時００分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午前１０時１５分 
〇議長（穂坂英勝君） 

 休憩前に引き続き、再開いたします。 
 先ほどの日向英明議員の、ため池の設置個所についての質問の答弁を、産業課の笠井リーダー

に出席を求めて、出席をしておりますので、答弁をお願いいたします。 
 笠井君。 

〇産業課リーダー（笠井喜孝君） 
 日向議員の質問に対しまして、お答えさせていただきます。 
 ため池等整備事業、繰り越しの個所数についてのご質問ですが、西嶋地区の笠井鉄工所入り

口から青原院の用排水路、この１カ所であります。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 続いて議案第６０号から議案第７３号までについて、町長より提案理由の説明を求めます。 
 町長。 

〇町長（望月仁司君） 
 議案第６０号から議案第７３号までを、一括でご説明を申し上げます。 
 まず議案第６０号 身延町介護保険条例の一部を改正する条例について。 
 身延町介護保険条例の一部を改正する条例の議案を提出する。 
 平成２１年６月１５日 提出 

身延町長 望月仁司 
 提案理由 
 平成２１年度から平成２３年度までにおける、保険料率の特例を定める規定中の金額に誤り

があるため、身延町介護保険条例の一部を改正する必要が生じた。 
 これが、この議案を提出する理由である。 
 以下につきましては、提出年月日と提出者名は同じでございますので、省略をさせていただ

きます。 
 次に議案第６１号 身延町キャンプ場条例の一部を改正する条例について。 
 身延町キャンプ場条例の一部を改正する条例の議案を提出する。 
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 提案理由 
 現行の料金体系について見直しをする中で、身延町キャンプ場条例の一部を改正する必要が

生じた。 
 これが、この議案を提出する理由である。 
 次に議案第６２号 平成２１年度身延町一般会計補正予算（第１号）。 
 平成２１年度身延町の一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出予算それぞれ２，０２９万３千円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ８７億８，８５５万円とする。 
 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
 （地方債の補正） 
 第２条、地方債の変更は「第２表 地方債補正」による。 
 次に議案第６３号 平成２１年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）。 
 平成２１年度身延町の国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出予算それぞれ４，２１２万６千円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ２１億４，２２４万２千円とする。 
 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
 次に議案第６４号 平成２１年度身延町老人保健特別会計補正予算（第１号）。 
 平成２１年度身延町の老人保健特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出予算それぞれ６２万円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ６１０万４千円とする。 
 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
 次に議案第６５号 平成２１年度身延町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）。 
 平成２１年度身延町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出予算それぞれ４７万９千円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ４億６，８８７万７千円とする。 
 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
 次に議案第６６号 平成２１年度身延町介護保険特別会計補正予算（第１号）。 
 平成２１年度身延町の介護保険特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 
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 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出予算それぞれ６５８万７千円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１８億２，４０９万８千円とする。 
 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
 議案第６７号 平成２１年度身延町の簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 
 平成２１年度身延町の簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出予算それぞれ３０８万９千円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ８億３，５９２万８千円とする。 
 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
 次に議案第６８号 平成２１年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第１号）。 
 平成２１年度身延町の農業集落排水事業等特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるとこ

ろによる。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出予算それぞれ３２万３千円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ５，９３４万６千円とする。 
 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
 次に議案第６９号 平成２１年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第１号）。 
 平成２１年度身延町の下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出予算それぞれ２２万４千円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１０億９，３８７万７千円とする。 
 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
 次に議案第７０号 平成２１年度身延町青少年自然の里特別会計補正予算（第１号）。 
 平成２１年度身延町の青少年自然の里特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出予算それぞれ５１４万４千円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ４，６０９万８千円とする。 
 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
 次に議案第７１号 下部下水道工事２０－１工区工事請負契約の一部変更について。 
 平成２０年８月５日に、身延町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得、または処分の範

囲を定める条例（平成１６年身延町条例第５０号）第２条の規定に基づき、身延町議会の議決

を経た下部下水道工事２０－１工区工事請負契約について、下記のとおり契約内容の一部を変
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更したいので、議会の議決を求める。 
記 

 １．変更後の契約金額 金８，１２２万５，９００円 
 提案理由 
 下部下水道工事２０－１工区について、工事内容の一部変更に伴い、契約金額の変更に係る

議会の議決が必要である。 
 これが、この議案を提出する理由である。 
 次に議案第７２号 下部下水道工事２０－４工区（真空ステーション機械・電気設備工事）

工事請負契約の一部変更について。 
 平成２０年９月８日に、身延町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得、または処分の範

囲を定める条例（平成１６年身延町条例第５０号）第２条の規定に基づき、身延町議会の議決

を経た下部下水道工事２０－４工区（真空ステーション機械・電気設備工事）工事請負契約に

ついて、下記のとおり契約内容の一部を変更したいので、議会の議決を求める。 
記 

 １．変更後の契約金額 金６，８８３万８千円 
 提案理由 
 下部下水道工事２０－４工区（真空ステーション機械・電気設備工事）について、工事内容

の一部変更に伴い、契約金額の変更に係る議会の議決が必要である。 
 これが、この議案を提出する理由である。 
 最後に議案第７３号 身延下水道工事２０－２工区工事請負契約の一部変更について。 
 平成２０年１０月６日に、身延町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得、または処分の

範囲を定める条例（平成１６年身延町条例第５０号）第２条の規定に基づき、身延町議会の議

決を経た身延下水道工事２０－２工区工事請負契約について、下記のとおり契約内容の一部を

変更したいので、議会の議決を求める。 
記 

 １．変更後の契約金額 金６，７６０万６，３５０円 
 提案理由 
 身延下水道工事２０－２工区について、工事内容の一部変更に伴い、契約金額の変更に係る

議会の議決が必要である。 
 これが、この議案を提出する理由である。 
 以上でございます。 
 詳細につきましては、それぞれ担当課長より説明をさせますので、よろしくご審議の上、ご

議決いただけますよう、お願いを申し上げます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長の説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 これから、担当課長が詳細説明を行うわけですが、議案第６０号は金額の訂正のみでありま

す。それから議案第６４号から議案第６６号、また議案第６８号から議案第７０号までの７議

案につきましては、人件費等のみでございますので、詳細説明を省略したいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。 
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 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、議案第６０号、議案第６４号から議案第６６号、議案第６８号から議案第７０号ま

での７議案につきましては、詳細説明を省略させていただきます。 
 次に、担当課長の詳細説明を求めます。 
 まず議案第６１号について、観光課長。 

〇観光課長（熊谷文彦君） 
 それでは、議案第６１号の詳細説明をさせていただきます。 
 身延町キャンプ場条例の一部を改正する条例 
 身延町キャンプ場条例（平成１９年身延町条例第２３号）の一部を、次のように改正する。 
 別表第２中「施設等の使用料」を「本栖湖いこいの森キャンプ場料金表」に改め、同表の表

を次のように改める。 
 本栖湖いこいの森キャンプ場の運営にあたりまして、施設等の利用料について、周辺の類似

施設との料金体制の調整を図るため、本栖湖いこいの森キャンプ場料金表を改正する条例をお

願いするものであります。 
 主な改正点といたしまして、施設利用料というものは今までなかったんですが、これを新規

に設けてあります。それからその分を、今までの使用料から少し金額を下げてあります。それ

と、もう１点。本館、バンガローにつきましては、今までは１泊の料金しかありませんでした

が、日帰りコースの料金表を追加してあります。 
 施設名、区分等、詳細にご説明いたします。 
 施設利用料、大人、１回５００円。中学生以上です。子ども、１回３００円。小学生以下。

ただし、３歳未満は無料となります。 
 本館、１２畳、１泊１万１千円。日帰りで６千円。 
 バンガロー、１２畳、１泊９千円。日帰り４，５００円。１０畳、１泊７千円。日帰り３，

５００円。８畳、１泊６千円。日帰り３千円。６畳、１泊５千円。日帰り２，５００円です。 
 それからテントサイト使用料につきまして、Ａタイプ、１区画、これは面積で５メートル掛

ける８メートルの面積になりますが、１泊３千円。日帰り１，５００円です。Ｂタイプ、５メー

トル掛ける５メートルの面積になりますが、１泊２千円。日帰り１千円です。 
 それから駐車料につきましては、自動車、普通車と軽四輪を含みますが、１泊１千円。日帰

りが５００円。これは本館、またはバンガロー利用者につきましては、１台目は無料となりま

す。二輪車、大型自動二輪車、普通自動二輪車および小型特殊自動車のうち二輪車のもの、な

らびに原動付き自転車を含みます。１泊５００円。日帰り３００円です。これも上と同じよう

な形で、本館またはバンガロー利用者は、１台目は無料となります。 
 それから厨房利用料ですが、これは団体の利用者について優先されますが、１泊３千円にな

ります。団体とは、大人と子どもを合わせて１０名以上の使用者につき、団体といたします。 
 別表第２、備考を次のように改める。 
 （注）１．日帰りとは、午前１０時から午後５時までの間の利用を行うものです。 
 ２．１泊の場合のチェックインは午後１時から、チェックアウトは翌日、午前１０時といた

します。 
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 附則 
 この条例は、平成２１年７月１日から施行する。 
 以上です。よろしくお願いします。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 次に議案第６２号、議案第７１号から議案第７３号までについて、財政課長。 

〇財政課長（笠井一雄君） 
 それでは、まず議案第６２号 平成２１年度身延町一般会計補正予算（第１号）につきまし

て、詳細説明をさせていただきます。 
 まず、６ページをお開きください。第２表、地方債補正でございます。 
 過疎対策事業債１億２，３００万円を１億２，３２０万円ということで、２０万円増額をさ

せていただきます。これにつきましては、県で実施をいたします農村地域活性化農道整備事業

の負担金が２７万円増額されました。清沢の農道の負担金でございますけども、このうち過疎

債を２０万円充当できるということで、２０万円を増額させていただきました。 
 一般公共事業債でございますが、１，０７０万円を１，２７０万円ということで、２００万

円の増額でございます。これにつきましては、当初予算に計上いたしました一般公共事業債の

うち中山間地域農地防災事業、農道水路分が一般公共事業債の対象として増えたため、２００万

円増額をさせていただきます。 
 それでは、９ページをお開きください。歳入でございます。 
 １５款２項４目農林水産業費県補助金でございますけども、１節に２７９万９千円を計上さ

せていただきました。これは新たな水田農業確立支援事業費補助金ということで、県が２分の

１補助をしてくれる部分でございます。宮木の農業振興組合へ手押し式播種機３台、それから

キャリー動噴機１台、１１万９千円。それから、ＪＡふじかわへ２６８万円。曙大豆の保管庫

の作業所を１棟、建てるということで、県で２分の１補助をしてくれるものでございます。 
 続きまして３項の県委託金、１目４項選挙費委託金でございます。衆議院議員選挙費委託金

を１７９万２千円減額いたします。これにつきましては、備品文具類等、国政選挙の申請をし

ていたところでございますけども、県のほうから選挙は町の選挙でも使用するものでございま

すので、それを案分してくださいという指示があったものですから、国政選挙ばかりではなく、

町の選挙でも使うということで、１７９万２千円の減額でございます。 
 ３項の教育費県委託金でございます。これにつきましては、１節教育費委託金に１９３万１千

円を計上させていただきました。これにつきましては、文部省の委託事業でございまして、研

修校として指定された部分に補助というか、委託金がくるものでございます。 
 学校評価情報提供の充実改善のための実践研究事業２５万円。これは下部小学校です。自然

の中での長期宿泊体験事業１３２万１千円。これは原小学校でございます。やってみよう外国

語活動推進事業３６万円、身延小学校の部分でございます。 
 １７款１項２目の１節指定寄附金でございますが、５０万円。これは日軽金から寄附金がご

ざいまして、灌漑用水施設にかかる寄附金ということで、５０万円をいただきましたので、計

上いたします。 
 １９款１項１目１節繰越金でございますが、９５５万５千円の計上でございます。今回の補

正のうち、特定財源以外の一般財源ということで繰越金を、９５５万５千円充当させていただ

きます。 
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 次の１０ページでございます。 
 ２０款４項１目１８節のコミュニティ事業金でございますが、４６０万円の予算計上でござ

います。これにつきましては、県のコミュニティ事業の申請をしておりましたけども、交付金

が決定になったために予算計上をさせていただきます。１４０万円、市之瀬のお祭りの衣装、

用具等の整備が決定になりました。それから橘町の神楽用具整備ということで、２２０万円。

それから防災器具、携帯非常用簡易トイレに１００万円。合計４６０万円の予算計上でござい

ます。 
 １９節の峡南ふるさと創生事業助成金でございますが、５０万円。これにつきましては、峡

南広域行政組合で、ふるさと市町村圏の果実を原資として、環境保全活動あるいは文化教育振

興および観光振興に要する経費に対し、その予算の範囲に定める助成金を交付するということ

で、一応、５０万円を上限として交付されるものでございます。今回、身延山の門内活性化委

員会への補助といたしまして、身延山五重塔の落慶記念ウォークに対しまして、５０万円を補

助するものでございます。 
 それから２１款１項２目１節の農業債でございますが、先ほど地方債の部分でご説明をいた

しました。過疎債については２０万円、一般公共が２００万円でございます。 
 それでは、歳出のほうを説明してまいります。 
 各款項目に計上してございます２節、３節、４節につきましては、４月の職員の異動により

ます人件費の増減と人事院勧告に伴う職員手当等の減でありますので、説明を省略させていた

だきます。 
 それでは、１２ページをお開きください。ちょうど、中ほどになると思います。 
 ３目の財産管理費に６００万円、工事請負費を計上させていただきました。これにつきまし

ては、町有地の造成工事でございますけども、中部横断自動車道の家屋等の移転者に替え地と

して提供するため、造成工事を行うものでございまして、波高島の旧保育所を取り壊した土地

でございます。 
 なお、歳入につきましては、現在、国交省、それから家屋の移転者、町で契約書を取り交わ

すことになっております。歳入につきましては、当然、道路等も造らなければならないわけで

すが、その部分につきましては、後日、９月の補正になろうかと思いますけども、予算を計上

させていただきますので、ご了解を願いたいと思います。 
 それから、４目企画費でございます。１９節負担金補助及び交付金４１０万円。これは先ほ

ど、歳入のほうでご説明しましたが、コミュニティ事業助成金、橘町と市之瀬区で３６０万円。

それから峡南ふるさと創生事業助成金ということで、５０万円。合計４１０万円を計上させて

いただきました。 
 次に、１３ページのほうをお願いします。一番下になります。 
 ４項４目の１１節需用費、選挙に使います消耗品等、３０万２千円を減額させていただきま

した。これは諸用紙、文具類等でございますけども、次のページを見ていただきたいと思いま

す。すぐ、次のページになりますけども、１８節の備品購入費に同じ金額３０万２千円を増額

させていただきました。これにつきましては自書式投票用紙の分類機、これを購入するもので

ございます。町議選も考え、１２枠から２４枠に分類できる機械を購入するということでござ

います。 
 なお、歳入で申しましたが、１７９万２千円、減額の指示がございましたので、財源組み替
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えをさせていただいております。 
 続きまして、１５ページでございます。 
 ３款の民生費になります。１項の１目２８節繰出金１０７万６千円。これは国民健康保険特

別会計の繰り出し分でございます。 
 それから、その下の３目の２８節繰出金１３４万６千円の減額でございますが、介護保険特

別会計への繰り出し、それはそれぞれ人件費の部分でございます。 
 次の１６ページをお願いいたします。 
 ４目老人医療費でございます。２８節償還金利子及び割引料に６３万円。平成１９年度の後

期高齢者医療制度円滑導入の事業費、補助金償還分、平成１９年に補助金をもらい過ぎた部分

を返す部分でございます。本来ならば２０年度に返還予定でございますけども、国の事務の遅

れで２１年度に返還をするということになりましたので、６３万円、計上させていただきまし

た。 
 ２８節繰出金は、後期高齢者の医療特別会計に４７万９千円を繰り出します。人件費部分で

ございます。 
 ページの一番下になりますけれども、２項４目１１節の需用費４４万４千円、修繕費でござ

います。水道管が漏水をいたしております。表を土質で配管、あるいは床下を這わせる等の修

繕をしなければならないということで、４４万４千円の予算計上でございます。 
 １８ページをお願いいたします。 
 ４款衛生費の保健衛生費になりますけれども、１目の保健衛生総務費の中で、１１節需用費、

１７万５千円を修繕費として計上させていただきました。これにつきましては、そよかぜワー

クハウス、旧身延保健所の建物でございますけども、雨漏りがするということで、修繕をいた

します。 
 ２目の予防費でございますが、１１節需用費に３５万４千円、消耗品を計上させていただき

ました。これにつきましては、新型インフルエンザの対策用のマスクの購入、あるいは体温計

２０個、速乾性の手指の消毒器等を購入する費用を３５万４千円計上させていただきました。 
 １９節負担金補助及び交付金２６３万９千円でございます。これについては、飯富病院の起

債償還負担金繰上償還分でございます。本町でも一昨年、昨年ということで、公的資金償還金

免除繰上償還、財政健全化措置によりまして、公的な起債を７％、６％、高利の部分をお返し

してもいいということで、１９年度に６３１万円。それから２０年度については、２，１７３万

２千円、国へお返しをしたわけでございます。これにつきましては、飯富病院でも同じように

財政健全化措置によりまして、昭和５５年、５６年度に病院を改築しました、７％以上の起債

を平成２１年３月２５日に、すべて繰上償還をいたしました。この部分につきまして、繰上償

還は当然、病院の資金で繰上償還をしたわけでございますが、当然、本町、早川町でその部分

を負担しておりますので、繰上償還をした部分を今年と来年、２年間で繰上償還部分として負

担をするものでございます。実際には２６３万９千円、今年と来年に計上するわけでございま

すけども、繰上償還をいたしましたので、実際には利子分は総体的に８００万円ぐらい得をし

ております。本町でも負担すべき利子分、本町の負担率の部分でございますが、５２３万５，

６０５円が負担軽減されたことになります。 
 続きまして、衛生費の３項簡易水道運営費でございます。１目の１９節負担金補助及び交付

金に２０７万２千円を小規模簡易水道事業補助金ということで計上させていただきました。こ
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れにつきましては、波高島簡易水道組合に１０万１千円。それから矢細工簡易水道組合の配水

管布設替え工事に、１９７万１千円を予算計上するものでございます。これについては、町の

補助金は５分の３の補助率になります。 
 続きまして、繰出金３０８万９千円でございますが、これにつきましては、簡易水道特別会

計への繰出金でございます。 
 続きまして、１９ページでございます。 
 ５款１項２目１８節の備品購入費１２万６千円でございますが、調理実習室のガステーブル

が古くなって火力が落ちてしまったということで、これを４台購入するものでございます。ボ

ランティア団体等の陳情がございました。 
 次の６款１項３目農業振興費でございますが、１９節負担金補助及び交付金に４６９万８千

円を計上させていただきました。飯富簡易水道組合の灌漑用水の施設補助ということで、５０万

円。これは日軽金から寄附があったものでございますが、それから新たな水田農業確立支援事

業補助金ということで、４１９万８千円。これにつきましては宮木の農業振興組合、それから

ＪＡふじかわに補助をするものでございまして、県費の部分と町の４分の１の負担の部分を合

計いたしまして、４１９万８千円の計上でございます。 
 それから４目農業土木費でございます。１９節負担金補助及び交付金に３３万４千円を計上

させていただきました。中山間農地防災事業の負担金、大炊平ですが３万８千円。それから農

村地域活性化農道整備事業負担金、清沢の農道でございますが、２７万円増額でございます。

このうち２０万円が、過疎が充当できる部分でございます。 
 それから補助金としまして、農地・水・環境保全向上事業補助金に２万６千円でございます。 
 なお、次のページ、１番上になりますけども、一般公共事業債の２００万円の部分を財源組

み替えしてございます。 
 ２項の３目１５節に工事請負費として、４００万円を計上させていただきました。林道三石

山線、それから林道の栃代釜額線、崩落土の除去をする工事ということでございまして、５月

の雨で崩落した部分を、両方で３００立方メートルくらいの土砂がありますが、除去する工事

でございます。 
 それから、７款１項１目の１１節需用費３５万７千円を修繕費として計上させていただきま

した。これにつきましては、温泉会館の非常用のバッテリーが故障をいたしました。非常用の

照明器具、バッテリー１９個と誘導灯等を修繕する部分でございます。 
 それでは、２２ページをお願いいたします。 
 ８款土木費になります。５項の住宅費の住宅管理費でございます。１５節工事請負費に７８万

１千円。町営住宅梅平団地を解体工事するということで、梅平団地の１棟が空いたために、老

朽化が著しいわけでございますので、１棟を解体するということでございます。 
 それから１９節負担金補助及び交付金３７３万１千円でございますけども、相又の団地、３月

に購入しておりますけども、独立行政法人 雇用・能力開発機構に町で購入した団地、雇用促

進住宅の２１年度分の固定資産税を支払うものでございます。３７３万１千円でございます。 
 続きまして、６項１目の２８節繰出金でございますけども、下水道特別会計繰出金２２万４千

円の減額。それから農業集落排水事業特別会計繰出金３２万３千円の減額でございます。合計

５４万７千円の減額補正でございます。 
 ９款３項１目の１８節備品購入費１０５万９千円でございます。これにつきましては、コミュ
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ニティ事業が決定になってまいりました。携帯用の非常用簡易トイレを自主防災組織の育成と

いうことで、地域の避難所に１８基整備をするものでございまして、この購入費でございます。 
 １９節負担金補助及び交付金の２６万３千円につきましては、防犯灯の建設事業補助金とい

うことで、常葉の日向区、北原区に３基、それから下山の上沢区に１基、設置をするというこ

とで、２６万３千円の計上でございます。町の補助率は、２分の１以内ということになってお

ります。 
 それでは、１０款１項１目教育委員会費でございます。９節から１４節まで、それぞれ予算

計上してございます。これにつきましては、英語指導助手が３人、入れ替わるわけでございま

す。ＡＬＴでございますけども、それらの経費にかかる部分でございまして、旅費の１３５万

円につきましては、帰国・来日の費用が１２０万円。それから新規のオリエンテーリング等の

研修が１５万円で、１３５万円でございます。 
 それから需用費の１５万４千円につきましては、英語指導助手の消耗品の購入、寝具類等の

購入になります。１５万円。それから光熱水費４千円でございます。これについては、医師住

宅を空けている１カ月分の光熱水費でございます。 
 それから１２節の役務費１８万１千円。これについては、ＡＬＴにかかる通信運搬費等、そ

れから手数料としましては、住居の汚泥の引き抜き、それから清掃、カーテンのクリーニング

等、１７万円でございます。 
 それから１４節の使用料及び賃借料につきましては、７万７千円。町営住宅の敷金等でござ

います。 
 次に２項小学校費の１目学校管理費、１２節役務費に１５万９千円を計上させていただきま

した。これにつきましては、経済対策関係でテレビを購入いたします。そのリサイクル料を計

上した部分でございます。家電リサイクル法の部分で、５６台分を計上してございます。 
 それから３目の下部小学校の管理費、８節から次のページ、１８節の備品購入費まで、これ

につきましては、先ほど歳入の部分で説明をいたしましたけれども、学校評価情報充実改善等

の実践校の、県からの委託事業を実施するためのそれぞれ報償費、旅費、需用費、備品購入費

等の予算計上でございます。 
 それから１６目の原小学校の教育振興費、これにつきましても、９節から１３節まで自然の

中での長期宿泊体験事業ということで、県から委託金をいただいております。それで実施をす

る事業でございまして、静岡や長野県のほうへ、農漁村に４、５年生が８月中、体験の宿泊を

するということで、それにかかる経費が計上されております。 
 １８目の身延小学校の教育振興費、これにつきましても、８節から１８節備品購入費までは、

やってみよう外国語活動推進事業ということで、県の委託事業でございます。ほとんどが、一

般財源はつぎ込まず、県の委託事業でできるということで、８節から１８節まで予算計上をさ

せていただいております。 
 次に３項の中学校費でございます。４目の中富中学校の管理費でございますが、備品購入費

に３３万５千円、計上させていただきました。庁用器具の、体育館で放送機器を使っているわ

けでございますが、これが３月に故障をしてしまいました。集会で大変、不便を来たしている

ということで、ワイヤレス受信機１台、それからワイヤレスチューナー等を購入する費用、

３３万５千円でございます。 
 ４項１目の２８節繰出金でございますが、青少年自然の里特別会計への繰出金５１４万４千
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円でございます。 
 それから２目公民館費の１９節負担金補助及び交付金でございますが、１３４万円の予算計

上でございます。これは集落公民館の整備費補助金ということで、竹ノ島公民館に５１万８千

円。これは屋根、外壁等の塗装、塗り替えおよび床の修繕ということで５１万８千円。それか

ら大野公民館に屋根、板金塗り替えおよび外壁等の塗り替えを実施するということで、６６万

１千円を計上させていただきました。合計１３４万円でございます。 
 次に、２７ページをお願いいたします。 
 ５項の文化振興費になりますけども、７目現代工芸美術館運営費、１１節需用費に３４万３千

円、修繕費を計上させていただきました。これにつきましては、電極式の加湿器が故障をいた

しました。修繕が必要なために、修繕費を計上させていただきました。美術品にとっては加湿

等が命でございますので、修繕費を３４万３千円、計上させていただきました。 
 それから２８ページ、最後のページになります。 
 ６項の保健体育費の中の４目身延学校給食費でございます。１番下になりますけども、１８節

備品購入費２２万６千円。事務室のエアコンが大変、古くなって、もう室外機等もぼろぼろに

なっているということで、まったくエアコンも効かない状態になっております。今回、壁掛け

１０畳タイプのエアコンを装備するということで、２２万６千円の予算計上でございます。 
 一般会計の補正につきましては、以上でございます。 
 以上の内容で、詳細説明をさせていただきました。ご審議をいただき、ご議決いただきます

よう、よろしくお願いいたします。 
 それでは議案第７１号 下部下水道工事２０－１工区工事請負契約の一部変更について、ご

説明をいたします。議案第７１号でございます。 
 ２ページ目の、議案第７１号関係資料をご覧いただきたいと思います。 
 すでに議会の議決を経ました内容につきましては、平成２０年８月５日にご議決をいただい

た部分でございます。契約金額が８，８７２万５千円。契約の相手方 身延町車田１００２番

地、樋川工業株式会社 代表取締役 樋川勝美でございます。 
 変更しようとする内容につきましては、減額を７４９万９，１００円いたします。変更後の

契約金額につきましては、８，１２２万５，９００円ということになります。 
 隘路に支線管渠を埋設すべく試掘を行ったわけでございますが、埋設物が多く施工は困難で

あると判断したため、１路線の増工分と６路線とを相殺した結果の減額でございます。県道へ

入った、支線へ入りまして、予期せぬ埋設物があったということでございます。 
 次に議案第７２号 下部下水道工事２０－４工区（真空ステーション機械・電気設備工事）

工事請負契約の一部変更について、ご説明をいたします。 
 ７２号の関係資料、次のページだと思いますが、見ていただきたいと思います。すでに議会

の議決を経た内容としましては、平成２０年の９月８日にご議決をいただきました。契約の金

額は６，７７２万５千円でございまして、契約の相手方は東京都中央区八丁堀３丁目１０番地

５号、株式会社ＩＮＡＸ 首都圏統括支社長 秋山泉でございます。 
 これにつきまして、増額をする金額１１１万３千円でございます。変更後の金額といたしま

して、６，８８３万８千円になります。 
 理由といたしましては、工事予定地に想定困難であった既設電線が埋設されていたため、電

線管切り回しによる増工の結果の増額でございます。温泉橋をわたって、リバーサイド駐車場
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の中に設置いたしました真空ステーションでございます。 
 続きまして、議案第７３号 身延町下水道工事２０－２工区工事請負契約の一部変更につい

てでございます。 
 関係資料をお願いいたします。 
 すでに議会の議決を経た内容といたしましては、平成２０年１０月６日にご議決をいただき

ましたが、契約の金額が５，３１３万円。契約の相手方として、身延町波木井１３５、近藤工

業株式会社 代表取締役 近藤憲央。 
 変更する内容といたしましては、１，４４７万６，３５０円の増額でございます。変更後の

契約金額につきましては、６，７６０万６，３５０円になります。 
 町道西谷線、山門から身延山ロープウエイに行く途中の、なだらかな上りの道路でございま

すけども、観光バス等、大型車両の通行に支障がないよう、下水道管の埋設位置を変更したた

めに、既設上水道管の撤去および再埋設が生じたことによる増工と、身延山久遠寺の遊歩道新

設工事および斜行エレベーター設置工事と工期等が重複したことにより、作業を夜間に変更し

たために生じた増工の結果の増額でございます。 
 以上、詳細説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 次に議案第６３号について、町民課長。 

〇町民課長（秋山和子君） 
 それでは議案第６３号について、詳細説明をさせていただきます。 
 議案第６３号 平成２１年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）の詳細説明に

ついては、今回の補正につきましては、４月１日付けの人事異動に伴う人件費の増額と高額医

療費の共同事業交付金の増額に伴う、財源組み替えが主となっております。 
 それでは、６ページをお願いいたします。 
 歳入ですが、４款国庫支出金、国庫負担金、３目高額医療費共同事業負担金、１節高額医療

費共同事業負担金、補正額は６０５万１千円の増額となります。これについては、高額医療費

の共同事業の負担金となっております。 
 ７款県支出金、県負担金、１目高額医療費共同事業負担金、１節高額医療費共同事業負担金、

補正額は６０５万１千円。これについても増額するものです。これもやはり、高額医療費の共

同事業負担金となっております。 
 ８款共同事業交付金、１項共同事業交付金、１目特定健康審査等負担金、１節高額医療費共

同事業交付金、補正額は２，３３１万７千円を増額するもので、これは高額医療費共同事業交

付金、２目保険財政共同安定化事業交付金、１節保険財政共同安定化事業交付金、補正額２，

７７５万６千円増額するものです。 
 次に１１款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金、３節職員給与費等繰入金、補

正額は１０７万６千円増額するもので、これについては一般会計よりの職員給与費等の繰入金

となっております。 
 ７ページをご覧ください。 
 ２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、１節財政調整基金繰入金、補正額は２，２１２万

５千円の減額となっております。 
 ８ページをお開きください。歳出となります。 
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 １款総務費、１項総務管理費、一般管理費、２節の給与から４節の共済費については、職員

人事の異動に伴うものですので、省略をさせていただきます。 
 ２款保険給付費、２項高額療養費、１目一般保険者高額療養費、１９節負担金補助及び交付

金については、財源組み替えとなっております。 
 ７款共同事業拠出金、１項共同事業拠出金、１目高額医療費共同事業医療費拠出金、ならび

に２目の保険財政共同安定化事業拠出金、合わせて４，１０５万円についても増額するもので、

これも全部、財源組み替えの関係になりますので、よろしくお願いいたします。 
 ９ページをご覧ください。 
 １１款予備費、１項予備費、１目予備費、これについても財源組み替えとなっておりますの

で、よろしくお願いいたします。 
 以上で、詳細説明を終了させていただきます。ありがとうございました。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 次に議案第６７号について、水道課長。 

〇水道課長（千頭和勝彦君） 
 それでは議案第６７号 平成２１年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）の詳

細説明をいたします。 
 歳入歳出それぞれ３０８万９千円について、説明いたします。 
 ６ページをお開きください。 
 まず歳入でございますが、５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目簡易水道総務費繰入金で

すが、１６６万７千円の減額をするものであります。これにつきましては、身延町職員給与条

例の一部改正に伴いまして、本年６月支給の期末手当および勤勉手当の暫定的な減額による人

件費充当分の補正です。 
 ５款１項２目身延簡易水道一般会計繰入金ですが、１５７万１千円の増額するものでありま

す。これにつきましては、身延簡易水道元町配水池取り壊し工事充当分の補正であります。 
 ５款１項３目下部簡易水道一般会計繰入金ですが、１万６千円を減額するものでございます。

これにつきましては、下部簡易水道量水器取り替え工事充当分の財源組み替えの補正でありま

す。 
 ５款１項４目中富簡易水道一般会計繰入金でありますが、３０２万１千円の増額するもので

あります。これにつきましては、４月の職員人事異動に伴います給与費等の人件費充当分の補

正であります。 
 次に７ページをお願いいたします。 
 歳出でありますが、１款水道維持費、１項身延簡易水道管理費、１目簡易水道管理費ですが、

３節から４節まで省略させていただきまして、１５節の工事請負費ですが、身延元町地区に所

在する配水池が老朽化しており、施設の更新を行ったため不要となったので、取り壊し工事を

行うものであります。 
 ２項下部簡易水道管理費、１目簡易水道管理費ですが、財源組み替えであります。 
 ３項中富簡易水道管理費、１目簡易水道管理費３０２万１千円の増額補正ですが、４月の職

員人事異動に伴うものでございます。 
 ２款水道事業費、１項簡易水道総務費、１目一般管理費については人件費等でございますの

で、省略とさせていただきます。 
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 以上、身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）の詳細説明とさせていただきます。

よろしくお願いいたします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 次に請願第２号について、紹介議員であります近藤康次君より趣旨説明を求めます。 
 近藤康次君。 

〇１６番議員（近藤康次君） 
 では請願について、申し上げます。 
 教育予算を拡充し、教育の機会均等および水準の維持向上を図るための請願書 
 住所等については、省略いたします。 

請願人 
身延町ＰＴＡ協議会       会長 深沢武人 
身延町公立小中学校長会     代表 深沢良人 
身延町公立小中学校教頭会    代表 保坂 至 
山梨県教職員組合峡南支部中部班 班長 内田 浩 

紹介議員  日向英明 
 〃    近藤康次 

 身延町議会議長 穂坂英勝殿 
 以下、請願理由を申し上げます。 
 （請願事項） 
 請願趣旨 
 １．義務教育の根幹である、教育の機会均等・水準確保・無償制の維持に不可欠な義務教育

費国庫負担制度を堅持すること。 
 １．教育条件の格差解消を図るため、地方交付税を含む国における教育予算を拡充すること。 
 １．きめ細かな教育を一層推進するために、少人数教育の実現を中心とする教職員定数の改

善を図ること。 
 請願理由でございます。 
 子どもたちに豊かな教育を保障することは、社会の基盤づくりにとって極めて重要なことで

す。しかしながら、義務教育費国庫負担金の国負担の割合が２分の１から３分の１に縮小され

たことや地方交付税の削減の影響、厳しい地方財政の状況などから、自治体において教育予算

を確保することは、困難となっています。 
 地方財政が逼迫している中、少人数教育の推進、学校施設、旅費・教材費、就学援助・奨学

金制度など、教育条件の自治体間格差が広がってきています。また「子どもと向き合う時間の

確保」のための施策と、文科省による「勤務実態調査」で改めて明らかになった、極めて厳し

い教職員の勤務実態の改善が喫緊の課題となっています。さらに、就学援助受給者の増大に現

われているように、低所得者層の拡大・固定化が進んでおり、家庭の所得の違いが教育格差に

つながってきています。自治体の財政力や保護者の所得の違いによって、子どもたちが受ける

「教育水準」に格差があってはなりません。 
 一方、学校現場ではいじめ・不登校などへの対応、きめ細かな学習指導の展開、生徒指導の

充実、障害のある児童・生徒への支援、学校内外の安全対策、保護者・地域住民との連携など

の推進が必要となっており、教職員定数増を中心とした教育予算の一層の拡充が求められてい
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ます。しかし、ＯＥＣＤ調査では、日本の教育予算はＧＤＰ費に占める教育費の割合や教職員

数などで、ＯＥＣＤ諸国の中でも低い水準にあると指摘されています。教育は未来への先行投

資であり、子どもたちがどこに生まれ育ったとしても、等しく良質な教育が受けられるために、

教育予算を国全体として、しっかりと確保・充実させる必要があります。２００９年度の予算

措置では、１千人の教職員定数の改善に留まりました。また本年４月より、小中学校の新学習

指導要領の移行措置が始まりました。授業時間数に加え、指導内容が質量ともに増えての先行

実施となっています。学校現場で、新学習指導要領を円滑に実施するためには、教職員定数の

改善や教材費の確保など、教育予算の拡充が不可欠です。 
 本県では「個性を生かし、未来を拓く、たくましく心豊かな人づくり」を県政の基本に据え、

少人数教育の推進など、学校教育の充実を図る施策を積極的に展開していただいています。今

後も本県の財政状況に左右されず、「やまなし教育」が一層、充実・発展することを切望いたし

ます。 
 ぜひとも身延町議会として、右にある請願事項をご決議いただき、義務教育費国庫負担制度

が堅持されるとともに、国による教育予算の拡充と教職員定数の改善が図られるよう、関係大

臣に地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出していただくよう請願いたします。 
 提出先 
 文部科学大臣 
 財 務 大 臣 
 総 務 大 臣 
 以上であります。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 次に発議第１号について、提出議員であります望月広喜君より趣旨説明を求めます。 
 望月広喜君。 

〇１０番議員（望月広喜君） 
 発議第１号 
 平成２１年６月１５日 
 身延町議会議長 穂坂英勝殿 

提出者 
身延町議会議員 望月広喜 

賛成者 
身延町議会議員 福与三郎 
   〃    望月 明 
   〃    芦澤健拓 
   〃    松木慶光 
   〃    石部典生 

 「地震防災対策強化地域における地震対策緊急整備事業に係る国の財政上の特別措置に関係

する法律」の延長に関する意見書の提出について 
 上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第１１２条および身延町議会会議規則第１４条の

２項の規定により、提出します。 
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 提案理由 
 地震対策緊急整備事業計画の根拠である「地震防災対策強化地域における地震対策緊急整備

事業に係る国の財政上の特別措置に関係する法律」の延長について、特段の配慮をされるよう

要望するため提出する。 
 「地震防災対策強化地域における地震対策緊急整備事業に係る国の財政上の特別措置に関係

する法律」の延長に関する意見書（案） 
 予想される東海地震に備えて、地震防災対策強化地域の関係地方公共団体は、地震対策緊急

整備事業計画に基づき、各般にわたる地震対策を鋭意講じているところである。 
 この計画は、平成２１年度末で期限切れを迎えるが、限られた期間内に緊急に整備すべき必

要最小限の事業をもって策定されていることから、今後実施すべき事業が数多く残されている。 
 また、近年の地震災害に伴う教訓、社会環境の変化、地震防災対策強化地域の拡大および中

央防災会議における東海地震対策大綱の決定などに伴い、公共施設の耐震化、各種防災資機材

整備等をより一層推進する必要が生じている。 
 したがって、東海地震による災害から地域住民の生命と財産の安全を確保するためには、地

震対策緊急整備計画の充実と期間の延長を図り、これらの事業を迅速かつ的確に実施すること

により、地震対策の一層の充実に努めていかなければならない。 
 よって、国においては、地震対策緊急整備事業計画の根拠である「地震防災対策強化地域に

おける地震対策緊急整備事業に係る国の財政上の特別措置に関係する法律」の延長について、

特段の配慮をされるよう強く要望する。 
 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。 
 平成２１年６月１５日 

身延町議会議長 穂坂英勝 
 意見書の提出先 
 衆 議 院 議 長 
 参 議 院 議 長 
 内 閣 総 理 大 臣 
 総 務 大 臣 
 財 務 大 臣 
 文 部 科 学 大 臣 
 厚 生 労 働 大 臣 
 農 林 水 産 大 臣 
 国 土 交 通 大 臣 
 内閣府特例担当大臣 
 消 防 庁 長 官 
 林 野 庁 長 官 
 以上でございます。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 以上で、提出議案の説明は終了いたしました。 
 議事の途中でありますが、ここで昼食のため、暫時休憩といたします。 
 再開は、午後１時といたします。 
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休憩  午前１１時４５分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午後 １時００分 
〇議長（穂坂英勝君） 

 休憩前に引き続き、再開いたします。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第７ 提出議案に対する質疑を行います。 

 なお、議案の表題は議案番号のみに省略させていただきます。 
 議案第６０号について、質疑を行います。 
 質疑はございませんか。 
 渡辺君。 

〇１２番議員（渡辺文子君） 
 この介護保険条例改正の内容なんですけれども、金額の端数処理の間違いということで、こ

の条例が出ています。こういう間違いというのは、私、あってはいけない問題ではないかなと

いうふうに思っています。条例を出すときにはきちっと、それなりに検討して出すのが普通だ

し、ましてこれ、値上げの条例でしたよね。そういう意味では、チェック機能はどうなってい

たのか。どうして、こういう間違いが起こったのかということで質問をしますけども、よろし

くお願いします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 総務課長。 
〇総務課長（広島法明君） 

 議案第６０号の裏にありますように、この改正する条例は、平成２１年３月２４日、２１年

第１回定例会に上程した議案の改正ということで、そのときの上程責任者というか、担当課の

課長として説明をし、お詫びを申し上げたいと思います。 
 この条例作成時には、６月９日の議員全員協議会でも説明しましたけども、本当に単純ミス

でした。こういった冊子が全戸に配布してありますけども、これの第４段階ですけど、この基

準額の見方を年額と月額を間違えたというミスです。それと、この条例をつくった段階では、

年額計算での端数処理をしましたけど、その後、こういった冊子、県への提出、住民への通知

等の際には月の基準額ということで、正式な金額で、すべてこの冊子についても３万９，

９６０円ということで直ってあります。 
 本当に申し訳ありませんでしたけど、一番肝心な条例だけがミスをしてしまったということ

で、誠に申し訳ありません。次からは、このようなことがないように、チェックのほうをしっ

かりしたいと思います。誠に申し訳ありませんでした。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 ほかにございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑を終結いたします。 
 議案第６１号について、質疑を行います。 
 質疑はございませんか。 
 松木君。 
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〇１５番議員（松木慶光君） 
 それでは６１号について、１件だけ質問させていただきます。 
 ２０年度の施設使用、ならびに管理運営状況等の説明をお願いしたいと思います。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 観光課長。 

〇観光課長（熊谷文彦君） 
 お答えします。 
 ２０年度の利用状況ですが、７月、８月、合わせて２４９人の利用がございました。昨年ま

では、大体７月から９月くらいのキャンプで利用するということで、今までやっておりました

が、今年度からはもうちょっと期間を長めて、長い期間を皆さんにご利用していただくという

ことで、今年は予定をして、ちょっと利用者もだいぶ増えてくると思います。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 ほかにございますか。 
 芦澤君。 

〇５番議員（芦澤健拓君） 
 チェックインの時間なんですが、普通、キャンプというと朝から行く人が多いんではないか

と思うんですけど、この手続きが午後１時からということで、その中に入ることは別に構わな

いんですか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 観光課長。 
〇観光課長（熊谷文彦君） 

 その施設と、ちょっとまた相談をする中で、一応、決めはあるんですけど、やっぱりキャン

プというと午前中から入る団体もありますので、なるべく利用する方に利用しやすいように検

討したいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 望月秀哉君。 
〇３番議員（望月秀哉君） 

 今のことですけど、テントサイトのことですけどね、さっき区画を言って、ここに条件があ

りますけども、この場合、子どもが行った場合はどうなるか。それから、もう１つ。テントは

貸し出しが受けられるのか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 観光課長。 
〇観光課長（熊谷文彦君） 

 原則は、テントは持ち込みという形になります。そしてテントサイト、区間のご利用だけと

いうことで、先ほど説明をいたしましたが、Ａタイプ、Ｂタイプ、ちょっと広めのところもあ

るということで、その中でそこにテントを張ってもらう、持ち込みをしてもらうということで

す。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 望月秀哉君。 
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〇３番議員（望月秀哉君） 
 では、テントの貸し出しはないということですね。そこへ例えば、実際は分からないですけ

ども、５メートルの８メートルでは、かなり広いと思うんですけど、車か、あるいは単車で行っ

て、そこに置いて、自分のテントを張っているという場合、その場合、駐車料はどうなるんで

すか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 観光課長。 
〇観光課長（熊谷文彦君） 

 テントサイトの、先ほどのＡタイプ、５メートル掛ける８メートルということで、ここには

一応、駐車場１台分のスペースがあります。そして５メートル、５メートルのＢタイプについ

ては、駐車場というのがありませんので、下の駐車料金のほうでお払いしてもらうということ

になっています。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 ほかにございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑を終結いたします。 
 議案第６２号について、質疑を行います。 
 質疑はございませんか。 
 松木君。 

〇１５番議員（松木慶光君） 
 ６２号、一般会計補正予算について、４件ほどお願いいたします。 
 まず１点につきましてですが、１４ページ、下部支所費の給料についてなんですが、当初２，

９９２万円、予算を計上されまして、今回８８８万１千円ということで、合計３，８８０万１千

円になるわけなんですが、一般職員の数は何人が対象になっているのか。１件。 
 次に２番目としまして、農業振興費の１９負担金につきまして、４，１９８万円計上されて

いるわけなんですが、この事業は新しい事業のようですが、これは宮木農業振興組合とＪＡふ

じかわへの負担金ということで説明がありました。しかし事業の内容は、どのような事業をし

ているのか、その説明をお願いしたい。これが２件目でございます。 
 ３点目でございますが、２５ページ。社会教育総務費の２８の繰出金でございますが、当初、

青少年自然の里特別会計繰出金が９８５万７千円であったところの、今回の補正が５１４万

４千円という大きな補正があるわけなんですが、当初から３カ月しか経たないのに、大きな補

正がなされたということ、その理由を説明願いたい。 
 次に、これは参考的な問題になりますが、３０ページでございますが、給与費明細費の関連

につきまして、ちょっとお伺いいたします。 
 今回、補正後の一般職員が１９３人とありますが、この一般職員の全体のラスパイレス指数

はどのくらいになるのか、お答え願います。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 ４点の質問がございました。順次、担当から答弁をお願いします。 
 総務課長。 
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〇総務課長（広島法明君） 
 １４ページの、８項１目の下部支所費の給料の件ですね。この増額につきましては、今まで

広聴広報というか、ＳＣＴの関係で総務課に配属をされていた職員が２人、下部支所に異動し

たことに伴う増額です。もとは、９人です。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 ２点目。 
 産業課、笠井リーダー。 

〇産業課リーダー（笠井喜孝君） 
 １９ページになります。 
 農林水産業費の農業振興費の関係でありますが、まず１件目の宮木地区の宮木農業振興組合

への事業の補助金につきましては、総事業費が２３万９，７００円。県費が半分です。それか

ら残りの４分の１ずつを、町と、それから宮木の農業振興組合で負担をします。 
 事業の内容につきましては、先ほど財政課長のほうから説明がありましたが、大豆の手押し

式の播種機、これを３台購入します。それからキャリー動噴ということで、その動噴機を１台、

購入をいたします。その費用であります。 
 それから、もう１件。ふじかわ農業協同組合への補助につきましては、大豆保管庫、ならび

に、その作業をする作業棟の建設費用の補助であります。総事業費は５６２万８千円。やはり、

補助は県費が２分の１。残りが、町とふじかわ農業協同組合です。ただ、端数が出ますが、そ

の端数は法人、ならびに会社等の組織につきましては、消費税は除くということで補助の基準

の中に定められています。そのようなことから、ちょっと端数が出ますが、補助率は先ほど言っ

たようなとおりです。 
 内容につきましては、大豆を保管するのに倉庫ということと、あと大豆等の選別等につきま

して、作業を行うスペースを半分と、そういう作業兼倉庫の建設の補助であります。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 ３点目。生涯学習課長。 
〇生涯学習課長（佐野正美君） 

 ２５ページの、２８節の繰出金の関係です。青少年自然の里特別会計の繰出金ですけども、

これは職員が１人でございますけども、前年度は主任クラス、今年度については主幹クラスの

職員が配置されたためのものでございます。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 ４点目。総務課長。 

〇総務課長（広島法明君） 
 ラスパイレス指数につきましては、申し訳ありませんけど、この場で明確な資料を持ってい

ませんので、のちほど報告させていただきます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 松木君。 
〇１５番議員（松木慶光君） 

 今の社会教育総務費の繰出金が職員１人ということなんですが、当初の繰出金が９８５万

７千円ですよね。今回が５１４万４千円ということで、１，５００万１千円という大きな繰出
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金になっているわけなんですが、ですから当初から３カ月しか経っていないので、どうして、

このような大きな繰出金が出たのか、その理由をお願いしたい。職員１人だけの問題ではない

と思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 生涯学習課長。 
〇生涯学習課長（佐野正美君） 

 当初、主任クラスということで、今度は主幹クラス、もう１点ですけど、自然の里の特別会

計については、消費税を取るべきだという、鰍沢税務署の指摘がございまして、その消費税の

部分についての過年度分の消費税を今回、計上させていただいております。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 松木君。 
〇１５番議員（松木慶光君） 

 過年度の消費税を今回というけど、やはり補正予算、予算を出すにはどのくらいかという、

金額が出てこようと思うんですよね。そして職員についても、どのくらいの金額のために、こ

れだけのものが出てきたと、補正を出したということになろうと思うんですが、内容的には全

然分からないですよね。ただ、大きな金が、繰出金がただ、５１４万４千円というだけですの

で、その点は、内容はどんなものでしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 生涯学習課長。 
〇生涯学習課長（佐野正美君） 

 ちょっと、暫時休憩をお願いします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 暫時休憩の理由は。 
〇生涯学習課長（佐野正美君） 

 ちょっと、確認しますので。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 では、確認した上で、あとから答弁してください。 
 ほかにございますか。 
 望月秀哉君。 

〇３番議員（望月秀哉君） 
 １６ページと１７ページにかけての児童福祉費のことで、ちょっとお伺いします。 
 １６ページの１１節の需用費４４万４千円、修繕費ですね。それから、その次の１７ページ

の町営の１３節委託料７万９千円。まず、この需用費の４４万４千円というのは、先ほども話

が出ていますけども、５月、６月、まだ３月経っていないですけども、この４４万４千円とい

う修繕費がぱっと出てくるのは、ちょっと。そのへんのことを具体的にお伺いしたいのと、も

う１つは、その下の委託料の７万９千円ですけど、害虫駆除委託とあります。害虫の駆除とい

うのは、どういうような内容なのか。あるいは、この１１節と１３節は関連がするのか、その

へんをご説明いただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 子育て支援課長。 
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〇子育て支援課長（稲葉義仁君） 
 ただいまの質問にお答えいたします。 
 先ほども財政課長からお話がありましたが、この修繕費４４万４千円につきましては、久那

土保育所の水道管漏水のための修繕費であります。先ほどもおっしゃられましたけれども、ま

だ４月、５月、６月、３カ月でございます。この漏水が分かったのは４月ということで、今回

の補正にもってきたわけでございます。 
 なお、漏水個所につきましては、調理室隣の中央トイレでございます。 
 次の質問であります委託料７万９千円でありますが、やはり同じく久那土保育所であります

が、この害虫駆除といいますのは、ゴキブリということでございます。これが厨房内におけま

す配水管付近で大量にゴキブリが発見されたため、今後、夏にかかる中、園児の安全にかかる

問題として、今回、委託料を計上をさせていただきました。年５回の薬剤による駆除でござい

ます。 
 以上でございます。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 望月秀哉君。 

〇３番議員（望月秀哉君） 
 今の説明の中で、水道の漏水だと。それからゴキブリだと。これもやっぱり関連していると

思うんですよ。普段はどういう管理というか、点検をしたんですかね。課長は、まだなって間

もないから分からないかもしれないけど、やっぱり、こんなずさんなやり方をしていると、話

にならないと思うんだけど、それは別に質問ではありません。そういうことで、ぜひひとつ、

これから気をつけていっていただきたいと、お願いします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 質問ではないですね。 
 （はい。の声） 
 ほかにございますか。 
 日向英明君。 

〇９番議員（日向英明君） 
 それでは１８ページについて、２点ほど質問します。 
 まず１点目ですけど、予防費のうちの中の１９節負担金補助及び交付金ですけど、そこに、

先ほど説明を受けたわけですけど、飯富病院起債償還負担金、これは平たく言えば高いときに

借りたお金を、今、先々のことを考えて返していくということの中で、利息分が５２６万円と

いうことが、得をするという言い方はどうか分かりませんけど、そんなような目的のために、

そこに計上してあると思うんですけど、私の聞きたいのは償還金が、飯富の起債が、要するに

どのくらいあるか。あるいはまた、こういうようなことの中で、償還分を、ある部分、何回も

考えているか。それが第１点と、それからその下の簡易水道運営費、補助金、あるいはその負

担金が２０７万２千円でしょうか、波高島と矢細工、こういうような小規模な簡易水道事業で

運営している集落というんですか、その個所数がどのくらいになるか。また、そういうような

運営状況が、その集落では当然、どういうふうな運営をするために、こういうふうな負担金が

生じているのか。その２点について、答弁を求めます。 
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〇議長（穂坂英勝君） 
 １点目について、財政課長。 

〇財政課長（笠井一雄君） 
 ただいまのご質問にお答えいたします。 
 公的資金補償免除繰上償還にかかる部分でございますが、国で財政健全化措置の１つに基づ

きまして、６％以上のものについて、本来は起債、大蔵省の部分ですので、繰上償還ができな

い部分ですが、おととし、去年、今年、それぞれ該当して許可が得られた部分については、お

返しができることになりました。そして町も平成１９年に７％、去年の２０年に６％以上の部

分を国の許可を得て、お返しをしたところでございます。 
 今回、飯富病院では建物を建設する昭和５５年、５６年の起債、７％を超えた部分のみを国

が許可してくれたということで、これについては今回限りと考えております。 
 当然、償還をすれば、町の利子分は得をするということになります。すべて返したいですが、

これは国の財政措置ということですので、国で許可をいただけなければ返せられないものです

ので、今回限りでございますので、よろしくお願いいたします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 ２点目、水道課長。 
〇水道課長（千頭和勝彦君） 

 ３項の簡易水道運営費、１目の簡易水道運営費で、１９節の負担金補助及び交付金ですが、

これは身延町小規模簡易水道事業補助金交付金規定に基づいて、補助金を交付しております。

先ほど、財政課長のほうから説明がありましたけど、波高島の簡易水道組合に送水管の敷設替

え工事が生じたために・・・小規模水道組合の個所数という、これにつきましては、のちほど

ご説明させていただくということで、よろしいでしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 調査していないということですか。 
〇水道課長（千頭和勝彦君） 

 ちょっと、手元に資料がありませんので。よろしくお願いします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 日向君、よろしいでしょうか。 
 日向君。 

〇９番議員（日向英明君） 
 １点目のことについて、うちの財政課長が、いわゆる時限立法のようで、今年限りというこ

とであれば、次年度はないわけです。それでちょっと、財政課長が答弁できる範囲かどうかと

いうのは分かりかねるんですけど、飯富病院の病院全体の起債がもし分かれば、答弁していた

だきたいのと、それから今、水道課長が言われたとおり、そのへんは小規模簡易水道の補助金

対象集落、あるいは個所数が分からないとか、当然、議会に臨む以上、そのようなことは、こ

こに載っているわけですから、議員から、あらかじめ質問があるではないかというような準備

はされておくべきだと、私は思います。 
 以上、その２点について、答弁を求めます。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 財政課長。 
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〇財政課長（笠井一雄君） 
 起債の残額でございますけども、現在、起債を借り入れた部分が１１億１３２万円。今回、

繰上償還をした以外で残ってございます。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 ２点目、水道課長。 

〇水道課長（千頭和勝彦君） 
 大変、資料不足ということで失礼いたしました。今後、気をつけてまいりたいと思いますの

で、よろしくお願いします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 ほかにございますか。 
 芦澤健拓君。 

〇５番議員（芦澤健拓君） 
 １２ページ、財産管理費の工事請負費、町有地造成工事の件ですけども、波高島の保育所跡

地を造成したということですけども、これは何平方メートルあって、この利用者はもう決まっ

ているのか。あるいは今、募集中なのか、この点について、お伺いします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 建設課長。 
〇建設課長（柴原信一君） 

 お答えいたします。 
 この造成に関しましては、中部横断自動車道にかかるものです。現在４５％、用地は取得し

てございます。これに伴いまして、どうしても身延町内で７軒の方が、住宅がかかるというこ

とで、移転を余儀なくされております。特に波高島地内では、３軒の方が移転というふうになっ

ています。１人の方は、お決まりになりました。あと、２人の方の屋敷を探しているわけです

けども、この宅地造成につきましては、この２人の方がどうしても、うちの町有地、ちょうど、

その近くに住んでおられますから、波高島の保育園が空いているではないかということで、相

談を受けました。庁舎内で関係課とも相談をさせていただきまして、いいだろうと。普通財産

ですからということで、今現在、８９８平方メートルございます。そこに２つの区画を造成し

ます。なお、そこにも入れるような進入路も付けて、処理をしていきたいというふうに考えて

おります。 
 なお、先ほども財政課長が申し上げましたように、適正な価格で売却をして、歳入のほうに

入れたいと思っています。 
 以上であります。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 芦澤君。 

〇５番議員（芦澤健拓君） 
 今の件は分かりました。 
 同じページの企画費のコミュニティ事業助成金３６０万円で、橘町区と市之瀬区に関して、

先ほど財政課長からご説明があったようですけど、ちょっと聞き取れなかったものですから、

もう一度、ここで説明していただけますか。 
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〇議長（穂坂英勝君） 
 政策室長。 

〇政策室長（赤池義明君） 
 企画費のコミュニティ事業の助成金でございますが、財政課長のほうから詳細の中でおっ

しゃいましたが、もう少し細かく、話をさせていただきます。 
 まず、コミュニティの助成事業の橘町区につきましては、お神楽の用具ということで、獅子

頭と桶胴太鼓、それから和太鼓、当たり鉦、神楽鈴というふうなものを購入したいというふう

な要望があがりました。 
 それから市之瀬区につきましては、祭りの衣装および用具等でございまして、半てん、腹掛

け、股引き、帯、足袋、これを大人が５０、子どもが３０ということで、それプラス長太鼓と

いうものが１つということで、合わせて１４０万円ということで、今回、計画されております。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 芦澤君。 
〇５番議員（芦澤健拓君） 

 用途は分かりましたけども、これは補助金ということですが、補助金を与えるという、その

ための根拠というか、理由についてお聞きします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 政策室長。 
〇政策室長（赤池義明君） 

 これにつきましては、財産法人 自治総合センターのほうで実施要綱がつくられておりまし

て、その中の該当する事業というふうな中にあります。一般コミュニティ助成事業というのが

ありまして、その一般コミュニティの助成事業というものの対象になっているというものでご

ざいます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 芦澤君。 
〇５番議員（芦澤健拓君） 

 ということは、こちらで決めたわけではなくて、その一般コミュニティなんとか、助成事業

のほうで、あらかじめ、こういうものを集めておいて、財団法人のほうで決めたということで

すか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 政策室長。 
〇政策室長（赤池義明君） 

 地元のほうから、私どものほうに助成事業みたいなものがないでしょうかということで、問

い合わせがまいります。その問い合わせに基づきまして、申請をしていただいて、その申請書

を自治総合センターのほうと打ち合わせをしながら、そちらのほうにあげていくと。今回、決

定になりましたので、今回、町の補助金に載せさせていただいたというふうな状況でございま

す。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 ほかにございませんか。 
 笠井君。 
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〇１７番議員（笠井万氾君） 
 それでは議案第６２号について、２点、質問させていただきます。 
 まず１点目としては、今、コミュニティの話があったわけでありますけども、これは１００％、

投資なんですよね。例えば、町では一銭もいらないわけですね。そういう事業なもので、コミュ

ニティ事業というものを町民に知らしめることが必要だと思うんです。こういう事業がありま

すよ、例えば町のお神輿をつくるには、こういう事業がありますよということがありまして、

いくらまでは県から金がきますよという部分の中で、町民に知らしめていただければ幸いだな

ということが１点です。これは希望です。 
 ２点目として、予防費の中で３５万４千円、１８ページですけれども、マスクと体温計、新

型インフルエンザに備えたということでありますけども、改めて、その説明を求めます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 福祉保健課長。 
〇福祉保健課長（赤坂次男君） 

 お答えします。 
 消耗品費の３５万４千円の内訳ですけども、マスクを５千枚、それから体温計を２０個、そ

れから速乾性の消毒剤を５００ミリリットル入りなんですけども、これを１００個購入する予

定であります。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 笠井君。 
〇１７番議員（笠井万氾君） 

 そこで、今、新型インフルエンザの問題が大きな問題になっているわけでありますけども、

当町として、町にインフルエンザがきたときに、どのような対応で、どう対応していくのか、

説明を求めます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 総務課長。 
〇総務課長（広島法明君） 

 町長の報告にもありましたけど、町でも新型インフルエンザ対策本部をつくりまして、町長

を本部長、副本部長を教育長、総務課長、福祉保健課長ということで、厚生労働省、県の指導

のもとに必要以上恐れないで、正しく恐れて、それなりの対応ということで、ここ県内でも発

症者が出ていますけど、順次、実行計画を今、詰めている段階です。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 笠井君。 

〇１７番議員（笠井万氾君） 
 １点だけ。飯富病院との関係は、どうなるんですか。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 総務課長。 

〇総務課長（広島法明君） 
 飯富病院は、まずマスコミ等でご存じだと思いますけど、新型インフルエンザではないかと

いう人は発熱センター、ここでは峡南保健所ですけど、そこに電話をして、話によっては協力
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病院ということで飯富病院のほうに連絡しまして、ご存じのように一般患者とは離れたような

状態で対応ということで、協力病院には指定をされております。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 石部典生君。 

〇１８番議員（石部典生君） 
 ２０ページの林業土木費、林道栃代釜額線の崩落土の除去工事ということで出ているわけで

すが、たしか、この林道は県の方針で、途中で開通前に中止になってしまったという経過があ

りますが、どこが崩落して、今後どんなふうに、見通しがあるのかどうか。その点をお尋ねし

ます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 産業課、笠井リーダー。 
〇産業課リーダー（笠井喜孝君） 

 大変、申し訳ありませんが、詳細については担当が違います。分かる部分だけをお答えさせ

ていただきます。 
 まず、今回の工事請負費の４００万円の計上でありますが、今、言われた栃代釜額線崩落土

除去、これは早急に崩落土を除去するということで、崩落の延長が３０メートル、ボリューム

数で１千立方メートルほどの土砂を運び出すということで、仮通行ができるような方策をとる

と。それから、もう１路線、三石山線ですが、こちらのほうが崩落延長が４０メートルの、ボ

リューム数が１，５００立方メートルという崩落土です。この２つの工事の工事請負というこ

とで、４００万円を計上させていただきました。 
 あとご質問の林道の今後につきましては、大変、申し訳ありませんが、私、担当外というこ

とで、資料も今、持ち合わせていませんので、あとで調べさせていただきまして、お答えをし

ます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 石部君、よろしいですか。 
 （はい。の声） 
 芦澤健拓君。 

〇５番議員（芦澤健拓君） 
 ２３ページから２４ページまでにありますけども、県の委託事業で３事業、ここに掲載され

ているようですけども、これの内容をもうちょっと細かくというか、詳しく教えていただけま

すか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（近藤正国君） 

 それでは、２３ページの小学校費の下部小学校管理費について、ご説明させていただきたい

と思います。 
 これにつきましては、現在、各学校におきまして、学校教育法に基づく学校評価、こういっ

た事業を実施しているわけでございます。これにつきましては昨年度、法律改正がございまし

て、まだ始まって１年経過したという状況の中で、なかなか、その定着が図れていないという
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ふうな部分がございます。学校評価というのは、教師が学校運営、あるいは学校経営について

自己評価をしまして、それを学校経営、学校運営の向上に結び付けていこうという考え方の中

で実施しているものでございます。 
 自己評価の方法といたしましては、学校運営の基本的な目標であるとか、そういった部分を

具体的に立てまして、それがその年度で、どの程度、達成できたのかという部分を評価します。

その過程におきまして、児童からのアンケート、あるいは保護者からのアンケート等をとるわ

けでございますけども、それらをふまえて、教師自身がどの程度、そうした学校、立てた目標

ですね、そういったものを実現できたのか、そこを評価していくということでございます。 
 この評価結果について、保護者に情報開示をいたしまして、保護者の中におきましても、学

校経営の実態とか運営の実態、これらを把握する中で、いろんな意見をいただいて、それを学

校経営の改善に向けて取り組んでいくというような考え方でございます。 
 先ほど申し上げましたように、まだ始めたばかりで、なかなか具体的な手法が確立されてい

ないというようなところもございまして、これについて研究課題として、国の委託事業の中で、

下部小学校につきましては、この事業に取り組んでいただきたいということで、そうした課題

が与えられた事業を実施していくということでございます。 
 それから次の２４ページの原小学校教育振興費でございますけども、これにつきましては、

自然の中での長期宿泊体験事業ということでございます。これにつきましては、農山漁村に宿

泊して、普段の生活とは異なる環境、あるいは人間関係の中に身を置きまして、さまざまな実

体験を行うと。こういった中で、児童の成長を図っていこうと、こういった考え方でございま

す。これにつきましての期待される教育的な効果といたしましては、学ぶ意欲であるとか自立

心、これが育まれる。あるいは食の大切さを学べる、あるいは心豊かな人間性、社会性などが

育まれると、そういった部分の効果が期待されるわけでございます。具体的には、海と山へ宿

泊を伴って出かけていきまして、そういった体験を積んでいただく。静岡と長野、それぞれ出

かけるという予定にしております。 
 それから身延小学校教育振興費の関係でございますけども、やってみよう外国語活動推進事

業ということでございます。語学につきましては、やはり小学生のうちから、こういった環境

に慣れさせると。よく語学につきましては、習うより慣れろというような言葉も聞くわけでご

ざいますけども、やはり、こういう児童、小学生段階からネイティブな語学、これに触れてい

ただきまして、外国語に慣れ親しませることによって、言語や文化について体験的に理解を深

める、そういった必要があるだろうということでございます。コミュニケーション能力の下地

を養うと、こういったことを目的といたしまして、国から県を通じて町が委託を受けて実施す

る事業ということでございます。 
 雑駁でございますけども、説明させていただきました。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 芦澤健拓君。 

〇５番議員（芦澤健拓君） 
 今、下部小学校の学校評価、情報充実改善等の実践研究事業ということで、これはなんか、

私の子どもが下部中学校に行っているときに、こんなふうなことがあったような気がするんで

すけど、これは下部小学校だけではなくて、全校で本来はやるべきところを、モデル的に下部

小学校がやると、そういうことでよろしいですか。 
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〇議長（穂坂英勝君） 
 学校教育課長。 

〇学校教育課長（近藤正国君） 
 今現在、すべての学校で、この事業には取り組みをしております。さらに研究を深めて、よ

り効果的な事業を図るために研究を進め、その研究成果を各校に広げていきたいというような

部分がございます。これは現在、１４校すべてでやっております。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 芦澤健拓君。 
〇５番議員（芦澤健拓君） 

 その次の自然の中での長期宿泊体験事業は、これは何年生で何名くらいが参加することに

なっているのかということと、身延小学校の外国語活動推進事業に関しては、今、ＡＬＴがい

て、英語教育については実践しているんではないかと思うんですけど、それとはまた違うんで

しょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（近藤正国君） 

 まず原小学校でございますけれども、４年生、５年生、６年生、３４人が予定してございま

す。身延小学校につきましては、またＡＬＴとは別の形の中で、この事業は実施するというこ

とで、ご理解いただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 ほかにございませんか。 
 川口福三君。 

〇１９番議員（川口福三君） 
 先ほど、新型インフルエンザについて、今後の対応については伺ったんですが、今現在、言っ

てみれば予防策ですね、先日、南部町の役場へちょっと用事がありまして行きました。たまた

ま、お茶の品評会をやっているということで、そこをちょっと見学かたがた、寄らせていただ

いたんですが、入り口にすでに、入館者は手を消毒してくださいというような形で、これも１つ

の予防策だなと思って入ったんですが、町として今の時点、そうした予防策を考えておられる

かどうか、そのへんをお伺いいたします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 福祉保健課長。 
〇福祉保健課長（赤坂次男君） 

 お答えします。 
 町民の皆さまには、このインフルエンザが発生したあとに、全世帯にチラシを作りまして配

布をいたしました。それにつきましては外出からの帰宅時のうがい、それから手洗い、それか

らマスクの着用であります。そして役場、本庁舎をはじめ、各公共施設のほうには手洗いの仕

方等につきまして、チラシを作ってありまして、洗面台の前にそれぞれ励行するようにお願い

をしてあります。 
 以上です。 
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〇議長（穂坂英勝君） 
 川口君。 

〇１９番議員（川口福三君） 
 今の説明ですと、手洗いのところに、いわゆる、こうしなさいというような指示はされてい

るようですが、南部町の場合、もう入っていったら、そこに机がありまして、机の上にご来場

者の皆さんは、ここで手を消毒してくださいという、一応、スプレーというか、容器がありま

した。 
 ですから、予防策も、これは行政として必要なことではなかろうかと。発生してからの対策

ももちろんですが、やはり最初に予防策を講じて、その上、発生したのちにおいては、先ほど

報告がありましたような体制のもとに、なお一層の町民に対する予防策を講ずるという、２段

構えの行政施策をぜひお願いしたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 福祉保健課長。 
〇福祉保健課長（赤坂次男君） 

 そのような方向で、すぐに検討してまいりたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 ほかにございませんか。 
 日向英明君。 

〇９番議員（日向英明君） 
 委員会付託がありませんものですから、先ほどの芦澤君の質問の中の関連で、ちょっと聞き

たいと思います。 
 原小学校の教育振興費で、自然の中での長期宿泊体験事業、私の記憶の中では、今年初めて

の事業のように記憶していますけど、それぞれどんな、先ほどの目的は若干、聞いたわけです

けど、さらに次年度、あるいはほかの学校でも、このような事業がされるようなお考えがある

かどうか、そのへんのところの答弁を求めます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（近藤正国君） 

 こういった事業の必要性は、十分あると認識しております。ただ、今回の事業につきまして

は、国の全額委託事業ということで、実施するものでございます。財政的な面もございますの

で、その件につきましては、今後の検討課題とさせていただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 ほかにございますか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑を終結いたします。 
 議案第６３号について、質疑を行います。 
 質疑はございませんか。 
 芦澤健拓君。 

〇５番議員（芦澤健拓君） 
 先ほど、町民課長からご説明をいただいたんですけども、６ページ、高額医療費共同事業負
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担金、それから保険財政共同安定化事業交付金というふうな名前があるんですが、この内容に

ついて、ご説明いただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町民課長。 
〇町民課長（秋山和子君） 

 お答えいたします。 
 高額医療費共同事業交付金については、高額医療に対する補助金の関係になります。それに

対して、補助金が入ってくるという形になります。保険財政共同安定化事業というのは、減額

等されています人たちの補助金といいますか、支出の部分になっていると思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 芦澤君。 
〇５番議員（芦澤健拓君） 

 今の説明では、ちょっとよく分からないです。高額医療費共同事業というのは、どこと共同

事業をしているんでしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町民課長。 
〇町民課長（秋山和子君） 

 ここの部分については、県の国民健康保険連合会、国保連のほうからの数値で出ております。

１年間の実績に基づいて、国保連から算出されてくる数値になります。山梨県の国保連合会で

す。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 芦澤君、よろしいですね。 
 （はい。の声） 
 ほかにございますか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑を終結します。 
 議案第６４号について、質疑を行います。 
 質疑はございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑を終結いたします。 
 議案第６５号について、質疑を行います。 
 質疑はございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑を終結いたします。 
 議案第６６号について、質疑を行います。 
 質疑はございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑を終結いたします。 
 議案第６７号について、質疑を行います。 
 質疑はございませんか。 
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 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑を終結いたします。 
 議案第６８号について、質疑を行います。 
 質疑はございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑を終結いたします。 
 議案第６９号について、質疑を行います。 
 質疑はございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑を終結いたします。 
 議案第７０号について、質疑を行います。 
 松木君。 

〇１５番議員（松木慶光君） 
 誠に申し訳ございません。私、勉強不足で、こんなことを言って生涯学習課長に怒られると

思いますが、ここではっきり分かりました。先の５１４万４千円の補正につきましては、内訳

がここで分かりましたので、先ほどの答弁についてはいいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 ほかにございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑を終結いたします。 
 議案第７１号について、質疑を行います。 
 質疑はございませんか。 
 松木君。 

〇１５番議員（松木慶光君） 
 議案第７１号関係の資料の中で、下部下水道工事２０－１工区工事請負契約の一部変更につ

いてなんですが、これは私、今、ここで言うこともないわけなんですが、請求書を作成するに

あたっては測量調査を行い、現場を精査した上で、事業費を出して請け負いに付するというこ

とになっていると思いますが、今回の変更の減額が約１割近くあるわけなんですが、これも全

部、測試から何から全部委託してやったと思うんですよね。中で試掘のところ、埋設物が多く、

施工は困難であると判断したためとしているということの中で、これだけの変更が出たという

ことなんですが、どうも、当初の設計作成、はっきり言って測量、または調査の精査がどうも

ずさんであったかなと思われるわけなんですが、その経過がどんなであったか。当初、これが

分からなかったというのは、それほど精査もしなかったのではないかなと。設計書の作成にあ

たって。そのへんをご説明願いたい。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 環境下水道課長。 
〇環境下水道課長（赤池和希君） 

 それでは、お答えをいたします。 
 今回の変更契約につきましては、金額も大きいわけでございますけども、当初計画の中では

予期していなかったものでございまして、もっと精密に委託をするものの中で、細かく試掘等
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をしながら実施をすればいいわけですけども、今回はそのような状況の中で、どうしてもこう

いう状況になってしまったと。そういうことで、温泉街の枝の通りといいますか、本線から外

れたところで、本当に試掘をした結果の本数が何本も出てきたということで、もちろん水道も

あるし、ＮＴＴもあるし、東電もあるわけですけども、温泉の管というものも入っておるとい

うことで、とても下水が入る余地はないということで、やむを得ずということで、変更契約を

せざるを得ないという。その対応につきましては、減額だけではなくて、２１年度計画をして

おります善隣橋から上のほうの事業を前倒しにして実施をし、あと残りにつきましては、管の

埋設してある管の整理・整頓、関係各機関、団体、町民のご協力をいただく中で整理をする必

要があるということで、今回、やむを得ず減額の補正になりましたので、よろしくご理解をお

願いしたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 松木君。 
〇１５番議員（松木慶光君） 

 それはよく分かるんですがね、町長もこういうことは専門で、特によく知っていると思うん

ですが、現在は測量、設計書をつくるには本当に精査した中で、その前に測試等も委託をする

わけですから、当然、分かっていなければおかしいわけなんです。今後とも、こういうことの

ないように、ひとつ綿密な設計、適正な設計をするよう、ひとつ要望して終わります。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 ほかにございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑を終結いたします。 
 議案第７２号について、質疑を行います。 
 質疑はございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑を終結いたします。 
 議案第７３号について、質疑を行います。 
 質疑はございませんか。 
 芦澤健拓君。 

〇５番議員（芦澤健拓君） 
 数字を見てびっくりしたんですけど、増額が１，４４７万円、約１，５００万円なんですよ

ね。もちろん、今も松木議員から質問があったように、当然、いろんなことを精査した上で、

こういう工事を発注すると思うんですが、ここに書いてある理由が身延山久遠寺の遊歩道新設

工事および斜行エレベーター設置工事と工期等が重複したことにより、作業を夜間に変更した。

その前に下水道管の埋設位置を変更したというふうにあるんですけども、これもちょっと、お

粗末ではないかなと思うんですが、そのへんについて、ご説明をお願いします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 環境下水道課長。 
〇環境下水道課長（赤池和希君） 

 お答えをいたします。 
 質問の件につきましては、当初、身延山という大きい、観光客が出入りをする地域でありま
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して、特に大型バスの通行止めは、やはり地域の声、あるいは団体等の要望の中で、大型バス

を通行せずに、埋設をということで計画をし、場所につきましては、三門から、この左の西谷

の上りの急な上り、駐車場の手前になるんですけども、その間、大変、狭い状況ですけども、

すでに水道管が埋設されております。水道管の脇を下水で埋設しようということで計画をし、

大型バスも片側通行で通行できると、そういうふうな判断の中で、実施をしてきたところであ

りますけども、いかんせん大型バスが大変、時期で出入りが多いということと同時に、幅員が

あまりなくて、横転の危険が出てきたということで、もし、そんな現場で横転でもされると困

るということで、やむなく水道管の埋設をしてあるところまで下水が避けまして、大型バスの

車道の確保をしたということで、水道管を掘り上げて下水を入れている。それからまた、水道

管を入れたというふうな、ちょっと当初よりだいぶ計画が変わってしまったということで、大

きい金額になっているわけです。 
 もう１カ所は、駐車場から上りまして、久遠寺のほうに上る坂でございますけども、これも

やはり久遠寺からの強い要望がありまして、ロープウエイに行く道が、当初計画はいったん下

がって、ロープウエイに上るというふうな状況なんですよね。そこを、久遠寺のほうから要望

がありまして、真横に、ロープウエイのほうに乗れるような遊歩道を造りたいと、そういうふ

うな中で、水道工事等が一緒になってしまったということで、全体的に谷のほうに寄りまして、

遊歩道につきましては久遠寺のほうで新設をし、道のほうも、すべて移動のほうは久遠寺のほ

うでしたわけですけども、工事が重なってしまったということで、久遠寺の遊歩道の新設につ

きましては昼間、結局、町の下水道工事が夜になったということで、大変、それも予期してい

ない、急な工事が久遠寺のほうから入ってきたということで、やむなく夜間工事になってしまっ

たということで、そんな状況で、大変、増額な変更契約になっているわけですけども、ご理解

をいただきまして、よろしくご審議をお願いしたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 よろしいですね。 
 （はい。の声） 
 ほかにございますか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 請願第２号、発議第１号につきましては、議員提出案件でありますので、質疑・討論は省略

したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、請願第２号、発議第１号につきましては、質疑・討論は省略いたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第８ 提出議案に対する討論を行います。 

 議案第６０号について、討論を行います。 
 討論はございませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論を終結いたします。 
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 議案第６１号について、討論を行います。 
 討論はございませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論を終結いたします。 
 議案第６２号について、討論を行います。 
 討論はございませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論を終結いたします。 
 議案第６３号について、討論を行います。 
 討論はございませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論を終結いたします。 
 議案第６４号について、討論を行います。 
 討論はございませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論を終結いたします。 
 議案第６５号について、討論を行います。 
 討論はございませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論を終結いたします。 
 議案第６６号について、討論を行います。 
 討論はございませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論を終結いたします。 
 議案第６７号について、討論を行います。 
 討論はございませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論を終結いたします。 
 議案第６８号について、討論を行います。 
 討論はございませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論を終結いたします。 
 議案第６９号について、討論を行います。 
 討論はございませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論を終結いたします。 
 議案第７０号について、討論を行います。 
 討論はございませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論を終結いたします。 
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 議案第７１号について、討論を行います。 
 討論はございませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論を終結いたします。 
 議案第７２号について、討論を行います。 
 討論はございませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論を終結いたします。 
 議案第７３号について、討論を行います。 
 討論はございませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 提出議案につきましては委員会付託を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ござ

いませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、提出議案につきましては委員会付託を省略し、採決を行うことに決定いたしました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第９ 提出議案に対する採決を行います。 

 議案第６０号について、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 多 数 ） 
 挙手多数であります。 
 よって、議案第６０号 身延町介護保険条例の一部を改正する条例については、原案のとお

り可決決定いたしました。 
 議案第６１号について、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第６１号 身延町キャンプ場条例の一部を改正する条例については、原案のと

おり可決決定いたしました。 
 議案第６２号について、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第６２号 平成２１年度身延町一般会計補正予算（第１号）については、原案

のとおり可決決定いたしました。 
 議案第６３号について、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第６３号 平成２１年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）につ

いては、原案のとおり可決決定いたしました。 
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 議案第６４号について、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第６４号 平成２１年度身延町老人保健特別会計補正予算（第１号）について

は、原案のとおり可決決定いたしました。 
 議案第６５号について、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 多 数 ） 
 挙手多数であります。 
 よって、議案第６５号 平成２１年度身延町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）に

ついては、原案のとおり可決決定いたしました。 
 議案第６６号について、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第６６号 平成２１年度身延町介護保険特別会計補正予算（第１号）について

は、原案のとおり可決決定いたしました。 
 議案第６７号について、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第６７号 平成２１年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）につ

いては、原案のとおり可決決定いたしました。 
 議案第６８号について、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第６８号 平成２１年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第１号）

については、原案のとおり可決決定いたしました。 
 議案第６９号について、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第６９号 平成２１年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第１号）につい

ては、原案のとおり可決決定いたしました。 
 議案第７０号について、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第７０号 平成２１年度身延町青少年自然の里特別会計補正予算（第１号）に

ついては、原案のとおり可決決定いたしました。 
 議案第７１号について、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 多 数 ） 
 挙手多数であります。 
 よって、議案第７１号 下部下水道工事２０－１工区工事請負契約の一部変更については、

原案のとおり可決決定いたしました。 
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 議案第７２号について、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第７２号 下部下水道工事２０－４工区（真空ステーション機械・電気設備工

事）工事請負契約の一部変更については、原案のとおり可決決定いたしました。 
 議案第７３号について、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 多 数 ） 
 挙手多数であります。 
 よって、議案第７３号 身延下水道工事２０－２工区工事請負契約の一部変更については、

原案のとおり可決決定いたしました。 
 請願第２号について、原案のとおり採択することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、請願第２号 教育予算を拡大し、教育の機会均等および水準の維持向上を図るため

の請願については、原案のとおり採択することに決定いたしました。 
 発議第１号について、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、発議第１号 「地震防災対策強化地域における地震対策緊急整備事業に係る国の財

政上の特別措置に関する法律」の延長に関する意見書の提出については、原案のとおり可決決

定いたしました。 
 以上で、本日の議事日程はすべて終了いたしましたので、これをもちまして散会といたしま

す。 
 ご苦労さまでした。 

〇議会事務局長（遠藤守君） 
 それでは、相互の礼で終わりたいと思います。 
 ご起立をお願いいたします。 
 相互の礼。 
 ご苦労さまでした。 

散会 午後 ２時２０分 
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開会 午前 ９時００分 
〇議会事務局長（遠藤守君） 

 相互の礼で始めたいと思います。 
 ご起立をお願いいたします。 
 相互の礼。 
 （ あ い さ つ ） 
 ご着席ください。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 開会の前に、昨日、松木慶光君、ならびに日向英明君の質問に答弁がないものが２件ござい

ました。 
 ここで、本町のラスパイレス指数について、総務課長から答弁をいたします。 

〇総務課長（広島法明君） 
 平成２０年の身延町のライスパイレス指数は、９２．９です。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 次に小規模簡易水道の個所数について、水道課長より答弁させます。 

〇水道課長（千頭和勝彦君） 
 昨日、日向議員からの質問事項について、お答えいたします。 
 まず質問内容ですが、小規模水道等の数と今後の小規模水道の対応についてでありましたが、

まず小規模水道の数は下部地区において町営が４カ所、組合管理が１０カ所、中富地区では組

合管理が１４カ所、身延地区では組合管理が１３カ所で、町全体ですと町営が４カ所、組合管

理が３７カ所で、合計４１カ所であります。 
 また今後の対応でありますが、まず身延地区の小田船原集落の平小規模水道組合については、

本年度、身延中央簡易水道に統合し、町営化に向けての工事を着手いたします。 
 また、身延地区の清子集落の小規模水道組合については、相又簡易水道への統合に向けて、

本年度、区域拡張の変更認可を国へ申請し、承認されますと２２年度に詳細設計を行い、２３年

度工事着手の計画をしております。 
 また本年度、下部、波高島、中富東部、中富南部、簡易水道事業の統合認可を国へ申請する

計画でありまして、承認されますと、中富地区の遅沢集落の三ツ石小規模水道組合、ならびに

伊沼集落の小規模水道組合は２２年度詳細設計を行い、２３年度より町営化に向けて工事着手

する計画であります。 
 また、下部地区の湯之奥小規模水道組合と雨河内小規模水道組合については、すでに国の統

合認可済みにより、平成２７年度までに町営化を図る予定であります。 
 残りました小規模水道組合につきましては、今後、町の財政状況、ならびに環境の変化を鑑

みながら事業統合等で検討し、当分の間、小規模簡易水道事業補助金で支援していく計画であ

ります。 
 以上でございます。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 以上で、終わります。 
 本日は、大変ご苦労さまです。 
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 出席議員が定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 
 本日は、議事日程第２号により執り行います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第１ 一般質問を行います。 

 通告者は４人であります。 
 まず通告の１番目は、石部典生君です。 
 石部典生君、登壇してください。 
 石部君。 

〇１８番議員（石部典生君） 
 通告に従い、質問を行います。 
 まず、希望を感じることができる施策ということで、お尋ねいたします。 
 過疎、不況、限界集落というマイナス傾向の言葉が、日常会話の中で多く語られる昨今だけ

に、希望を感じることができる施策を実施してほしいという、期待を込めて質問を行います。 
 まず第１、町民提案事業について、お尋ねいたします。 
 本年度も町民から多くの提案があったと思いますが、現在どのような状況で、この事業が進

んでいるのか、まずお尋ねいたします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 ただいま、石部議員から本年度の町民提案事業について、ご質問がございました。現況につ

いては、どうかということでございますので、お答えを申し上げたいと思います。 
 議員もご案内のとおり、町民提案事業につきましては、町民の自主・自立の促進や町民主体

のまちづくりの推進を図るため、個人町民税の１％、上限５８０万円でございますけれども、

これを予算として町民が夢と希望を直接的に提案し、町に提案できる制度でございます。 
 平成１８年度から実施をしておりまして、平成２１年度、今年が４回目でございます。今年

につきましては、２０年の１２月１日から２６日まで募集を行い、３４件の募集がありました。

それをすでに実施している事業等と課題を庁内各課に照会をして、３月２３日の検討委員会に

おいて１１件に絞り込みをしました。４月１４日の検討委員会において、５件まで絞り込みを

していただきまして、その５件の提案が５月１５日、竹下委員長から町に対し、提言がされた

ところでございます。 
 内容を申し上げますと、１番が身延いいとみご利益さんめぐり。２番が大好きみのぶ 身延

町お神輿大会。３番が、菜の花油田みのぶパート２。４番が町内施設をイルミネーション。５番

が桜のまち身延 観光のまち身延を桜ともみじの明るい町にしよう。この５件の提案を受け、

関係各課と協議を進めている段階でございます。 
 今年度、実施する提案は９月の議会に予算を要求してまいりたいと考えておりますので、ご

理解をいただきたいと思います。 
 以上でございます。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 石部君。 
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〇１８番議員（石部典生君） 
 ただいま、答弁を町長からいただいたわけですが、５件に絞り込みがされたということです

が、非常にユニークなものがあるようでございます。そこで詳細、１つお尋ねしたいんですが、

これは担当課長にお尋ねしたほうがよろしいかと思うんですが、お神輿というのが出たわけで

すが、そのへんの詳細説明をしていただけますか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 政策室長。 
〇政策室長（赤池義明君） 

 ５件の提案のうちで、今、町長のほうから２番目に大好きみのぶ 身延町お神輿大会という

ものの提案ということでございまして、そのお神輿の関係についての内容をということでござ

いますので、その関係につきまして、ご説明を申し上げたいと思います。 
 提案していただいた内容につきまして、その事業でございますが、大好きみのぶというもの

と身延町お神輿大会、２つの提案がありまして、それを１つにまとめさせていただきました。

まず、それが前提です。 
 大好きみのぶというのは、クラフトパークを会場にして、全町民参加のお祭りを行っていた

だいたらどうかということの提案でございます。それから身延町お神輿大会につきましては、

身延町には多数の集落が点在しているということの中にありまして、神社とか道祖神がたくさ

んあると。昔から伝統の祭りが続いていると。そんなふうな中でありますが、少子高齢化や過

疎化によって、各地のお祭りやお神輿も、その姿が消えつつあるんではないかなということの

中で、また、さらに自分自身の地域のお神輿は知っていても、ほかの地域は知らないというの

が常ではないかということの中で、町民の融和と歴史民俗を享受するための目的として、第１回

お神輿大会を実施してほしいというふうな内容でございました。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 石部君。 
〇１８番議員（石部典生君） 

 今、課長から説明を受けたわけでありますが、新身延町になって約５年が経過いたします。

多くの町民等が参加できるような事業が、合併してよかったという町民感情として芽生えてく

るのではないかと思います。集落の神社の神輿というのが、今の過疎化・少子化という中で、

非常に出したくても出せないというのが、現実の姿ではないかと思います。 
 よく、こんなことを耳にします。神輿を本当は出したいんだけど、今の状況では出すことも

できないと。ときには、車で移動ということもあるようでございます。また若いころ、祭りで

担いだ神輿はよかったという話も、しばしば年配の方から聞くことがあります。 
 このような事業が実行されるであれば、町外に出ている人たちにも呼びかけることによって、

ふるさと回帰という風潮も生まれてくるような期待もされるわけですが、ぜひ、こういうこと

の実現に向かって、当局のなお一層のご苦労と努力をお願いしたいわけですが、もう一度、答

弁をお願いいたします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 石部議員がおっしゃるとおりかなと思います。平成１６年９月１３日に合併後、交流をする
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機会、そういったものが実施をされておらず、ぜひ、そういう部分を実施するようにという声

が、町民の皆さんから多く聞かれております。これらにつきましても、お神輿大会だけでなく

て、どういう方向がいいか等々を検討する中で考えていきたい、こういうように考えておりま

すので、ご理解をいただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 石部君。 
〇１８番議員（石部典生君） 

 当局も前に向かって進んでくれるということでありますから、この件はここで終わります。 
 ２番目の、観光資源を生かしての流動人口増ということで、お尋ねいたします。 
 まず第１番目の文化財等を観光資源として位置づけ、捉えているかということであります。 
 町内には数多くの文化財等があって、これらを守り保護・保存、継承してきた先人たちの英

知と感性の豊かさ、そして苦労が今の本町経済の礎となっているといっても過言ではないもの

と思います。行政当局も、このような有形無形の財産をまちづくりの柱として活用しているこ

ととは思いますが、観光資源としてどのように位置づけ捉えているか、まずお尋ねいたします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 生涯学習課長。 
〇生涯学習課長（佐野正美君） 

 お答えいたします。 
 石部議員のおっしゃるとおり、旧３町から引き継がれた指定文化財の件数は、県下でも２番

目、約２３０件となります。本町における文化財は最有力の観光資源として、私ども考えてお

ります。また、これらの所在も拡大した町域の各所に点在しております。文化財は、基本的に

は保護を第一として考えていかなくてはなりませんので、この文化財を観光資源として生かす

にあたっては、所有者、いわゆる管理者の意向を十分に配慮しなければなりません。教育委員

会としましても、所有者と十分協議しながら、地域の文化財は地域住民で守るという、意識の

向上を図りまして、本町の文化財をまちづくり、観光資源に積極的に生かしていけるよう、進

めております。また、今後においても、その方向性を十分持ちながら進めていきたいと考えて

おります。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 石部君。 

〇１８番議員（石部典生君） 
 担当課としても、これらについては、非常に前向きに考えているという答弁でありますが、

流動人口の増を考え、施策を講ずるときに、文化財等が持つ価値観は重要な要素を占めており

ます。本議会でも、同僚議員が下部温泉郷に位置する熊野神社の保護・保存の対策を講じて、

観光資源として生かすべきとの質疑がなされたこともあります。私自身、地元氏子の一人とし

て、戦国時代の安土・桃山様式を今に伝え、峡南地方では他に類を見ないといわれている、下

部温泉郷の歴史を語るシンボル的意義のある建造物に早く対策を講じ、保護・保存できれば観

光資源としても、今以上に生かすことができるのではないかと常々考えております。 
 町としましても、この尊い文化財を保護・保存という意味からも、どのように捉え考えてい

るか、お尋ねいたします。 
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〇議長（穂坂英勝君） 
 町長。 

〇町長（望月仁司君） 
 具体的に熊野神社本殿を含めてのお話でございますが、熊野神社に限らず、町内の文化財は

その土地の歴史や風土、人々の生活の中から生まれ、今日まで大事に守り、育まれてきたもの

でございます。文化財はわが町の、みのぶが身延であることのたしかな証しでもございます。

郷土の魅力を語る上で、なくてはならないと同時に、地域に勇気と元気を与えてくれる重要な

資源でもあると思います。今後も人と町が世代を超えて豊かに生き続けていくために、歴史あ

る町の生活・文化を町の人たちみずから守り、また観光資源を生かせるような、地域住民とと

もに一層、推進をしていきたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 石部君。 
〇１８番議員（石部典生君） 

 先ほどの答弁でもありましたけども、これはやっぱり、保護・保存は当局だけではできない

問題があることは、私も承知しています。所有者であります熊野神社の場合は、下部区がその

体制ができなければ、それは難しいという問題もよく承知しております。一番の問題は、やっ

ぱり保護・保存、修理には多額の費用を要するということであります。そんなことから、下部

区としましても修理基金を創設し、第一歩を踏み出しております。今の形から、これに手が加

えられ、修理・保存が図られるならば、今以上の文化財として国・県の財産ともなり得る可能

性も秘めています。ぜひとも、町の積極的なご支援・ご協力をお願いしたいものであります。

もう一度、そのへんを確認しまして、答弁をお願いいたします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 先ほどお答えしたとおり、観光資源と生かせるように、地域の皆さんとともに推進をしてい

きたいと、こういうことでございますので、ご理解をいただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 石部君。 
〇１８番議員（石部典生君） 

 今後、地域と当局との連携を密にする中で、一日も早く、この修理、保存・保護が図れるこ

とを期待しまして、次に移ります。 
 下部奥の湯源泉の増量を期待しておりますが、県の指導で現在、規制をされております。県

企業局も温泉事業を行っているので、町はどのように実態を把握しているかということをお尋

ねいたします。 
 町当局の英断と議会の理解の中で、新たに下部温泉郷に素晴らしい泉源が確保され、奥の湯

源泉と命名され、早や３年が経過いたしました。関係者誰しもが大きな期待を持ったわけであ

りますが、現在の県の指導で、最大湧出量の半分以下しか利用できないという現実があります。

県の企業局も温泉事業を行っているわけでありますが、町当局は県企業局がどのように泉源を

確保し、各事業者に分湯しているのか。その実態をどのように把握しているか、まずお尋ねい

たします。 
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〇議長（穂坂英勝君） 
 町長。 

〇町長（望月仁司君） 
 下部奥の湯温泉の揚湯量についてでございますが、ご案内のとおり、県の利用許可の中で、

毎分２００リットルとされておるところでございます。これにつきましては、県が温泉利用許

可申請を受けて、環境保全審議会温泉部会の審議の中で許可するものでございまして、現在は

指導基準２００リットルということでございまして、２００リットルの許可を受けているとこ

ろでございます。 
 なお、企業局の温泉事業につきましては、許可申請等が異なりますし、県の温泉事業でござ

いますので、今のところ把握には至っておりません。 
 以上でございます。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 石部君。 

〇１８番議員（石部典生君） 
 この県の指導の中で、毎分２００リットルというのは、これはあくまでも指導基準というこ

とで、私は、これは甲府盆地周辺、あの一帯を規制するためのものではないかと考えているわ

けであります。県下一律に同じ指導基準ではなくて、その地域地域の１つの地形、事情を考え

る中で、やっぱり県も、そういう指導というものは必要ではないかと考えるわけですが。では、

下部温泉郷の現状打開のためにも、増量が図れる対応を望むということでお尋ねいたします。 
 微量の増量が可能になれば、低迷する下部温泉郷の現状打開には、大きな活力となってくる

ものと思います。ボイラー使用時間が減となれば、経済的な節減はもとより、現在、世界的課

題となっておりますＣＯ２削減にも、大きく協力できるものと思います。 
 山梨県は、ＣＯ２削減目標を国より高く設定しております。このことは、報道等でも全国的

に知られております。規制の裏には資源の枯渇を防ぐという面もあると思いますが、今、下部

温泉が抱えている、いくつかの問題解決にも、この増量が図れれば大きな前進が生じてくるも

のと確信するものであります。微量増量に向かって、行政当局の積極果敢な対応を期待し、お

願いするものでありますが、答弁をお願いいたします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 議員がおっしゃるように、増量すれば、すべて解決するかどうかということは別問題として、

量が多くなることが下部の皆さんの活性化につながると、こういう考えがあるようでございま

すけども、先ほども申し上げましたとおり、審議会の基準等もございまして、そこで決められ

たことでございますので、ただいまの意見は十分に尊重しながら、今後も県と協議を積極的に

してまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 石部君。 
〇１８番議員（石部典生君） 

 積極的な対応を図っていただけるという答弁でありますので、ぜひとも、その方向で進んで

いただきたいと思います。 
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 それから、分湯槽の手前から給湯してほしいとの声もあります。現在の構造からして、無理

からぬ声だと思います。どのようにすれば、これが可能なのか、お尋ねいたします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 分湯槽の手前から、どういうようにすればいいかという部分でございますけども、私も専門

家ではございませんので答弁はできませんけども、意見をふまえて勉強をさせていただきたい

と思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 石部君。 
〇１８番議員（石部典生君） 

 私がなぜ、このようなことをお尋ねするかといいますと、やっぱり、構造的に非常に厳しい

ものがあります。一度、下へ下げたものをまた上へ戻すというような無理もあります。そうい

うことも十分、考慮していただきまして、今後、その対応を図っていただきたいと思います。 
 次に下部温泉郷周辺に足湯の設置ということで、お尋ねいたします。 
 全国各地の温泉郷では、足湯の設置はあって当然というのが現在の姿ではないでしょうか。

新泉源湧出の下部温泉郷ホタル公園内に新泉源を使用しての足湯は、町民はもとより町外の人

たちにも利用され、豊かな新泉源の効能が歴史ある温泉にも付加価値となって、宣伝効果とし

ては大きな要素を示していましたが、事情があって、しばらく休止の状態でありました。 
 しかし、区民等の再開を求める声に町長がご配慮くださいまして、５月の連休から再開する

ことができました。足湯には人気と期待という、声なき声が多くあります。このようなとき、

下部温泉郷の玄関口である周辺に足湯の設置が図られるであれば、下部温泉郷の宣伝広告塔と

して、大きな役割を果たしてくれるものと思います。また、多くの町民に温泉という恵みを供

用していただくことも可能ではないでしょうか。 
 もし、設置可能となったならば、現在の熊野神社境内分湯槽からは距離が遠いために、本管

での給湯は不可欠なものかと思います。私の経験からも５リットルよりか１０リットル、

１０リットルよりか２０リットルと、湯量を多く流すことによって、泉温の温度低下は最小限

に抑えることができます。今、抱えている問題解決等も含めて、下部温泉郷駅周辺への足湯の

設置をお願いしたいが、答弁をお願いいたします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 ただいま議員から、足湯を下部の入り口のほうへ造ったらどうかという質問だと思います。

これについて、お答えをさせていただきますが、議員がおっしゃったとおり、ホタル公園のほ

うへ足湯を設置いたしました。しかし、ちょっと場所的に奥ですから、利用する人たちが、も

ちろん５月の連休等々、私も見させていただきましたけれども、比較的多いような気がします

けれども、もっと入り口にあればいいのかなというのが、私の実感でございます。そして町民

の皆さんに、せっかくの町の財産を利用していただくには、やっぱり足湯も必要なのかな、こ

ういうようにも考えているところでございます。 
 さて、そこで足湯の設置場所についてでございますが、町の土地、あるいは町が管理してい
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る土地等々を考え、さらには観光客、あるいは、先ほど言いましたが、町民の皆さんの利便性

も考慮しますと、やっぱり、湯之奥金山博物館周辺への設置はどうだろうかというようなこと

で検討をしてまいりたい、こういうように考えておりますので、ご理解をいただきたいと思い

ます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 石部君。 
〇１８番議員（石部典生君） 

 町長の答弁を伺いますと、非常に前向きにそのへんのことも考えていただいているというこ

とであります。先ほど、私も質問にふれましたけど、やっぱり温泉の温度を保つためには５リッ

トルよりか１０リットル、１０リットルよりか２０リットル、２０リットルよりか３０リット

ルと、そういう１つの枠の中で、この問題にあたっていただきたいと思うわけですが、もう一

度、そのへんの答弁をお願いいたします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 ただいまの、多くの湯量を流してくるようにということですが、これは保温から考えれば当

然だろうと思うんですけども、少なくとも２００リットルというような、決められた量の中で

検討をしてまいることをご理解いただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 石部君。 
〇１８番議員（石部典生君） 

 最後の要望ということで、もう一度、申し上げます。 
 分湯槽からの距離等によって、非常に各戸の利用にも問題があります。そういう面からも、

私が今、質問しているのは、そういう問題も解決が図れる、そういう意味を込めての質問でご

ざいます。ぜひ、当局もそのへんのことを十分、お含みいただいて、前向きに一日も早く、こ

のような施策が実行されることを期待しまして、質問を終わります。ありがとうございました。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 以上で石部典生君の一般質問が終わりましたので、石部典生君の一般質問は終結いたします。 
 次は通告２番、松浦隆君です。 
 松浦隆君、登壇してください。 
 松浦君。 

〇１番議員（松浦隆君） 
 通告に従いまして質問をさせていただきますが、明日起きてもおかしくない、また、いつ発

生するかも分からない、誰にも予想のつかない大地震ですね。私は、その発生時の対策、対応

について、１年半前、平成１９年の１２月定例会におきまして、被害を最小限に留めるために

はどうしたらいいかということで、そういう、町も、それから町民のほうにも、最小限に留め

ることをみんなで考えようということを念じながら、質問させていただいた経緯がございまし

た。このときに指摘させていただきました項目の中で、何点かについては即座に対応していた

だいたところでございますが、今回、関係機関や町内業者との間で締結されました協定につい

て、疑問点、それから協定後の対応に対して不備なところを感じましたので、再度、質問させ
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ていただきます。 
 前回、私が質問させていただいたあとに、協定機関と協定を結んだところですが、その時期

と提携先の機関数、こちらのほうをお知らせいただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 ただいま、１番の松浦議員からの質問でございますが、今、身延町が協定をしている件数に

つきましては、１４件でございます。その相手方につきましては市町村が６件、団体・業者等

が相手の協定が８件でございます。 
 相手数から申し上げますと、県内の市町村が１２市町村。静岡県が２０市町村。神奈川県が

１０市町村。青森県が４市町。岩手県が３市。市町村の合計が４９市町村。団体等は９団体。

業者は９業者で、協定相手の総数は６７でございます。 
 協定の締結の時期といたしましては、合併前が５件、合併後が９件でございます。 
 以上でございます。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 松浦君。 

〇１番議員（松浦隆君） 
 今、答弁にありましたように、大変多くの市町村をはじめ、業者と提携しているですが、そ

の中で２０年の３月２６日、それから７月２２日ですか、町内の業者と提携を結びましたね。

そちらのほうに関して、ちょっと説明をいただきたいんですが。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 総務課長。 
〇総務課長（広島法明君） 

 今の、松浦議員の質問にお答えします。 
 ２０年３月２６日に協定を結びましたものは、数は６件です。相手とすれば、建設安全協議

会とか身延町上下水道推進協議会、そして物資供給等の関係で商工会とか店舗。そして飲料水

の関係の業者。そして仮設資機材の関係で、町内のリース会社４会社。そしてアマチュア無線

の関係で、無線クラブ等です。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 松浦君。 

〇１番議員（松浦隆君） 
 私は今回、再度、質問させていただいたということの大きな要点が、先ほど町長が答弁され

ましたように、近隣の市町村、それから県をまたいで協定、これは当然のことなんですよね。

今、ほかの市町村でも、そういう形で、広域なところでのそういう提携を、いろいろ結んでい

ます。しかしながら、やはり地域、例えば富士川がせき止められて、大きな災害になった。崖

が崩れて動けなくなったとか、孤立したというような形のときは、一番大事なことは、やはり

町内の中だと私は考えて、前回も質問させていただきましたし、今回も質問させていただくわ

けなんですが、今、総務課長から話がありましたように、日用品だとか上下水道、道路、それ

から仮設住宅、こういうことを調達する。また、対策を行うということで、町内業者と提携を
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結んでいるわけですね。 
 その中で、僕が気になったことは２点ほどあるんですが、協定の内容について、ちょっと質

問させていただきたいと思うんですが、応急対策協定書の第３条に協力者名簿、それから協力

者ごとの出動体制の人員編成等、資機材の報告を毎年４月末までに受けるとなっています。そ

の内容に変更があった場合、その都度、報告するとなっていますが、それ以外の協定では甲お

よび乙ですね、これは町と業者さんの間ですが、それぞれ連絡責任者を定めて、協定の実施に

遺漏のないようにするとあります。協力者名簿等の報告等、連絡責任者の確認がとれているか。

その２点ですね。それがどうも、私の聞いたところによりますと、そういう話が、ちょっと聞

こえてこないものですから、伺いたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 総務課長。 
〇総務課長（広島法明君） 

 正直言いまして、滞っています。今のご意見をもとに、確認をしてみたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 松浦君。 

〇１番議員（松浦隆君） 
 これは何も報告がないから変更がないというふうに、単純にそういうふうに捉えているんで

すか。どうでしょうか。そのへんは。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 総務課長。 
〇総務課長（広島法明君） 

 そのように捉えております。また、何か出ましたら連絡をということで、また、その連絡等

の再確認をしたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 松浦君。 

〇１番議員（松浦隆君） 
 この不況の中、今、どこの業者も非常に厳しい時代にあります。中には廃業をする業者もあ

るわけですね。そういう状況の中で、どの職場においても人員の出入り、整理も含めまして、

非常に多くあると思うわけですね。先ほどの教育者名簿、教育者ごとの出動体制の人員編成の

報告の中に、第６条の４に労働者災害補償保険法の適用を受けられる手続きをとるとなってい

るんですよ。これはあくまでも、もし、そういう災害があった場合に、建設関係とか、そうい

うところから来ていただいて、復旧に手伝っていただいたときに、二次災害を想定してでの内

容だと思うんですね。だから、こういうところもしっかりと報告を受けて、把握してやらない

と、適切な要請ができないんではないかと私はこう思うんですが、町長、いかがでしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 災害の大きさ、それから出動をしていただける業者、今、協定を結んでおいても、どこの業

 ６６



者が何人、どこの業者が何人と決めてあっても、これは大変なことでございます。先ほど申し

上げました災害の大きさ等々も考慮しまして、出動をしていただいた時点で早急に把握をする

中で、当然、保険等の対応もしていくと、こういうことになろうかと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 松浦君。 
〇１番議員（松浦隆君） 

 町長、今の答弁ですと、災害が起きたときに来ていただいて、それから保険うんぬんなんて

いう、それでは僕は間に合わないと思うんですよね。だから、そのために協定書に謳ってある

ように、前もって報告を受けて、その方をいざというときには入れるような、すぐ、そういう

ふうにならなければ、いけないんではないかと思います。そこに来て、名前を確認してうんぬ

んというと、実際にそういう大きな災害、町長がおっしゃったように、小さい災害ということ

であれば、そういうことも可能ですが、大きい災害になった場合には、それがちょっと難しい

んではないかなというふうに私は、町長から見ると、そちらの土木とか、そちらのほうは、僕

のほうは素人ですから分からないんですが、一般の感覚とすると、いざというときには間に合

わないんではないかなという、私はそういう心配をしているわけなんですね。ですから、その

へんも基本は前もって、やはり把握して、確認して対応できるような体制を整えていくという

のが、一番大事なことではないかと思います。 
 次の中身に移りますけども、協定書の情報収集の協力の第５条に通信活動を行う場合、甲が

指定する無線局の統制に従うものとあります。すなわち町の指定した周波数で交信し、情報収

集をして協力してくださいという、そういうことだと思うんですが、そういう理解でよろしい

でしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 総務課長。 
〇総務課長（広島法明君） 

 アマチュア無線クラブ等のことだと思いますけども、そういうことです。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 松浦君。 
〇１番議員（松浦隆君） 

 一般的には、そういうことに理解できると思うんですが、それでは伺いますけど、協定時も、

その後も周波数の取り決めはしていないですよね、町のほうで。第４条に公共通信網等で、通

信連絡が困難な場合において、協力を要請するとあります。被害が起きて、無線で情報収集を

する場合、電話は通常、通じないことを想定しているわけですね。また、通じても一部通じな

いとか、そういうことを想定しているわけですね。その際どのようにして、町から無線をやっ

ている方々に、その周波数を知らせるのか。これ、僕、非常に不思議でしょうがないんですよ。

締結はしたけども、なんの音沙汰もないということで、やはり無線の方々、周波数によって、

非常に多くあるわけなんですが、町の職員の方々も結構、無線をやっていますよね。皆さん、

ご存じだと思うんですが、非常に多い周波数の中でどこを使えばいいか。特に、そういう災害

が起きたときなんていうのは、もう大混乱ですよ。どこの周波数もみんな、混んでいるはずで

すよ。そういうところを、やはりちゃんと考えていただきたい。そのへんは、どうでしょうか。 
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〇議長（穂坂英勝君） 
 総務課長。 

〇総務課長（広島法明君） 
 これは、身延町アマチュア無線クラブですけど、身延町役場の中の無線クラブも、はっきり

言って休止状態でしたけど、しっかりと見直して、自分自身も昭和５０何年にアマチュア無線

の資格を取りまして、自分が責任者ということで、早急に今、とりまとめています。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 松浦君。 

〇１番議員（松浦隆君） 
 今、総務課長から話が出まして、役場のアマチュア無線クラブコール、ＪＱ１ＹＨＧですね。

これは、僕もはじめて、この間、知りました。今、話をしましたように、役場の方々もそうい

う無線従事者の免許を持っている方が、たくさんおるんですね。コールは流れても、免許さえ

持っていれば、なんとかなるんです。ですから、その周波数と同時に、この役場のコール、こ

れは皆さん、知らないんですよ。ですから、そのへんも含めて、確実に知らせて、協力を仰ぐ

体制をぜひとっていただきたいと、このように思います。 
 それでは、次に協定後の対応について、伺いたいと思います。 
 協定締結後、町と、その町内の締結、機関の間で連絡会とか、訓練のための会議とか打ち合

わせ、これは開催されていますか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 総務課長。 
〇総務課長（広島法明君） 

 しておりません。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 松浦君。 
〇１番議員（松浦隆君） 

 １年以上の間、何もしていない、対応していないということで、本当に緊急時にうまく対応

できるのか。また対処できるのかというのは、私、非常に疑問なところですが、そのへん、町

長、どのようにお考えでしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 自主防災も含めて、今後、検討したいと考えているところでございます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 松浦君。 
〇１番議員（松浦隆君） 

 自主防災も含めて、考えていただけるということなんですが、先ほどからの大地震発生時の

協定についてという、この項目の中で、いろいろ答弁していただいているわけですが、この答

弁も含めて、今までの経緯を検証しますと、この問題に関して、要するに、町内業者に関して

は、協定を結んで体裁を整えただけというふうに、ある意味で、町民に捉えられても申し開き
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ができないんではないかなと、そういうふうに感じるところもあるんです。大きい部分では、

例えば県同士とか、市町村同士とか、防災訓練とかそういうことがありますから、そういう中

でのいろんな県指導とか、国指導とかでやるということもあるんでしょうが、今の町内業者に

限っては、非常に町民に対して申し開きができない。まさに、業者任せの、この最たるもので

はないかというふうに、私は思うわけですね。 
 今、何もないから問題にならなかった、この１年半ですね。災害が起きた場合、町民の生活・

生命に関わる問題に発展しかねないわけですよね。町民の生命・財産を守るべく、町がこのよ

うな状態で、町に対する信頼の失墜につながらないかと思って、私は私なりに心配しているん

ですが、町と町民相互の信頼関係で、この災害への備えを築くために、防災訓練、今、話が出

ましたけど、防災訓練の中へ組み込んで救急時に備えるなど、協定機関との今後の対応を早急

に進めるべきだと考えますが、今、町長からも話がありました、自主防災うんぬんということ

もありましたけども、防災訓練とか、そういうところとも組み込んでやるようなことは、町長、

お考えでしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 その方向で、考えていきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 松浦君。 
〇１番議員（松浦隆君） 

 ぜひ、今年の防災訓練は無理ですか、せめて来年からでも、できるであれば、今年からでも

やっていただきたいと思うんですが、それは無理でしょうから、来年からでもぜひ組み込んで

いただいて、町と町民が一緒になって、その防災に備えられるような、そういう体制をぜひ、

つくっていただきたい、このように考えます。 
 それでは次の質問、デジタル化への進捗状況について、お伺いいたします。 
 ２０１１年の７月２４日から従来のアナログ放送が廃止されまして、デジタル放送に移行さ

れることとなっております。全国、約５千万世帯の中で、約６０万世帯が難視聴世帯とされて

おりまして、この対策がデジタル移行に間に合うかどうかということで、国も地方行政も試行

錯誤を今、しているところでございます。 
 報道等でも皆さんもご存じだと思いますが、アメリカでも、今年２月１７日に予定されてい

ましたけれども、準備が間に合わないということで延長されました。先週の金曜日、１２日に

最終的に見込み発車的なところもあるんですが、アナログ波が停波されまして、名目上、完全

移行されたという報道もありました。しかしながら、今、１２日から４日経った今日において

も、まだ、やはり混乱が続いているという、そういう現状も報道されているところでございま

すが、国内に目を向けましても、全国市町村に、おそらく本町にも来たと思うんですが、総務

省のほうでアンケートをとったところ、移行に向けた体制が整わないという理由から、約５３％

の自治体が移行時期の延長を希望しているという、そういう結果も出ておりました。このまま

移行すると、多くのテレビ難民が発生することが懸念されるところでもございますが、幸い本

町は、多くの難視聴地域を抱えているわけなんですが、それなりの体制で、今、進んでいるわ

けですね。特に下部に関しては、今まで下部地区においては、ほぼ全域が難視聴地域というこ
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とで、ＳＣＴによってケーブルテレビ方式で配信されていたわけですが、このデジタル放送化

に向けて、一昨年から準備を進めておりまして、各地域において新しい方式、ＰＦＩ方式によ

る新しいケーブルテレビ方式での再スタートを目指して、地域で説明会の開催、それから回覧

等で周知をしているところでございますけども、ここに至るまで紆余曲折が非常にありました。

特に光ケーブルの架設については、当初、全戸へ配信すると、そういう計画が出されました。

以前、私が質問させていただいたときも、そこまでする必要があるのかということで話をさせ

ていただきましたけれども、その時点ではそうすることが、町の責務のような、そういう答弁

で、そういうことでやるということだったんですが、その後、いろいろありまして、結局、全

戸にはいかないというような形に変更されたと聞き及んでいるわけですが、そこで質問させて

いただきますが、その工事の内容、最初は全戸ということだったんですが、変更されたという

ことを聞きましたけども、その内容はどういうふうになったんでしょうか。それと、その工事

の予定、今後の予定ですね、架設完了時期も併せて、お答えいただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 光ケーブルの関係でございますけれども、現在の計画ですと、集落までの幹線を光ファイバー

ケーブルに変更をし、そこから各家庭への引き込みや同軸ケーブルを利用したい、こういうよ

うに考えているところでございます。 
 本年度、１０月ごろから工事を開始いたします。最終の引き込み工事が終了するのは、来年

の９月を予定しております。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 松浦君。 

〇１番議員（松浦隆君） 
 今、町長から答弁がありました。集落までは光をもっていく。それ以降は同軸ケーブルで、

おそらくＶＨＳ波で今、いっているわけですけれども、ＵＨＦに変えて、ブースターを変えて

やるということなんでしょうが、通常のテレビの一般視聴のみであれば、この方法で十分であ

ると、私も考えます。しかしながら、同軸ケーブルの部分の距離が長くなった場合、テレビだ

けであれば、これでいいんですよね。しかしながら、今回のネットワーク下部、インターネッ

トの配信のサービスもありますよね。そうすると、インターネットの利用者が同軸ケーブルの

先に多かった場合、これは容量不足ということが考えられるんではないかなという気がするん

ですが、容量不足になると当然、速度が遅くなる。遅くなったんであれば、今とあまり変わら

ないというような形になるんではないかと思うんですが、そういう問題が発生するおそれは、

ないんですか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 これらにつきましては、各集落でどのくらい使っていただけるのか等々も検討しなければ分

かりませんので、今、明確なお答えはできません。 
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〇議長（穂坂英勝君） 
 松浦君。 

〇１番議員（松浦隆君） 
 分かりました。今の町長の答弁は、あとにもっていきたいと思いますが、集落まで光ケーブ

ルを架設するわけですね、集落の入り口まで。それ以外は、従来の同軸ケーブルを利用すると

いうことなんですが、その光ケーブルをどこまでもっていくか。その基準というのは、ただ単

純に集落までなんですか。どうでしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 集落までを予定しております。ただし、集落が非常に広い場合については、検討の余地はあ

ると思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 松浦君。 
〇１番議員（松浦隆君） 

 基本的にはそうすると、一応、集落までと。しかしながら集落がもっと奥に、２つも３つも

あって、その奥で、例えばインターネットうんぬんということがあれば、その部分で光ケーブ

ルの延長も、柔軟に考えて対応できるということの理解でよろしいですね。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 実用に合うような検討の必要があろうと、こういうように思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 松浦君。 
〇１番議員（松浦隆君） 

 ありがとうございます。そういう柔軟なところが、やはり四角四面ではなくて、柔軟に対応

していただくということが、非常に私は大事なんではないかと思いますが、その柔軟なところ

をちょっと関連で質問させていただきたいんですが、５２号沿いで配信されている民間ケーブ

ル。業者の名前を挙げていいかどうか分かりませんが、民間ケーブルテレビがあります。富士

川を挟んだ対岸の旧中富の宮木地区、それから下田原地区ですね、これは契約できない状態に

なっていますね。旧下部側でネットワーク下部の配信を開始するため、工事を始めるわけです

ね。聞いた話によると、以前にも話をさせていただきましたけども、その川を渡るのが難しい。

それから採算的な問題があるという、その２つの理由だったような気がするんですが、そうい

うことで宮木地区、それから下田原地区、対岸はケーブルテレビの民間の業者がやって、それ

なりにサービスを受けている。しかし、こちら側では見られない。どんなふうにやっても見ら

れないということに、実際になっているわけですね。あと、今、下部のほうの、例えば宮木の

場合、一色までいくわけですよね。そこから数百メートル、延長すれば、これは解消できる問

題なんですよね。しかしながら、僕の聞いた話ですと、営業エリアの許可の問題があるような

ことも聞いたんですよ。しかし、これはサービスを行う民間業者も、基本的には、その５２号

沿いをやっている会社がもとで、その新しい子会社的な感じで、ネットワーク下部がやるわけ
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ですよ。このへんを実現できないのか。私は、これは非常におかしい。先ほども町長が答弁し

たように、やはり物事は柔軟性を持って、柔軟的に対応していけば、これは解決できる問題で

はないかと思うんですが、そのへんをどういうふうにお考えでしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 これにつきましては、業者と、それから法律があります。私は今ここで、持ち合わせがござ

いませんから明確にお答えはできませんけれども、業者とも検討して、私どもの町の住民等し

く、恩恵を受けられる方法にあるべきだろうと、こういうように思いますので、ご理解をいた

だきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 松浦君。 
〇１番議員（松浦隆君） 

 今、町長がおっしゃったように、せっかく１つの町になったんですから、少しでも同じサー

ビスを旧町単位ではなくて、少しでも同じ町の、１つの町になったという、そういう形にもっ

ていっていただきたい。法律的な問題があるかもしれないんですが、ぜひ町としても今後も強

い姿勢の要請を希望したいと思います。 
 それから次の質問に移らせていただきますが、身延山から現在、デジタル波が発信されてお

ります。この身延山からの受信波で十分、結構なところまで電波がいっているんです。ただし、

これは１チャンネルと３チャンネルと通常の民放２社に限定されるわけなんですが、その配信

がされているので、それを受信できる地帯が、それなりに多くあるんですよね。こんなところ

でもというところで受信できることも実際にありました。最初、私も身延山のアンテナが立っ

ている近辺、５２号とか富士川の近辺だけなのかなというふうに想像していたんですが、考え

たらそうなんです。至極、当たり前なんですが、デジタル波というのは結構、遠くまで飛ぶん

ですよね。ですから障害物がなければ、結構、山の奥の集落なんかでもとれる可能性が非常に

大きいんですが、もし、今度の問題が、例えばデジタル波をとるために、新しいテレビを買わ

なければいけないとか、それから新しいＣＡＴＶ方式にした場合に、セットトップボックスを

入れなければいけないとか、周辺機器を入れなければいけないとか、それから今まで１，

０５０円だったのが３，１５０円になるから、例えば年金だけで暮らしているお年寄りの方が、

私らは非常に苦しいから、それはできないよということなんかもあったりして、小さな集落な

んかの場合は特にそういうことがあって、その集落へは従来の、町からの配信は防災放送です

か、あれだけでいいよと。テレビは、身延山の受信をするよと、そういうことがないとも、私

は限らないような気がしてきたんですが、そうすると、基本的に、あえて集落の奥まで行くと

いうこともあるわけなんですが、中には２軒、３軒のために何キロも同軸を配線し直さなけれ

ばいけないというのは、そういう部分も出てくるわけです。私は、それを切り捨てるというこ

とではないんですよ。ただ、その地域の方々がそれを希望するんであれば、やはりそのへんも、

町がそういう方々の希望も考えて、やはり把握しなければいけない。この事業そのものも税金

を傾注する工事なわけですから、この工事費の削減も、ある意味、そういう部分では可能なん

ではないかなと。こういうことを感じるわけなんですが、そういうものも含めて、１９年９月

の定例会で、私、利用者の希望状況のアンケートをとるべきではないかという話をさせていた
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だきました。 
 先ほど、町長が答弁の中で、地元の方々の意見を聞きながらということだったんですが、そ

の意見を聞くために、聞いたところ、聞かないところがあって、またあとで問題が起きても、

僕は困ると思うんですよ。ですから逆に言うと、アンケートそのものを、そういう地域がある

かどうか。それと同時に、インターネットをどの地域ではどの程度使うのか、そういうことも

すべて把握できるわけですね。そういうことも含めて、アンケートも含めた契約世帯の把握の

予定、このへんをお伺いしたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 町でとりなさいと、こういうことのようでございますが、もうすでに前の議会の中でもお話

をしてあるとおり、基本的には、現在の契約者に契約世帯となっていただくのがベターですけ

れども、先ほどの話のように契約をしませんよと。私のところでは、身延山からも見られます

と、こういうところにつきましては、今年の秋から業者も各戸を訪問して、それぞれ契約を結

ぶようになっておりますので、その時点で契約を結ぶか、結ばないかを考えていただくと、こ

ういうことでございますし、各戸にチラシ等、あるいは説明会等を行って周知を図っていく予

定でございます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 松浦君。 
〇１番議員（松浦隆君） 

 民間の業者とも契約をしました。ですから、民間業者の仕事ではないかというような、今の

答弁ではないかと私は思うんですが、たしか、これは従来のケーブルの撤去費用は税金ですよ

ね。どうですか。ということは、町もまだ絡んでいるんではないですか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 当然、町がノータッチと言っているわけではございませんので、ただし、すでに下部地区の

問題につきましては、前から皆さんも承知をして了承している、そして進めていることも事実

でございますので、ご了解をいただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 松浦君。 
〇１番議員（松浦隆君） 

 私は、決してこの問題、分かるんですよ、中富、身延、下部地区の旧３町があって、たまた

ま旧下部地区が、そういうテレビのことをやっていた。やはり、その町としての、全町同じ、

格差がないようにしたい、そういう気持ちも私、分かるんですよ。ですから、私、下部なんで

すが、その中でもたしかに、質問はいろいろさせていただいていますけれども、その中でやっ

ぱり、中富の方も、それから身延の方も納得いただけるような、１つの町に、少しでも近づけ

るような形で、私はやるべきだというふうに考えているんですよ。今は、下部がそういう状態

だからやるんだよと。次は、例えば中富なんだよ、身延なんだよという、そういう継続性を持っ

てやる、これが町政の最終的な目標ではないかと、私は思うんですよ。 
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 その中で、町長、今、業者に任せたから、そうではないんだよということはおっしゃってい

ました。それは分かります。だけど業者にそういう形で出したにしても、やはり町の、業者と

タッグを組んで、まだ税金で撤去をしているわけですから、まだ撤去されていないではないで

すか。その中で、ブースターをこれから変えて、従来のケーブルを使うにしても、ブースター

を変えるとか、そのへんが工事の中に、町の税金に傾注される可能性もまだ、分からないです

よね。そうした場合、まだ町だって、業者に言える権利があるではないですか。そこで、やは

り最後まで町が関わって、工事の進捗状況も含めて、それから町民のサービスに対して不備が

ないような、そういうことを、私はやっていただきたいということなんです。ぜひ、ご理解い

ただきたいと思います。 
 それでは、次の質問に移ります。 
 このケーブルテレビですが、先ほど来年の９月に配信を完了するということで、町長から説

明がありましたけども、この配信の中、公共施設への設置、これは計画を簡単にお答えいただ

きたい。どういうところに、どういうふうな感じで入るのかということです。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 もう一度、確認の意味で質問をお願いしたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 松浦君。 
〇１番議員（松浦隆君） 

 ケーブルテレビですね、これから配信するわけですね。配信するときに、当然、一般家庭も

入るわけですが、それと同時に公共施設にどういう形で入るのか。公共施設への設置の計画、

それをご説明いただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 学校施設、それから公民館等々、公共施設へ入れたいと、こういうように思っております。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 松浦君。 
〇１番議員（松浦隆君） 

 学校、それから公民館ですね。もちろん、支所等も入ってくると思うんですが、その室内へ

の引き込み工事代金。これは皆さんにも全部、出していますよね、室内でも出しています。戸

口までは、ネットワーク下部が工事します。そこから中に関しては、引き込み工事ですね。そ

れからセットトップボックスなんかの代金、そちらのほうはどうなるのか。そしてまた、説明

書の中にあります２２年の１０月から発生する、毎月３，１５０円の使用料金ですね。こちら

のほうは、公共の施設はどういうふうになるのか、ちょっとお伺いします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 総務課長。 
〇総務課長（広島法明君） 

 先ほど、公共施設につきましては、また追加案件でも出てきますけど、先ほど、町長が言い
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ました学校施設、公民館、そのほか保育園等、当然、身延支所、下部支所、すこやかセンター、

浄化センター、基本的には今、ある公共施設のアナログテレビを変えるということで、それと

今の質問にありました下部地区の公共施設につきましては、現在は無料ですけど、来年の１０月

からは料金が発生します。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 松浦君。 

〇１番議員（松浦隆君） 
 その料金は、そうすると３，１５０円ですよね。それはどこが支払うんですか。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 総務課長。 

〇総務課長（広島法明君） 
 町です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 松浦君。 

〇１番議員（松浦隆君） 
 公共施設ですから町が払って当たり前のことだと思いますし、それから今日、提案されると

いう話でしたけども、公共施設、学校とか、そういうところですね、テレビを買い替えるとい

うことがあるわけですね。そうした中で、私はこの公共施設の中で、町としては公共施設とい

うふうに捉えていないのかもしれないんですが、私は町内各消防団詰め所ございますね。今、

その詰め所の中で、テレビを設置しないところもあるようなんですが、設置している詰め所で、

今現在は設置している詰め所ごとに、テレビの利用料金を払っているんですよね。それは今は、

そういう制度が何もないので、そういう形でやっていると思うんですが、通常、この詰め所で

生活しているわけではないですよね。家庭ではないんですから。詰め所を利用するというとき

は、大体、災害時や風水害、それから地震はどうなんですかね、風水害等の警報発令の待機命

令が出たときなんかに、限られた状態での使用だけだと思うんですよね。だけど、さっきの防

災のこととも絡んでくるんですが、無線や電話での、そういう待機しているときですよ。無線

や電話での情報収集は、あくまでも局地的なものですよね。だけど、テレビで広域的な情報だ

とか、例えば天気予報的な、そういうものも、これは当然、必要になってくると思うんですね。

当然、これは消防のほうの中で、いろいろ出てくるんでしょうけども、そういうことも、町が

消防団のほうでいろいろやっているわけなんですが、ただ、そういうところも町のほうで考え

られないのかなと。どうなんですか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 総務課長。 
〇総務課長（広島法明君） 

 こちらとすれば、そこの消防団自体へのお願いということでしていますので、そこの詰め所

の運営につきまして、原則的にはそこの消防にお願いしたいということですけど、今後、検討

します。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 松浦君。 
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〇１番議員（松浦隆君） 
 もちろん、消防のお願いですよね。消防のほうから、そういう話が出れば、町は十分、考え

る余地があるということですね。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 総務課長。 
〇総務課長（広島法明君） 

 内容によりけり、全町的なバランスを考えて対応したいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 松浦君。 
〇１番議員（松浦隆君） 

 そうですね。もちろん、当然、先ほど僕も言いましたように、全町的な流れの中で、やっぱ

り、そういうことは考えていかなければいけない。ただ、今回、下部がそういうふうに工事を

進めている、その目の前までいくわけですよね。だから、そういう形の中でできるんであれば、

今回は下部だけで、次は中富のほうも、身延のほうもやるよというふうな、そういう形の中で

できれば、私は理想ではないかと思うんですよ。だから、もし、そういう消防のほうから、そ

ういう話がありましたら、ぜひ前向きに検討していただきたい。このように考えますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 
 それでは、次の質問に移ります。 
 町のホームページ、議会・まち動画ライブラリーが今、配信されていますけれども、今日の

この議会の様子もテレビカメラで撮影されていますし、このテレビカメラが基本的にＤＶＤに

収録されて配信会社に送られるというふうな形であるわけですが、この動画が議会・まち動画

ライブラリーというタイトルで、町のホームページで議会中継をはじめ、町を紹介する動画が

配信されております。この動画配信を目にすることができるのは、まずパソコンを持っている

方ですよね。そして持っているけども使用できない方は、これは見えませんね。パソコンを持っ

ていて、パソコンを使いこなせる方。なおかつ、インターネットに接続されている方というふ

うに、これは限定されると思うんですよ。以前、当局のほうの話では、今までは下部地区だけ

の配信だったから、新身延町になって、今度はどなたでも見られるんですよという、そういう

触れ込みで話がありました。だけど、今、言ったようにパソコンを持っている、使用できる、

なおかつインターネットが接続されているという、こういう条件があるわけですね。これは、

高齢者は基本的に、僕は無理なんではないかということがあるんですよね。そういう声が、実

は多くなっています。最近。インターネットになって困ったなと。私たち、年寄りは見られな

いなということをよく言われるんですが、実は、僕は高齢者にこれをダビングしようと。ダビ

ングして、普通の家庭のテレビで見られるようにできないのかなと思って、実はいろいろやっ

てみたんです。しかしながら、これダビングできないんですよ。おそらく、著作権の関係でロッ

クされているんだと思うんですね。ロックされていることで、ダビングができない状態になっ

ている。今まで下部地区だけで、ＳＣＴで議会を見ることができて、ほかでは見られなかった。

それをやるために、インターネットで町民等しく見られるようにしましょうということでやっ

たわけですが、逆に今、ここへ来て、特に下部地区はインターネットも光も入っていませんし、

非常に遅いものですから、この議会・まち動画ライブラリーを見るにしても、時間がかかって

しょうがないというふうな状況もあるわけですね。 
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 たしかに、町内どころか世界中の方々が、これを見ようと思えば見られるわけで、そういう

便利なところもあるんですが、片一方では見られない方が出てきた、今まで見ていた方が見ら

れなくなったということも出てきたということもありますね。このへん町として、なんか対策、

また対応を考えているんでしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 総務課長。 
〇総務課長（広島法明君） 

 これも本当に、時代の流れといいますか、すべて昔のままとはいきませんので、それなりの

対応ということですけど、今、松浦議員が言いましたように、高齢者に今までと同じようにと

いうのは、誠に申し訳ないけど難しいと思います。先ほど、議会・まち動画ライブラリーにつ

きましては、項目は一緒ですけど別物で、議会は議会で、動画ライブラリーにつきましては町

の行事や観光の紹介等、これにつきましてはＤＶＤがありますので、貸し出しは可能だと思い

ます。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 松浦君。 

〇１番議員（松浦隆君） 
 今、ここにあります、これですね、動画ライブラリー。これの中に、動画配信について、映

像および音声の著作権は、身延町が所有しているとなっております。ということは、身延町が

所有しているのであれば、今、観光のほうは貸し出しもできるということですね。そうすると、

議会のほうも当然、貸し出しができるはずなんです。ただ、現状はマスターを、今日も撮って

いますけども、このマスターを配信のほうに送って、それをただ録っていくだけの話だと思う

んです。著作権が、これはほかのところで持っているんであれば、これはなんともしようがな

いわけですが、町が持っているんですから、そういうものを、例えばＤＶＤでもＣＤでもいい

ですよ。また、お年寄り向きにビデオでもいいではないですか、ＶＨＳでも。そういうふうな

形で録っておいて貸し出しできるような、誰でも見られるような体制というのは、著作権があ

るわけですから、なんの問題もない。ただ、ちょっと、そういう手間ひまがかかることではな

いかと思うんですが、どうなんでしょうか、そのへんは。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 総務課長。 
〇総務課長（広島法明君） 

 議会の冒頭、議長のほうからも話がありましたとおり、前回までの議会の録画中継につきま

しては、撮り終わったあと、ある程度、編集をしてということでしたけど、これも職員削減等

もありまして、２１年度からは録画に際しては、総務課のほうの担当ということで、今議会か

らは据え置きのカメラ、こちらと向こうですけども、切り替え操作、スイッチのオンオフはし

ますけど、テープについてはそのままの状態ということですので、本当に一般の人、最初から

最後まで、ずっと見てもらえるかどうかということもありますので、今までのように要点だけ

というわけにはいきません。だから、そのままの状態、丸一日とかというのは可能かもしれま

せんけど、その点は検討します。 
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〇議長（穂坂英勝君） 
 松浦君。 

〇１番議員（松浦隆君） 
 今、おっしゃったことは、基本的に今までの議会中継のことに関しては、例えば１日目は何

があった、２日目は何があった、そして一般質問なら一般質問、誰々、項目別に分けていまし

たね。それが基本的にそのまま、ずらっといくということですね。同じでしょう。項目別にな

るわけですよね。それだったら、何も今、話がありましたように、削減している中で人員が少

ないから、そういう手間ひまをかけることができないと言いましたけども、ダビングするのが

そんな時間がかかるんですか。だって、そういうダビングするソフト、町にだってパソコンが

あるではないですか。パソコンからパソコンにできるではないですか。それが、時間がかかる

んですか。ただ、キーボードを叩いて、ちょっとした技術があれば、誰でもそのソフトの中で

できるんですもの、何も難しいこともないと思いますし、今言ったように経費を削減している

んだからということで、できないということはないと、僕は思うんですよ。だから、それがど

うのこうだということではなくて、やはり、そういうことも、僕は前向きに考えていただきた

いということなんですよ。 
 観光の関係に関しても、そういうふうな貸し出しもしているということであれば、それとセッ

トでもいいではないですか。その観光のほうでやっている、総務課長が言うように、経費削減

の中、人件費がない中で、そういうことを観光のほうはやっているんであれば、その中にちょっ

と入れていただければ、できるではないですか。新たにしなくても。と、私は思うんですよ。

どうですか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 総務課長。 
〇総務課長（広島法明君） 

 検討します。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 松浦君。 
〇１番議員（松浦隆君） 

 ぜひ、そういう形の中で検討していただきたいと思いますし、やはり、できるだけ見られな

い方がないような対策、そういうことを考えていただきたいと、このように考えます。 
 それでは大災害、大地震の発生、それからこの身延町において、こういう問題は活断層の上

にある、この地域ですから、これは避けて通れないところなんだと思います。また、いつ起き

るか分からない現実では、万全の対応・対策を整えておくことが、これは大事なことだと思い

ますし、また、これが基本のことだと思うんです。今のデジタル化へのスムーズな移行も、こ

れもやはり万全な対策と対応を整えて、はじめて可能になることだと思うんですよね。その基

本は、やはり町行政と町民との信頼関係の上に立った協力体制、これが確立されていなければ、

できないことではないかというふうに、私は思います。 
 町長が就任されまして、多方面な角度から町政に現在、取り組んでおられるわけなんですが、

町長がさらなる、今の問題、先ほどの問題も含めて積極的に取り組んでいただいて、その取り

組む内容も、僕が先ほどからいろいろな質問の中で話をさせていただいたように、町民目線で

決断をしていただきたい。そのように考えますし、そういうふうにしてくれるというふうに期
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待しながら、私の質問を終わらせていただきたいと思います。ありがとうございました。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 以上で松浦隆君の一般質問を終わりましたので、松浦隆君の一般質問は終結いたします。 
 一般質問の途中ではございますが、ここで暫時休憩といたします。 
 再開は１０時４５分といたします。 

休憩  午前１０時３０分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午前１０時４５分 
〇議長（穂坂英勝君） 

 休憩前に引き続き、一般質問を再開いたします。 
 次は通告３番、芦澤健拓君です。 
 芦澤健拓君、登壇してください。 
 芦澤君。 

〇５番議員（芦澤健拓君） 
 はじめに、皆さんのお手元にお配りした身延町年齢３区分人口集計表という、このプリント

をご覧いただけますか。行政の方のほうにもありますね。その２ページ目をご覧ください。 
 年齢別人口集計表ということで、これは町民課からいただいた資料をもとに私が作り直した

ものですけれども、今月１日現在の当町の年齢別人口です。これをご覧いただきますと、ゼロ

から９歳までは、合計が１００を切っているところが多いです。１０歳から、かろうじて

１００を超えておりますけども、その他の年代に比べると、圧倒的に１４歳までの人口が少な

いということがよく分かります。これをご覧になって、学校の統廃合を是とするか、あるいは、

これをもとにして、これは少子化が進んでいて困るから、なんとか少子化を止めようというふ

うに考えるか。その点が、私は今日の一般質問の分かれ目ではないかと思いますので、まずは

じめにご覧いただきました。 
 通告に基づいて、質問をさせていただきます。 
 私は少子化対策と定住化対策、それに関連する問題として、学校統廃合と結婚相談員につい

て質問したいと思います。あるいは時間の関係で、最後の結婚相談員については、次回に持ち

越すことになるかも分かりませんので、一応、はじめに議長にお断りさせていただきたいと思

います。 
 これは、町長が行政報告の中でもふれておられたように「住んでよし 訪ねてもよし おら

が身延（まち）」という町に、本当になってもらいたい。山梨県民だけではなくて、関東東海地

方などにお住まいの皆さん方にもアピールできるような、そんないい町になってほしい、そう

いう切実な願いから発したものでございまして、住みよくて、子どもを産み育てることにも適

していて、町民にやる気や活気をもたらすような、そういうまちづくりをしていただきたい、

そういう思いで行う質問でございます。 
 先日、行いました議会報告会におきましては、町長をはじめ多くの行政関係者にご出席いた

だいたわけですけども、改めて町政において、議会は十分な機能を果たしているのか。議会の

存在意義はあるのかという問題について、大いに考えさせられたところでございます。 
 とりわけ、先日の全員協議会で町長から地域活性化・経済危機対策臨時交付金に関する追加

議案として補正予算案が提出されることが明らかになり、この補正予算案の取り扱いにつきま
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しては、全員協議会でもその後の議員同士の話の中でも議会軽視ではないのか、議会は事後承

諾機関なのかというような、強い疑問の声が示されました。議会の危機的状況が明らかになっ

たように、私自身には感じられました。 
 先ごろ、町内３カ所で行った議会報告会におきましては、議会のあり方を模索するための１つ

の方策でございましたが、今後は議員による議案の提出、一般質問時の反問権を認めるべきか

否かなどを含めて、進歩的な議会になるような改革に取り組んでいくことが必要であると考え

ております。 
 それでは、質問に入ります。 
 はじめに少子化対策について、質問いたします。 
 平成１７年、２００５年には、わが国の人口問題に重要な転機が訪れました。明治３２年に

人口動態についての統計を取り始めて以来、初めて出生数が死亡数を下回り、総人口が減少に

転じるという、いわゆる人口減少社会が到来したわけです。出生数が前年より５万人減少し

１０６万人。合計特殊出生率は１．２６、ともに最低となり、このまま少子化傾向が続くと、

２１世紀半ばには日本の総人口は１億人を割り込み、３人に１人が６５歳以上という極端な少

子高齢化社会が出現するといわれております。 
 先ほど、お示しした年齢３区分人口集計表をご覧いただければ、すでに当町におきましては、

この３分の１を、６５歳以上の年齢の人口が超えているということがお分かりいただけると思

います。高齢人口ですね。 
 合計特殊出生率というのは、人口統計上の指標でございまして、その年の１５歳から４９歳

までの女性が産んだ子どもの数をもとに、１人の女性が生涯に産むであろうと想定される子ど

もの数を算定したものだそうです。１９９０年、平成２年にはこの合計特殊出生率というのが、

過去最低であった昭和４１年の１．５８を下回る１．５７となり、いわゆる１．５７ショック

が訪れました。政府は平成６年から平成１１年にかけて、夫婦や家庭だけでなく、職場や地域

社会を含めた社会全体が一体となって、子育てを応援していくという内容の新エンジェルプラ

ンなどを策定し、平成１５年には議員立法により少子化社会対策基本法というものを制定し、

子育て支援の具体策を整備しました。しかし残念ながら、現在でも少子化の進展には歯止めが

かかっておりません。 
 私は平成１９年６月議会において、本町の高齢化率について質問いたしました。その際、子

育て支援課長から次世代育成行動計画策定協議会というもので策定した、身延子育て応援プラ

ンとして、１７年度から本年２１年度までの５カ年計画により、学童保育、一時保育、延長保

育を実施しているほか、ファミリーサポートセンター、休日保育の実施を計画しているという

お答えをいただきましたが、これにつきまして、この身延子育て応援プランの詳細と５カ年計

画の最終年度にあたる今年度までの実施状況、今後の取り組みについて、お聞きしたいと思い

ます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 子育て支援課長。 
〇子育て支援課長（稲葉義仁君） 

 芦澤議員の質問にお答えします。 
 この身延子育て応援プランは、国の次世代育成支援対策推進法に基づき策定されたもので、

平成１７年度を始期としまして、平成２１年度を目標とする５年間の計画であります。急速な
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少子化の進行に伴う環境の変化に対し、次世代の社会を担う子どもがすこやかに産まれ成長し、

社会の一員として形成されるよう、町全体で子どもたちの成長と子育てを応援しようとするも

のでございます。 
 その大きな柱は、１つ、親と子、双方の育ちを応援する。１つ、子育て家庭を応援する。１つ、

働きながら子どもを育てる家庭を応援する。１つ、安心して暮らせる環境づくりを応援する。

この４本からなっており、主な取り組みは１２６項目になっております。現在、実施されてい

る中で、この４年間で取り組んできた主なものにおきましても、児童通学への見守りの強化、

防犯パトロール員を任命した防犯パトロールの実施、子育て支援医療費の６歳から１５歳まで

の引き上げ、さらには児童館の設立および事業、そして学童保育事業の拡充などがあります。 
 これまで通学路での児童生徒の安全・見守り、危険個所の点検など、町民の皆さまとともに

取り組んでいる事業もございます。また、さまざまな各関係機関、団体の皆さまと連携した子

育て事業もございます。それぞれ１２６項目の事業に応じながら、町全体で身延子育て応援プ

ランを実施しているところであります。 
 進捗状況ということでありますが、先ほども申しましたが、主な取り組みは１２６項目あり

ました。その中で、すでに１０５項目をこれまで取り組んでまいりました。計画の最終年度で

あります今年度は、未実施項目の取り組みや実施プランについては、さらに見直し強化を図っ

ていきたいと考えております。 
 先ほど、芦澤議員の質問にありましたファミリーサポート事業でありますが、今年度の県の

事業の１つとして、本町でも取り組む予定でおります。 
 以上でございます。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 芦澤君。 

〇５番議員（芦澤健拓君） 
 多くの事業が進められているようでございますけども、少子化対策に有効であるというふう

に、その成果を捉えていらっしゃるかどうか、その点についてお聞きします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 子育て支援課長。 
〇子育て支援課長（稲葉義仁君） 

 この子育て応援プランにつきましては、子育てを行っている家庭に対して、主に応援すると

いうことであります。この子育て応援プランが直接、果たして少子化につながっているかとい

うことについては非常に難しい問題でございますし、ただ、今、ここにお示しされたように、

実際に子どもたちの人数は少なくなっております。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 芦澤君。 
〇５番議員（芦澤健拓君） 

 次に当時、下部地区について私が質問したときに、当時、高齢化率が４２．１％ということ

で、他地区に比べて約５％ほど高く、人数にして５００人くらい多かったということで、これ

は下部地区にとって、非常に深刻な問題であるというふうに考えておりました。そこで、そう

いう惨状を訴えまして、状況を改善するための具体策を聞きたかったのですが、前町長は、合

併後にこのようになったわけではなくて、旧町時代の政策的な問題、地理的問題によるもので
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はないかということで、ちょっと冷たくあしらわれたという記憶がございます。 
 現在でも、下部地区は他地区と比較して合併のひずみが多く残っているように感じられるわ

けですけれども、下部地区には下部支所の復興という大きな課題がございます。旧下部支所は

耐震診断の結果、不適切とされて取り壊され、支所機能を保健センターに間借りしているとい

う状況でございますが、昨年、下部地区振興委員会という地域審議会が主体となって構成した

委員会がございますけども、そこから支所機能を持った中央公民館を旧下部支所跡に建設して

いただきたいという要望事項が提出されていると思います。この取り扱いについて、なんらか

の進展があったかどうか、下部地区の現状に対する見解と併せて、合併当時、中富町長でござ

いました望月町長にご所見を伺いたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 ただいまの質問につきましては、下部の公民館ということでございますので、公民館ですと

教育委員会の管轄でございますけれども、私に指名でございますから、お答えをさせていただ

きたいと思いますが、すでに議会の中で下山の公民館、そして下部の公民館等々も造っていく

ということの議会の中で決定をされておりますので、そのことは当然、私はいつも申し上げて

あるとおり、議会で決めたことは当然、これはやっていきますと、こういうように考えている

ところでございまして、たまたま支所機能というような話がございました。これらにつきまし

ても、聞いていることは事実でございます。教育委員会のほうへも、その向きをお話して、そ

して支所機能が入れるかどうか。入ったときには、予算的にはどうなるかということの検討を

していただきたい、するように、こういう話をしているところでございます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 芦澤君。 
〇５番議員（芦澤健拓君） 

 少子化対策のところで、突然、変な質問をして申し訳ございませんでした。 
 人口の構成比というのは、先ほどお示しした年齢３区分の人口推移ということで、すでに町

民課からデータをいただいておりますので、それについてはお聞きすることはありませんけど

も、その次に生産年齢人口と従属人口の比率の変化ということで、これも非常に大きな問題で

ございまして、先ほどお示しした年齢３区分の１５歳から６４歳というのが生産年齢人口。そ

して年少人口と高齢人口の合計がもうすでに５０％に近くなっておりまして、これは国の統計

では、２０５０年ごろに、そうなるんではないかというふうな推測がなされていたわけですけ

れども、当町ではもうすでに、こういうふうな数字になっております。５３．３％が生産年齢

人口、それから残りの４０何％が年少人口と高齢人口の合計ということで、非常に厳しい状況

であるということが、よくお分かりいただけると思います。このような極端な少子高齢社会で

は、生産年齢人口への依存度が高まることはもちろんでございますけども、逆に元気な高齢者

にも多いに頑張ってもらいたいということが必要であると思います。 
 そこで、元気な高齢者向けの施策について、町はどのようにお考えなのか。具体的な高齢者

向け施策を用意していらっしゃるかどうかについて、伺います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
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〇町長（望月仁司君） 
 ただいま、お示しをいただきましたとおり、わが町の人口につきましては激減をする中で、

高齢者につきましては、ほぼ横ばい。そして当然のことながら、若者世代が減少していく傾向

にあることはご案内のとおりでございますが、このような傾向が続きますと、高齢者が増える

わけですので、高齢者の皆さんがいつまでも元気で明るく、生き生きと暮らすことができる、

いわゆる健康寿命が長らえる環境整備が必要であります。したがいまして、それらに向けて、

さまざまな施策を展開していることは、予算のこと等々で、議員さんもご案内のとおりでござ

いますので、その逐一は申しませんけれども、高齢者の皆さんには、これから長年培った経験

等を生かしていただいて、できる範囲で町への参画、あるいは協力をいただければありがたい

なということで、大変な期待を寄せているところでございます。 
 以上でございます。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 芦澤君。 

〇５番議員（芦澤健拓君） 
 当然、高齢者への依存度が高くなるということだと思いますけども、具体的にはこういうふ

うなものをという対策というか、施策はございませんでしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 先ほど、お話をしたとおり、当初予算、その他の中で高齢者に対する施策を提案し、議会の

議決も頂戴しているところでございますので、ご理解をいただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 芦澤君。 
〇５番議員（芦澤健拓君） 

 それでは、次に移ります。定住化対策ということです。 
 少子化対策というのは、その前提条件として、まず、子育て年齢に該当する世代の町への定

住化ということが、最優先の課題であると考えます。定住化対策につきましては、過去、過疎

対策として空き家斡旋係を設置してはどうかとか、梅平の宅地造成・分譲計画の見通しなどの

一般質問が行われ、空き家情報の収集、斡旋、宅地造成・分譲計画等を行っていくという答弁

がなされました。空き家情報登録制度、空き家バンク設置要綱というものが定められているよ

うでございますけども、定住化対策ということについてのお考えをお伺いしたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 通告の質問の中で申し上げますと、少子化対策の中の定住化対策は何が優先かというような

ことだろうかなと思いますので、その点についてのお答えをさせていただきますが、まずおっ

しゃるとおり、定住化することが最優先である、このことは私が言うまでもございません。こ

のような課題をそれぞれ全国の市町村、あるいは県等でも模索をしておりますけれども、残念

なことに決め手となる決定的なものがないように感じられます。 
 そうは言いましても、私どもの町では、前々から定住化をしていただくにはどうしたらいい
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かという中で、ご案内のとおり若者の定住化を促進して、そして少子化に歯止めをかけるため

の制度として、身延町定住促進に関する条例等によりまして、結婚祝金、出産祝金、就職奨励

金の制度を設けていることはご案内のとおりでございますし、また子育て世代の負担軽減のた

めに、保育料の軽減措置、あるいは子育て支援医療費の助成金の支給条例、先ほど課長からも

話がありましたとおり、これに基づきまして、満１５歳以下の子どもを持つ保護者に対して、

医療費の自己負担の全額を町で負担するということで、４月からスタートをしております。そ

して、子育て世代の皆さんが１人でも多く、わが町に残っていただけるように進めているとこ

ろでもございます。 
 以上でございます。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 芦澤君。 

〇５番議員（芦澤健拓君） 
 決定的なものはないということで、いろんなお金を支給するということで、あるいは医療費

を全額負担するということで、金銭的な問題で何か片付けておられるのかなというふうな感じ

が、今、答弁をお聞きしてしたんですけども、町が全体として、そういう少子化対策、あるい

は定住化対策に取り組んでいるんだよという姿勢を、やはり町民、あるいは他町に住んでいる、

先ほど申し上げましたように、山梨県内、あるいは東海関東地方にお住まいの若い人たちを惹

きつけるような、なんか、そういうふうなものを考えていく必要があるのではないかなという

ふうに考えます。 
 町長は「住んでよし 訪ねてもよし おらが身延（まち）」というキャッチフレーズを、今後

の身延町のあり方ということで示されておられますけども、住んでよしというのは、まさにこ

の定住化の方針を表しているものだと思います。定住化には仕事、住宅、教育などのインフラ

整備が重要な要素であると思いますけども、仕事の確保ということにつきまして、町長、マニ

フェストの中で、中部横断自動車道の早期実現に合わせて、工場誘致を行うという政策をお示

しになっておられます。市場最悪と言っていいような、こういう現在の不況の中では、工場誘

致というのが、非常に考えにくいんではないかなというふうに考えます。工場誘致以外の、な

んらかの方策を講じる必要があるんではないかなというふうに思いますけども、その点につき

まして、新しい仕事を考え出す、そういうふうな取り組みを町のほうで主導して実施していく

というふうなお考えはないのかどうか、その点についてお答えをお願いします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 私がいろいろマニフェスト等をつくった時点と、その後の世界情勢が急変したことは、議員

もご案内のとおりだろうと、こういうようにも思います。もちろん、工場の誘致も、できるな

らば、したい。そして、あとは中部横断自動車道が建設されることによって、今まで１時間半

かかったところが３０分で行けるとするならば、生活圏が広がって、私どもの町へ住むことが

できる。こういうようなことも考えておりますし、そうはいっても、今、私どもの町に誘致を

している工場が全部ではございませんけども、非常に厳しい状況にありまして、週３日の操業

というような会社もございます。したがいまして、これが本当に未来永劫続くとは、私も思い

ませんけれども、当分の間、なんとかしのぐにはどうしたらいいだろうかというようなことか
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ら、私たちの町にある資本をなんとか生かして、そして町がそのへんを主導的に検討する中で、

コミュニティビジネス等々をなんとか考えていきたいと、こういうように考えているところで

もございます。 
 ２、３、新聞紙上にもあるとおり、それらの芽も出てきたのかなという部分もございますが、

なお一層、さらなるビジネスの立ち上げについて、町が主導権をとる中で、検討をしていきた

い、このことを申し上げておきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 芦澤君。 
〇５番議員（芦澤健拓君） 

 町が主導権を持って、そういうふうな仕事の創出ということをお考えいただきたいというの

が願いでございますけども、例えば耕作放棄地の有効利用への取り組みとか、あるいは森林の

間伐、山ビルの駆除などの、そういう森林の整備等、そういうものに取り組むような姿勢、仕

事の創出はお考えかどうかをお伺いします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 先ほどもちょっとふれましたけれども、農業生産、あるいは森林の整備等に多くの従事者が

得られるということは、私どもの町においても、振興の面から大きな財産になる、こういうよ

うにも思っております。 
 残念なことに耕作放棄地が増大をし、林業においては育林の衰退により森林が果たすべき本

来の機能が失われつつあります。これらへの歯止めをかけたく、私どもも各種事業を取り入れ

て、事業の推進に努めているところでございます。町独自による農林業の活性化に向けては、

農林業従事者が高齢化し、後継者不足、担い手の確保、農林業を取り巻く環境も一層、厳しさ

を増している状況がありますが、中山間地域に対する期待が高まっておりますし、過日、申し

上げましたとおり、中山間農業総合計画等の認可もいただいているということで、中山間地も

なんとかしていきたい。さらには、６月１０日の日の山日の新聞にも「遊休地で竹の子栽培」

という見出しの中で、報道もされております。有志の皆さんが農事組合をつくって、そして竹

の子を栽培し、そして竹林をきれいにする。山ビル等の対策にもつながっていると。そして、

それだけではございません。ここの耕作放棄地もお借りして、にんにくも作っていきたいとい

うような芽も出てまいりました。これらにつきましても、さらにこういう生産法人等が多く出

てくることを期待しながら、町でも支援をしていきたいというように考えているところでござ

います。 
 以上でございます。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 芦澤君。 

〇５番議員（芦澤健拓君） 
 ぜひ、いろんなそういう、新しいビジネスをつくり出していただきたいというふうに考えま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 
 次に住宅について、お伺いします。 
 つい最近、柿島団地に入居した若者から直接、話を聞いたのですが、カビが出るほどではな
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いが、湿気が多くて困るというふうな話をしておりました。私たちが総務委員会で柿島団地に

現地調査に行ったときも、カビが出るので空き室の畳をあげており、ときどき係が行って空気

を入れているという話を聞きました。まさか、工事に問題があったわけではないと思いますけ

ども、その原因について調査済みかどうか、建設課長にお聞きしたいと思います。 
 それから本町には町営住宅、町有住宅などが整備されていると思いますけども、家賃が収入

によって決まるというのがネックになっていて、なかなか思うように入居者が集まらないんだ

という状況だと思いますけども、町営住宅、町有住宅の現在の利用状況がどのようになってい

るのか。家賃問題になんらかの活路が見い出せたのかどうか、その点についてもお伺いしたい

と思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 建設課長。 
〇建設課長（柴原信一君） 

 ただいまの、１点目の柿島団地のカビの問題でございますが、柿島団地からは、住宅に住ん

でおられる方の情報等がありまして、早速、出向きました。施工業者と、それから住んでおら

れる方と話をいたしまして、対応策を今、講じているところです。今後、こういうことのない

ようにというふうに思っているわけですけども、どうしても空き家の部分があります。こうい

うものについては、現在でも畳等の対策を講じておるところであります。 
 それで本町の公営住宅の概要についてでありますが、本年の６月１日現在、下部地区に２団

地、管理戸数３６戸、空き家戸数が１１戸、政策空き家はございません。中富地区に７団地、

管理戸数が１０３戸、空き家戸数が７戸、政策空き家が１団地、５戸となっています。身延地

区には７団地、管理戸数１０５戸、空き家戸数が１戸、政策空き家団地が４団地、１３戸。あ

わせますと、計１６団地、管理戸数が２４４戸、空き家戸数が１９戸、政策空き家団地が５団

地、１８戸となっております。 
 また、相又の町有住宅につきましては管理戸数が６０戸、空き家戸数が２５戸です。町営・

町有を合わせますと、合計で１７団地、管理戸数が３０４戸、空き家戸数が４１戸、政策空き

家団地が５団地、１８戸となっています。ここで政策空き家という言葉を今、使いましたが、

芦澤議員さんご承知のとおり、政策空き家とは、老朽化した公営住宅の建て替え事業を行うた

め、または住居の改善事業を行うため、既存住宅での新たな入居募集を停止している住宅を指

しております。 
 現在の５％というんですか、１００分率で表しますと、町営住宅は１６団地、入居率は８４．

８％。町有住宅は１団地、６３．３％。全体では１７団地ありまして、入居率は８０．６％に

なっております。ただ、この政策空き家の部分の貸し出しを考えておりませんので、控除しま

すと、現段階で９１．６％となっております。また、県営住宅につきましては、身延町内には

６団地ございます。管理戸数が２１６戸、空き家が５３戸、入居率が７５．５％となっている

状況です。 
 以上であります。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 芦澤君。 

〇５番議員（芦澤健拓君） 
 思ったよりも入居率が多くて、安心したような状況ですけれども、今後もその町営住宅、町
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有住宅、公営住宅の利用が増えるように、なんらかの方策を考えていかなければならないとい

うふうに考えます。これが当然、定住化の中の１つの方策になると思いますので、それにはた

ぶん、住宅の良し悪しだけではなくて、周囲のインフラがかなり問題になるんではないかなと

いうふうに思いますけれども、その点については、行政のほうでどうにかするということも、

ちょっと無理かなというふうに考えておりますので、そういうことをぜひ、いろんな面で利用

者が多くなるような方策を、今後も考えていただきたいというふうに思います。 
 定住化対策の中の５番目は先ほど伺っておりますので、次に教育についてということでお伺

いしたいと思います。 
 １０年後には１中２小にするという、町立小中学校適正配置審議会の答申が出され、３月議

会において第１段階の具体策の報告がなされました。９小学校のうちの２校を廃止して７校、

中学校は１校廃止して４校にするというものでございました。これに対して、同僚議員から数

合わせで教育を考えることに対する疑問が出されました。あくまでも答申に沿って作業を進め

るというお考えのようでございますけども、学校統廃合というのは少子化対策、若者定住化対

策の一環としても、非常に重要な問題であるというふうに考えておりまして、もっといろんな

議論を尽くすべきであるというふうに考えておりますけども、町長、それから教育委員長のお

考えを伺いたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 この問題は教育委員会の所管でございますけども、指名でございますから、私も回答をさせ

ていただきたいと思います。それから、先ほどの定住化対策の質問の中でもお答えをした部分

がございますので、若干ダブっているような気もしますし、私のほうの答えの中も重複するか

もしれませんけども、ご理解をいただきながらお聞き願いたいなと、こういうように思います。 
 若者定住対策、少子化対策については、それぞれ先ほど申し上げましたとおり、旧町から新

町発足後もそれぞれ町の総合計画、あるいは過疎計画等、新町建設計画等に位置づけをされ、

多くの施策展開を行って、今日に至ったことは議員の皆さんもご案内のとおりでございます。

今後も引き続き計画に沿い、施策の推進を図っていく必要があると、こういうようにも思って

おります。 
 若者の定住化対策、少子化対策を、それが先決であるとの質問ですが、ただいま説明をした

とおり、今までも多くの施策を進めてまいりましたが、その結果が一定範囲に留まっておりま

して、児童生徒の減少が続いている、このことも現実でございます。 
 こうした状況下において、議会の一般質問等でも、学校規模の適正化を早急に図るべきだと

の意見がたびたび出されたと、こういうようにも伺っておりますし、私も議事録を見せていた

だきました。平成１９年３月の議会においては、身延町立小中学校適正化審議会条例を議会の

皆さんに議決をしていただきました。これを根拠として、町立小中学校適正配置審議会が設置

をされ、以後、約１年間にわたって審議を経て、２０年８月２２日に答申をいただいたことも

ご案内のとおりだろうと、こういうように思います。 
 教育委員会では、この答申を尊重するとともに、学校を取り巻く諸条件を勘案しながら、本

年１月に前期の学校統合計画を策定いたしました。これに基づき、現在その実現に向け、取り

組みを行っている状況でもございます。 
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 総合計画に位置づけられている若者定住化対策、少子化対策は今後においても着実に推進す

べきでありますし、また同時に合併協定書や新町建設計画、行政改革集中改革プラン、第１次

身延町総合計画等に位置づけられてもおります学校の統廃合についても、推進を図るべきだと

考えておりますし、これは教育委員会等々の見解でもございますし、私も就任早々にもこの質

問をいただいた中で、答申は十分、真摯に検討をいたします。ただし、地域の皆さんと、それ

ぞれお話し合いをして、検討をさせていただきますと申し上げたことは、今でも変わっており

ません。ご理解をいただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 教育委員長。 
〇教育委員長（小松文雄君） 

 考えはまったく、町長の考えておるとおりでございます。基本的には、答申を尊重するとい

う考えでございますけど、皆さんの住民のご意見、そして先生方のご意見も十分にいただいて

再検討したいと、こんなふうに思っておりますので、よろしくお願いします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 芦澤君。 
〇５番議員（芦澤健拓君） 

 まず、町長のほうでお答えいただいた件ですが、町長の行政報告の中でも学校統合について

答申を得て、そのあと、いろんなところで説明会、１７回、行ったというふうなご報告がござ

いました。その中で、多くの意見や要望が出されたということでございますけども、どのよう

な意見、要望が出されたのかということと、その中では要するに、現在、進めている、この答

申の方向が認められたのかどうか。その点について、お伺いしたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 私は、その１０何回の会合に逐一、出席をしておりませんので、出席をしております担当の

課長から説明をいたさせます。ご理解をいただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 学校教育課長。 
〇学校教育課長（近藤正国君） 

 今回の学校統合につきましては、いただいた答申を尊重する中で、教育委員会として、新た

にいろんな面から検討しまして、前期の学校統合計画というものをつくりました。この計画を

現在、保護者の方、地域の方、あるいは地域の各種団体の長の方等々にご説明させていただい

ているという状況でございます。 
 今回の前期の統合計画につきましては、３つの組み合わせがございます。これについては、

すでにご説明してございますので、議員の皆さま方につきましては、ご承知のとおりかと思い

ます。豊岡小学校と身延小学校、それから下山中学校と身延中学校、それから静川小学校と西

嶋小学校、この３つの組み合わせでございます。 
 説明会につきましては、南側の豊岡小学校と身延小学校、ここから始めております。次に下

山中学校と身延中学校。ちょうど議会の前に入ったんですけど、静川小学校と西嶋小学校、こ

れは保護者の方への説明を終えていると。今後、この議会のあと、また静川、西嶋につきまし
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ては、今、中途のような形になっていますので、また引き続き説明会をする予定としておりま

すけども、そのような順序で、今まで進めてきていると、こういった状況でございます。 
 今まで説明会をしてきた中で感じますのは、やはりそれぞれの地域によって、捉え方がかな

り違うと。温度差があるというのは、実感しております。それぞれの説明会の中で出た要望と

いいますか、そういったものにつきましては、実施する時期ですね、こういったものがちょっ

と、あまりにも来年の４月１日という中では、忙しいのではないかというような意見もござい

ました。また、中には逆に、もう前々からの取り組み事項であるので、先に進めて、早く、そ

ういった子どもがよい教育環境の中で学べるような、そういったところを実現してもらいたい

と、そういった意見も中にはございました。 
 そのような中で、あと統合後の足の確保、この問題はかなりの保護者の方から心配する事項

として挙げられております。それから統合しますと、やっぱり、これはどうしても付いてまわ

るんですけども、児童生徒が統合先の学校に馴染めるだろうかというような、心配の声もだい

ぶあったということも事実でございます。これらにつきまして、今後、さらに保護者の方にご

説明をさせていただく中で、ご理解を頂戴するような取り組み、これをさらに推進してまいり

たいと、このように考えております。よろしくお願いしたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 芦澤君。 
〇５番議員（芦澤健拓君） 

 教育委員会から出されました身延町立小中学校統合計画前期計画というもので、中に長期総

合計画との整合性を図りながら、今年度から計画的に学校統合を進めます。なお、この統合計

画の実施にあたっては行政、学校はもとより保護者や地域の理解を得、関係者が一体となり、

新しいまちづくり、新しい学校づくりを進めるという共通認識を持ちながら、取り組んでいき

ますと言っております。 
 学校統合計画というふうに言っておりますけども、学校統廃合と言わないのはなぜか。統合

によって大きくなる学校よりも、廃止される小規模学校のほうの痛みが多いと思いますけども、

そういう配慮が感じられないように思います。保護者や地域の理解は得られているのでしょう

けれども、審議会のメンバーに議員が含まれているので、それで議会も承知だというふうにお

考えなのかどうかということと、学校統合の目的の最後で、適正配置を進めることにより、維

持管理面での節減が図られ、効率的な行財政運営が図られますと、こういうふうに言っており

ますけれども、実際にはこの行財政改革というか、あまり金をかけないようにしようという、

そういう考え方がまず第一にあるのではないかというふうな感じがします。これはもちろん、

そういうことも必要なことではあるでしょうけれども、教育というのは、それこそ国家百年の

大計の中で考えていかなければならない問題であり、その行財政改革には馴染まないのではな

いかというふうに、私は考えます。 
 小泉内閣からの行財政改革とか地方分権という地方つぶしの政策の中、あるいは福祉の切り

捨て政策、教育費の削減などのひずみが、こんなところにも表れているんではないかというふ

うに考えますけれども、この点につきまして、教育委員長のお考えをお伺いしたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 教育委員長。 
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〇教育委員長（小松文雄君） 
 統廃合計画につきまして、細かい点につきましては、決して行政と一致体制になっていない

という考えはありません。もちろん、地域の住民の皆さんのご意見を聞きながら進めていきた

いと思っております。その金額的な改革につきましても、行財政の改革ということは、私たち

は一向に思っておりません。すべて、子どもさん中心の統廃合計画でございます。新指導要綱

が今年決まりましたように、すべての教育方針が改革されたわけです。教育方針の改革でござ

います。したがいまして、子どもさん一人ひとりの将来のためを思った統廃合計画を進めてい

るものでございますので、そこらへんのことをご理解願いたいと思いますので、よろしくお願

いします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 芦澤君。 
〇５番議員（芦澤健拓君） 

 時間が限られておりますので、次に進みます。 
 議会報告会の席上で中富地区の議員につきましては、各議員の意見が求められました。町長、

教育委員長は、すでに議会の承認が得られているというふうに考えて、この統廃合を進めてお

られるのか。先ほど、町長は自分の管轄外のことであると、それはたしかに教育委員会のほう

の管轄であると思いますので、教育委員長にお伺いしたいと思いますけども、すでに、その議

会の承認を得られているというふうに考えて、この計画をお進めになっておられるのか。議会

での論議など必要ないというふうに考えておられるのかについて、１点、お聞きしたいと思い

ます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 教育委員長。 
〇教育委員長（小松文雄君） 

 協議会でご説明申し上げてございますので、そこでもってご理解を願ったというふうな考え

です。基本的な統廃合計画の、学校の設置要綱等につきましては再度、議会へ諮る予定でござ

います。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 発言を認めます。 

〇町長（望月仁司君） 
 先ほど、議員は私が教育委員会の関係だからと言ったということで、ここの部分を削除され

ましたけども、これは議会のことですから、その点をご理解いただいて、私も議会についての

答弁をさせていただきたいと思いますが、よろしゅうございますか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 はい。 
〇町長（望月仁司君） 

 皆さんもご案内のとおり、町立小中学校の適正化条例の審議会において、先ほど議員さんも

お話をされましたとおり、議員代表の皆さん方にも２人加わっていただいて、それぞれ審議を

されて、答申をいただいたことは事実でございますし、それから答申内容につきましても、

２０年の９月５日の議員全員協議会において説明をしたことも、事実でございます。そして教
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育委員会では、これらの答申を先ほども話しましたとおり、尊重して前期の学校統合計画を

２１年１月に策定した経緯があることも事実です。この身延町立小学校前期統合計画になって

おりまして、これは範囲を入れたらどうかということですけども、それはそれとして、統合計

画については、平成２１年３月４日の議員全員協議会でも説明をさせていただきました。 
 そして、２１年３月の議会の教育厚生常任委員会では、学校統廃合問題が議論をされ、付帯

決議を付けていただいて、審議結果の報告書が作成をされていることも事実でございます。こ

れを受けて、議会本会議への報告がされて、皆さんの多数の賛同をいただく中で、可決決定が

されてございます。したがいまして、私は議会としては十分、ご理解をいただいていると、こ

ういう判断をしているところでございます。 
 以上でございます。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 芦澤君。 

〇５番議員（芦澤健拓君） 
 私の時間がなくなってまいりました。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 あと与えられた時間は２分でございますので、頭に入れてください。 

〇５番議員（芦澤健拓君） 
 はい。なくなってまいりましたので、もう議論する余地がなくなってまいりましたけれども、

最終的な結論として、１中２小というふうに考えて、今、作業が進められているようでござい

ます。特に先ほど、静川小と西嶋小、身延町と豊岡小、それから下山中、身延中という、この

６校につきましては、来年の４月に統廃合がスタートするというふうになっているようでござ

いますけども、時期尚早ではないかというふうな意見も出されたということでございますけど

も、これはこの日程のとおりにお進めになるというお考えかどうか、その点１点について、お

伺いいたします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 最後の質問になります。 
 教育委員長。 

〇教育委員長（小松文雄君） 
 すべて、これは計画でございますので、基本的には来年を目指しております。皆さんのご意

見を聞きながら、そこらへんを再度決定したいと思っておりますけども、基本論としては、来

年の計画は変わりません。 
〇５番議員（芦澤健拓君） 

 時間でございますので、以上で質問を終わります。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 以上で芦澤健拓君の一般質問が終わりましたので、芦澤健拓君の一般質問は終結いたします。 
 一般質問の途中ではありますが、昼食のため暫時休憩といたします。 
 再開は午後１時といたします。 

休憩  午前１１時４５分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午後 １時００分 
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〇議長（穂坂英勝君） 
 休憩前に引き続き、再開いたします。 
 次は通告４番、渡辺文子君です。 
 渡辺文子君、登壇してください。 
 渡辺君。 

〇１２番議員（渡辺文子君） 
 私は４点について、質問をいたします。 
 まず、水源の里の活性化策について、質問をいたします。 
 ４月１８日、志位和夫委員長を迎え、日本共産党演説会が身延総合文化会館で開かれました。

それに先立ち、身延山久遠寺を訪問し、懇談をし、下部地区の山間の集落を訪問し、交通手段

の確保や福祉の充実など、要望を聞きました。 
 志位さんは、まず最初に「人が住まなくなれば、地域は荒廃します。皆さんが頑張って生活

されていることが、国土と環境を守る重要な役割を果たしています」とあいさつをし、「集落の

暮らしのよいところも、お困りのところも率直にご意見をお聞かせください」と懇談をしまし

た。その中で、いろんな話をする中で、国の思い切った対策を打ち出すべき時期にきていると

力説をされていました。本町は、嫌な言葉ですが、限界集落が山梨県で一番多い町です。この

言葉があまりよくないということで、水源の里と今は言っています。町として、その方たちが、

どういう状況におられるのか、現状の把握はされているでしょうか。まず１点、質問をします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 現状の把握は当然しておりますが、数字につきましては政策室長のほうから説明をさせます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 政策室長。 
〇政策室長（赤池義明君） 

 水源の里、先ほど限界集落というふうなお話しがありましたが、実は過日、市町村課の担当

の課長さんと、それからあと課長補佐を含めまして、いわゆる周辺地域、山間にある集落を全

部歩いてきたところでございます。ただ、何カ所かと言われると、そのへんがまだ、私の手元

にはっきりしたものは持っていません。ただ、その中で市町村課長、あるいは課長補佐の考え

では、やはりこういう集落というのは、県の職員を連れてきて勉強させたいと。やっぱり実際

に見聞きした中から、いろいろなことを考えていくということが一番大事だなという話もされ

ておりました。それが実現するかどうか、ちょっと私にも分かりませんが、そんなふうな状況

でございまして、市町村課のほうでも、先ほども申されたとおり、新聞報道なんかの絡み合い

があって、身延町というふうなことをおっしゃられたんだというふうに私は想像しております。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 渡辺君。 

〇１２番議員（渡辺文子君） 
 以前に出していただいた一覧表が、中富地区、身延地区、下部地区の一覧表があったと思う

んですけども、それがたぶん去年だったか、おととしだったかの一覧表だったと思うんですね。
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また、あとで結構ですので、その集落がどういうふうに推移しているのかということで知りた

いので、それをあとで結構ですので、最新のものを出していただきたいと思います。 
 それから先ほど、市町村課の課長さんと歩いたということで、いろんな問題点、明らかになっ

たんではないかなというふうに思うんですね。その中で、山梨県で一番、こういう集落が多い

町として、どういう対策をしなければいけないのかということで、いろんな、本当に、これは

難しい問題で、いろんな問題があるので、一概にこれとは言えないとは思うんですけど、まず

最初に歩いてみて、現状をどういうふうにお考えになったかということだけ、とりあえず、

ちょっとお聞かせいただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 政策室長。 
〇政策室長（赤池義明君） 

 集落で、やはりコミュニティというふうなもの。例えば、お葬式というふうなことの、そう

いうものを実施していくというところにも、もうすでに大変なところへきているなということ

で、今はセレモニーホール等がありますから、そのへんはいいんですが、やはり、そうはいっ

ても組付き合いの中では大変なところだなというふうな形がありました。 
 ただ、そこの周辺にいらっしゃる皆さんに、お話ができればいいなと課長さんも言っていた

んですが、ちょっと周辺にいらっしゃらなかったものですから、そのへんのお話ができなかっ

たということで、生の声が聞けなかったというところでございますが、そんなふうな、ちょっ

とした話の中で、そんなふうな考えが出てきたというところはありました。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 皆さんがどういうことで日ごろ、お困りなのかということを、やっぱり生の声をきちっと調

べて、ではどういうふうに対策をとったほうがいいのかということを、真っ先に考えていただ

かないと、もうこれは時間との戦いというか、今でも遅きに失したということもありますので、

その点は大体、足の確保とか、そういう問題でデマンドも、本町でもやることになっているん

ですけども、悲しいかな、そういう、本当に今、困っていらっしゃるところまでは、まだまだ

到達するには時間がかかるという、そういうところまで、今現状ではいっていない。だから、

だんだん少なくなってしまっているというようなところもありますので、デマンドではそうい

うところを、フォローできない部分を、ではどういうふうに考えるのかということで考えてい

ただきたいと思います。 
 水源の里の活性化ということで、どんな活性化があるのかなということで、私も全国的にい

ろんなものを調べてみました。そうすると、やっぱり今、集落支援員制度というんですかね。

この前、日本共産党県議会で地域活性化県民生活支援に関する緊急要望ということで、６月

１２日の日に今度の補正予算を受けて、２８０億円の補正予算を６月議会に県が提出するとい

うことで、県民生活と地域経済の実態に見合う雇用と県民の生活支援の拡充とか、そういうこ

とで役立つものになるようにしてほしいということで、要望をしてまいりました。 
 そのときに知事政策室という方が対応してくれたんですけれども、やっぱりそういう方たち

も、地域の生の声を自分たちは聞けということで、知事からもそういう話をされていると。そ

ういう中で、集落機能維持のための、いわゆる限界集落の支援員助成制度を県で確立して、県
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内各地に支援員の配置をすることとか、集落支援員の養成を図ることということで要望をして

きました。 
 やっぱり、その地域の人たちには、なかなか宝というものが分からない部分があるんですね。

何しろ毎日の生活が不便だということがネックになってしまって、なかなか、その地域での生

活をどういうふうにしたらいいのかということまで考えられない、今、状況の中で、そういう

支援員制度というのは、全国でもいろんな成果を挙げているということで、いろんな全県のと

ころとか、全国のそういう例なんかもお聞きをする中で、その地域独特のものはあるんですけ

ども、その地域に合った、その地域の特産品とか、そういうものをいかに見い出して、それに

付加価値を付けて発展させていくのかというのは、地元の人たちだけではなかなか困難な部分

がありますので、私も本町ではこの集落支援員制度、これは大いに参考になる制度ではないか

なと。国でもこれに助成をしていますので、あらゆる方策を考えるべきだと思うんですね。た

しかにいろんな、困難なところがいっぱいあるんですけども、いろんなものが、では、この地

域には何があるのかということを模索していく中でなんとかしないと、もう本当に、先ほども

言ったように時間との戦いという部分もありますので、維持をするための方策を一刻も早く考

えていただきたいということで、この集落支援員制度についてはご存じだとは思うんですけど

も、本町の取り組みはどういうふうになっているのかということで、お聞きしたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 政策室長。 
〇政策室長（赤池義明君） 

 この集落支援員制度というのは、私も初めて聞くような名前ということで、ちょっと勉強不

足の部分がありまして、創設されて、まだ日が浅いというふうなことでございまして、全国的

にも、なんか聞くところによると、指定しているというか、２千人ぐらい。ただ、その２千人

の中でも、なかなか思うように動いていないというふうな状況があるようなことを伺っており

ます。ただ、おそらく成功例もあると思うんですが、私がちょっと、そのへんは勉強不足で、

なんとも言えません。 
 ただ、この中で国の助成制度というふうな部分のところを、ちょっと確認させていただいた

ら、特別交付税で措置されるというふうなことをお聞きしたという状況までしか、今のところ、

まだ勉強不足で大変申し訳ないんですが、これから研究をさせていただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 今の答弁をふまえて、町長はいかがでしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 支援員制度、当然、国の制度でございまして、そしてわが町に本当に馴染むかどうかという

部分もふまえ、ただし、議員、先ほどおっしゃったとおり、ここに住んでいる人間は、ここの

よさというのが比較的分かりませんから、よその目で見ていただくという部分も必要かなとい

うようにも十分考えております。 
 それから水源の里の活性化についてですが、農林水産省の制度であります例の中山間地域の
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総合整備計画、そしてワークショップでお年寄りから子どもさんまで出ていただいて、地域を

見直して、今、何が必要かという部分を、今せっかく、その調査をしている最中でございます

ので、それらも含めて、そしてまた、乗り合いタクシーもまだ試行の段階でございますけれど

も、これらも含めて、水源の里の活性化に全力を挙げていかなければならない、こういうよう

に考えておりますので、ご理解をいただければ、ありがたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 そして、もう１つ。全国水源の里連絡協議会ということで、本町も全国、今、１６０市町村

がこの連絡協議会に入ってきまして、山梨県では１０市町村の中の本町、１町ということで入っ

ていて、これからだと思うんですけども、やっぱりこれを見ましても、京都の綾部市とか、本

当に先進的なところで、いろんな成功例というのも出ているんですね。そういう意味では、先

ほどの支援員と同様に、これもせっかく、連絡協議会に入っていますので、ぜひ、これを活用

した集落づくりというか、活性化に結びつけるような方策をぜひ、全国の協議会の皆さんと一

緒に諮っていっていただきたいと。名ばかりではなくて、本当にこの中で勉強しながら、どう

したら本町に合った活性化ができるのかということで、きちんと対応していただきたいと思う

んですけども、これは町長、連絡協議会のことについてはいかがでしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 議員がおっしゃるとおり、これは平成１９年の１０月に開催された全国のシンポジウムの中

で、１１月３０日の日に設立総会がされました。おっしゃるとおり、綾部市が中心でございま

すけれども、私どもも２０年の２月に加盟をいたしました。現在、１６８市町村が加盟をして

ございます。その中で、今は情報紙「水の源」が発刊をされておりまして、それらを通じて会

員相互の情報交換をしております。もちろん、私どもの町に本当に合う部分、あるいは私ども

の町にそぐわない部分も当然、地形、その他からあろうかと思いますけれども、先進事例等も

検討する中で、これらに向かっても、水源の里のまちづくりにも頑張っていきたい、こういう

ようにも考えているところでございますから、ご理解をいただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 本当に何回もしつこく言いますけども、もう時間との戦いということで、鋭意、努力してい

ただいて、なんとかその方たちが、この集落に住んでよかったと、この町に住んでよかったと

思えるような施策を展開していただきたいと思います。 
 それでは、２点目の町立小中学校統廃合問題について、質問をさせていただきます。 
 まず最初に、３月議会における教育厚生常任委員会の付帯決議をどう受け止めるのかという

ことで、質問をさせていただきます。 
 身延町立小中学校の適正規模・適正配置等について、平成２２年度にこだわることなく、地

域の実情にも十分配慮して、総合的に対応すべきであるという決議です。これは議員それぞれ、

ご意見がありました。そうはいっても、２２年からの統廃合は拙速ではないかということで、
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いろいろご意見がある中で、付帯決議ということで教育厚生常任委員会の委員長報告というこ

とで議決をされている決議です。これについて、教育委員長、それから先ほど町長、あったん

ですけど、もう１回、確認のために町長にも、お二人に、これについてどういうふうにお考え

なのか、どう受け止めているのかということで、お聞かせいただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 教育委員長。 
〇教育委員長（小松文雄君） 

 付帯決議については、承知しております。そのために現在、保護者の方々および地域の役員

の方々、そして地域の全員の皆さまに再度説明して、皆さんの意見を十分に尊重しながら進め

たいと思います。先ほども説明したように、基本的な考えは変わらないように、一生懸命、鋭

意努力しております。 
 付帯決議につきましては、地域の皆さんのご意見を聞いて、それでもって判断してもらうと

いうふうなことを考えております。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 付帯決議に対して、どういうふうにお考えなのかということをお聞かせいただきたいと思い

ます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 教育委員長。 
〇教育委員長（小松文雄君） 

 時期尚早ということを伺っておりますけど、それについては分かっております。それにつき

ましては、地元の方の、さっきおっしゃったように、地元の皆さんのご意見をよく聞いて、そ

して判断したいと、そんなふうに考えております。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 答えになっていないと思うんですけど、私はこの付帯決議に対して、どういうお考えなんで

すかというふうに聞いているんですけど、先ほど最初のほうにおっしゃった時期尚早というの

は理解していると。そこまでは、ではこの付帯決議に対しての受け止め方ということで、理解

をしてよろしいでしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 教育委員長。 
〇教育委員長（小松文雄君） 

 それは受け止めております。そのために、地域の方にご説明しようと思っております。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 どうも噛み合わないというか、ここの議会の場で議員がみんなで、こういうふうに決めたと

いうことに対して、その重みというか、議会の重みをどう考えているのかなというのが、私、
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よく理解できないんですけれども。そこのところ、もう１回、答えてください。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 教育委員長。 
〇教育委員長（小松文雄君） 

 それは皆さんの、議会の意見は十分に尊重している次第でございます。ただ、時期尚早とい

うのは、いつまでにしろというふうな意見はないものですので、時期尚早というふうな解釈を

しながら、地域の皆さんがよければ、承知していただければ進めていきたい、そんなふうに常

に思っているわけでございます。別に議会のほうの考えを無視したりとか、軽視したというよ

うな考えは、毛頭ございません。もちろん、議会の考えをもとに、一応、地域の説明会をして、

それによって判断しようと、そういうふうに思っております。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 これ以上言っても、しょうがないのかなと。何しろ、議会の議決はきちんと重く受け止めて

いただきたいというしかないかなというふうに思っていますので、先ほど町長、同僚議員の質

問にお答えして、このことに関してお答えいただいたんですけども、ちょっと理解できないと

ころもありましたので、改めて、このことをどういうふうに、付帯決議に対して、どういうふ

うに受け止めていらっしゃるかということで、改めてお聞かせいただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 この付帯決議につきましては、皆さんがこれを受けて本会議で議決をしていただきました。

当然、この方向で、議会で決めていただきましたことですので、その方向に沿って考えること

は当然でございます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 あくまでも議会の議決というのは、尊重していただけるということで、理解をしてよろしい

でしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 それは当然のことだろうと、理解をしております。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 では、これから付帯決議をどう受け止めて、どういうふうにしていくのかというところが問

題だと思うんですね。先ほど、教育委員長がおっしゃったように、基本的には方針どおりとい

うような答弁をされていたんですけども、そうしたらいろんなご意見を伺う中で、変更とか、

そういうこともあり得るということで理解をしてよろしいんでしょうか。 
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〇議長（穂坂英勝君） 
 教育委員長。 

〇教育委員長（小松文雄君） 
 計画でございますので、あくまで、これはそれへ向かって、まい進しているわけでございま

して、ここの議会等のいろいろなご意見が出て、その計画も一部変更があり得る可能性も出ま

す。それは、しょうがないと思います。先ほど言っているように、違うほうの、場所によって

は早く進めてほしいというところもございますので、地区地区のご意見を尊重したいと思って

おります。よろしくお願いします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 分かりました。 
 ２点目の、説明会等で出た住民の声にどう応えるのかということで質問をしたんですけども、

先ほど同僚議員の質問の中でも、この問題が出てきて、いろいろな地域によって捉え方が違う

とか、温度差があるとか、お答えになったんですけども、私もやっぱり、きちっと皆さんの声

を聞きたいということで、各地区の説明会に行った方たちの話をずっとお聞きしてきました。 
 そういう中で、先ほど説明されたお話と一致するところも、もちろんあります。もちろん、

その地域によって、いろんなご意見が違うのは、私、当然だなというふうに思っているんです

ね。西嶋と静川の場合には、まだ、どっちに学校が行くのかすら決まっていないのに、なぜ来

年にできるんですかという話が、多くの方から聞かれました。将来的に統廃合をするのは仕方

がないけれども、来年にするということは、あまりにも急ぎすぎておかしいではないかという

ご意見もありました。その中で、急な説明で各自、頭が混乱してしまって、どう考えていいか

分からない。今回、説明会をして、これで終わりなんですかという声も出たそうですよね。そ

れに対して、もう今回で終わりですということを言ってお帰りになったというから、それはど

うなのかというふうに思ったんですけども、それでは理解が得られないし、もうちょっと、き

ちんとした、皆さんのお話を伺って、皆さん、すごく不安な思いを抱えていらっしゃいますね。

もちろん、子どもたちにとってということを皆さん、考えていらっしゃるんですけども、本当

にそれがいいことなのか、どうなのかというのが判断に困るということで、もうちょっと、き

ちっと説明をして、いろんな疑問や不安にお答えするようなことをどんどんやっていかないと、

これは、あとでいろんな問題が起きるんではないかなというふうに思いました。 
 豊岡のほうも、前、教育委員会から言われていたのは、豊岡の人たちはもう一刻も早く統合

してくれというような話だったというふうにお聞きはしていたんですけども、やっぱり皆さん、

地域の方も親御さんも悩んでいらっしゃいました。やっぱり皆さん、不安な思いって、いっぱ

いありまして、もちろん地域から学校がなくなるということは当然なんですけども、子どもた

ちが今まで本当に手厚く、いろいろ教育してもらっていたのが、それがいい面と、それから反

面、新しいところに行って馴染めるのかどうなのかという、そういうこととか、少人数だから

子どもたちが不利益を被るんではないかとか、やっぱり、子どもたちのことを考えるからこそ、

親たちは複雑な思いで悩んでいらっしゃる。もちろん中には、いっそのこと、下山の人たちと

一緒になれば、自分たちだけ不利になるようなことはないんだからみたいなことをおっしゃる

方も一部にはありましたけども、ほとんどの皆さんは、本当にこのまま統合していくことが子
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どもたちにとっていいことなのか、どうなのか。少人数で少なくて、かわいそうだという気持

ちもある反面、だからといって、そういう大きいところへ行って、本当に大丈夫なのかという

ことで、本当に皆さん悩んでいて、子どもたちもできたら、ここにいたいという子どもたちも

いたということもお聞きしています。 
 そういう意味では付帯決議に挙げたように、もうちょっと時間をかけて、きちっと説明をす

る中で、住民の皆さんのご意見なんかも伺いながら、この地域はどうなのか、この地域はどう

なのかということで、個々に対応すべき問題で、この町内で２つの小学校、１つの中学校とい

う、私は、最初に数があるんではないんではないかというふうにつくづく思いました。それか

ら、こういう説明会で出た不安な思いとか疑問には、どういうふうにお答えをしていくのかと

いうことで、聞かせていただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 教育委員長。 
〇教育委員長（小松文雄君） 

 説明会につきましては、先ほど、うちの課長から細かい説明がありました。ただ、私は全個

所に行っておりません。ＰＴＡ関係と各区の区長さんと役員方のときだけは私が全部、出席し

てあります。それが、どういうふうに解釈するかというと、みんな一人ひとり、ご意見が違っ

ていますので、それを統合して考えて、検討していきたいと思っております。 
 特に先ほど、先生のおっしゃった子どもさんが新しい学校に対応できるかどうかというふう

な、それは私自身も悩んでおりましたところ、ＰＴＡの説明会で、その総合に関係したお母さ

んがいらっしゃいまして、本当に、それは馴染めば、すぐ馴染んでしまう。馴染めないと悩む

のはお母さんたちだと。お母さん、お父さんが悩んでいるわけで、子どもさんたちはそんなに

悩む必要がないではないかと、そんなふうなご意見も聞いております。 
 全体としましては、統合については賛成だと。ただ、時期的な問題はいろいろ、ご意見があ

りました。要は、いろいろ考えがあるわけですので、それを統合して考えたい。 
 静川につきましては、場所は、学校が決まっていないというご意見は、たしかに決まってお

りません。それは今月の定例会でもって、確定する考えでおります。内部的な資料を作ってお

りまして、さまざまな点で、今、検討中でございます。よろしくお願いします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 先ほど質問をした、こういう不安や疑問にどういうふうにお答えになるのか、説明会を引き

続き、皆さんが納得できるまでしていく方針なのかということで、ちょっと１点、伺いたいと

思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 教育委員長。 
〇教育委員長（小松文雄君） 

 当然、説明会は皆さん、ご理解いただくまでやる予定です。西嶋の場合も、説明会のときに

学校が決まっていない、決まりましたら、またやりますというご説明を申し上げております。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
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〇１２番議員（渡辺文子君） 
 どっちになるのかというのは、今月の定例会で決まるというふうにおっしゃったんですけれ

ども、地区への説明会というのは、今月の末ですよね。西嶋のほうは最終だと聞いたんですけ

ども、そこで皆さんの意見をきちんと聞いた中で、私は決めるというのが筋ではないかなとい

うふうに思うんですけども、日程的にそれが可能なんでしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 教育委員長。 
〇教育委員長（小松文雄君） 

 皆さんのご意見を聞いてから決めなさいという考えは、持っております。ですので、今回の、

今年の私たちの定例会については、内部資料の検討でございます。それでもって内部としては、

要は外回りですね。どういうふうにしたらいいかというふうな検討会をしているわけです。そ

のあと、また地域の方々のご意見を聞いて、それを参考にしながら決定していくという考えで

ございます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 さっきおっしゃった、どっちに決めるかというのは、今月に決めるということでなくてです

か。外部といっても、どっちにするかというのを今月決めると、さっきおっしゃったような気

がしたんですけど。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 教育委員長。 
〇教育委員長（小松文雄君） 

 基本的には、今月中に決める予定でございます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 だから日程的に、それができるんですか。皆さんの意見をきちんと吸い上げて、それでその

意見を決める、決定することに反映するということが日程的にできるんですかというふうにお

聞きしているんですけども。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 教育委員長。 
〇教育委員長（小松文雄君） 

 それは、できるように努力します。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 では具体的に、ちょっと教えてください。西嶋と静川、地域の方たちの説明会はいつやられ

て、今月の定例会というのはいつなんですか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 教育委員長。 
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〇教育委員長（小松文雄君） 
 地域の役員さんの説明会は、１７日と３０日の予定でございます。そして地域の方々の説明

会は、その中で・・・では、すみません。教育長から。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 教育長。 
〇教育長（佐野雅仁君） 

 明日が、静川地区の各種団体の長を集めております。それから教育委員会は、２２日に行い

ます。それから、西嶋の各種団体が２３日です。静川の地区の人たちの説明会が２５日、２６日

です。西嶋の地域の住民の説明が２９日、３０日です。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 そうすると、物理的に無理ということですよね。そういう地元の皆さんのご意見を聞いて、

２２日の定例会に、とても無理ではないですかね。２３日、２５日、２６日、２９日、３０日

と。定例会をしたあとにご意見が出てくるということは、何回したからいいというものではな

くて、地元の皆さんのご意見やら不安に、きちっと答えた中でそういう計画が、具体的な日程

が決まってこないと、私はおかしいと思うんですね。何回したからという問題ではないと思う

んですけども、そのことについてはどうでしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 教育委員長。 
〇教育委員長（小松文雄君） 

 先ほどもご説明申し上げましたように、私たちの定例会につきましては、要は外回り、学校

として、どちらのほうが適正か、外回りの判断をしているところでございます。先ほど説明し

ましたように、各種の説明会の判断は、最終的には３０日でございます。そのへんにつきまし

ては、うちのほうとしては、緊急を要しますれば臨時教育委員会を開きます。そこらへんは、

ご了解ください。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 外回りも何も学校を決めるときには、いろんなことを総合して決めるのが普通ではないです

か。外回りから決めていくというやり方は、おかしいと思いますよ。外回りや中や、いろんな

ことを総合して、学校を決めるのが普通ではないですか。そういう意味では、そういうことを

全部、決めた中で結論を最終的に決定するというのが筋だと思うんですけども、その保護者の

方たちも、今月に決めますという話を聞いたと。そんなことで決められるんですかという声が

ありましたよね。日程的に、私もこれではちょっと無理があって、ただ説明会をしたという、

それだけなのかなと、ちょっと疑ってしまったんですけども、そうではなくて、説明会をした

んだったらしたなりに、地域の皆さんの質問にちゃんと答えるとか、不安に答えるとか、やっ

ぱり、そういうことをしていかないと、説明会をやった意味が私はないと思うんですけども、

いかがでしょうか。 
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〇議長（穂坂英勝君） 
 教育委員長。 

〇教育委員長（小松文雄君） 
 私の説明がちょっと、外回りと言ってしまったんですけども、要は内部的なハード面とソフ

ト面のことを私たち、検討しているわけでございまして、その地元の方々のご意見につきまし

ては、最終的にその意見を尊重して決めると。そういう考えでございます。 
 要は、学校としてのソフトの面の学校の構造、また、さっき言ったようにハード面の場所、

いろいろ決める因子がございまして、今、それでもって決めているわけで、それについてはど

ちらのほうがいいだろうかという事務的なあれでもって、判断しようと考えております。そし

て、それについては子どもさんの安全・安心、さまざまな点がございますので、その点を考え

て、最終的に決めるというような考えでございます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 もう、これ以上、質問しても明確な答弁が出ないということで、あと下山の方にもお聞きを

しました。そしたら、下山では保護者の方たちは人数も少ないし、仕方がないのかなというよ

うなご意見が聞かれました。しかし、子どもたちが先生にも相談をして、１、２年生にも相談

をして、２年生が生徒総会で、今の２年生の１８人で、このままで卒業したいんだと生徒会で

決めたと。そして、この思いを教育委員会に伝えようということで、手紙を書いたという話を

お聞きしています。１年生も統合したくないと。このままの仲間で卒業したいんだということ

で、本当にみんなしっかりして、少人数なのに、本当にしっかりしている子どもたちだなとい

うことで私も感動してしまったんですけども、きちっとやっぱり、自分の意見が言えるという

ことは、素晴らしいことだなというふうに思っています。 
 最初は、先ほどの同僚議員の質問に、教育委員長は子どもたち、一人ひとりの将来のために

統廃合するんだというふうにおっしゃったんです。でも本人たちが嫌だと、この仲間で卒業し

たいんだと言っている。その気持ちは、どういうふうにお考えなのかということで、その手紙

があったら、それも見せていただきたいと思うんですけど、その子どもたちの気持ちにどうい

うふうにお答えになるのか、お聞かせいただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 教育長。 
〇教育長（佐野雅仁君） 

 渡辺議員・・・手紙がないから分かりません。私のところには、手紙が来ました。町長さん

にも見せてくださいということで、町長のほうにも出してございます。反省の色もありました。

それは今の２年生たちの強い気持ちであるということを、一丸となってこういうふうにしたい

という思いはひしひしと、私たちには伝わってきております。 
 今、言われたように、今年を送って、また来年も送るというようなことは、ちょっと不可能

ではないかと思っています。でございますので、分かりましたと、その心はよく受け止めます

と。私が一存に決めるものではございませんけれども、生徒方にはそうお伝えくださいという

ことは、校長先生を通して言ってあると思います。 
 ですから、今の生徒の問題、生徒たちが考えたことですので、これはウエイトが高いと思っ
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ております。また、それが地域の人たち、また学校の先生方等々ございますけども、やはり委

員長が言っているように子どものためにするわけでございまして、子どもを優先していくとい

うのが本来の考え方でございますので、今の手紙につきましては、それ相当にまた委員会でも

考えていかなければならないと思っております。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 子どものためとおっしゃっていますけども、子どもたちが嫌だというものを、今年送って、

来年というわけにはいかないと、それは子どもの気持ちを無視しているということの回答しか、

私にはちょっと受け取れなかったんですけども、子どもたちは、そういう大人に手紙を出した

んですね。だから、きちっと返事を書いていただきたい。返事が来ていないと。校長先生にお

伝えしたのかも分からないですけど、教育委員会としてはこうなんだということを、子どもの

気持ちに応えていただきたい。返事は、まだ来ていないというふうに言っていたんですけども、

やっぱり、私は返事を出すべきだと思いますね。校長を通じてどうのこうのという問題では、

ないと思いますよ。本当に子どもたちが真剣に思い悩んで、どうしたらいいかということで考

えて、では手紙を書こうといって、みんなで頑張って書いた手紙ではないですかね。その気持

ちを、子どものためということで無視していいというわけには、私はいかないと思うんですね。

そういう意味では、最大限、子どもたちの気持ちを考えて、もう１回、せめて、きちんと子ど

もと話し合うとか、そういう対処をすべきだと思うし、大人への信頼にもなりますし、町への

信頼にも、私はなると思うんですね。そういう意味では、きちっと答えていただきたい、返事

はきちんと出していただきたいというふうに思いますけども、いかがでしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 教育委員長。 
〇教育委員長（小松文雄君） 

 申し訳ございません。私、直接、それを見ていないもので、誰の名前で来たのか、ちょっと

分からないんですが、一応、来たということは、教育長から説明を受けましたけど、内容をも

う１回、検討しまして、ちゃんと分かっている、個人的に来たのか、それともクラスで来たの

か。そこらへんをちょっと検討して、返事を書く予定です。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 生徒総会で決定して出したと、私、さっき言ったんです。それをなぜ、教育委員長が知らな

いかということ自体が、私はどうなのかなと思いますね。大事なことではないですか。子ども

たちの気持ちをどう考えているのかなと、私、思います。そんなものは、来なかったら、自宅

に届けたって、こういうものが来たということをきちっと伝えるべきだし、それに対して、で

はどうしようかということを考えるべきだと思います。子どものためとおっしゃっているけど、

本当に子どものためを思っているのかなというのを、私は疑問に思います。 
 最後に町長にお聞きしたいんですけども、１中２小で、このまちづくり、まちづくりは人づ

くりと言いますけれども、本当にこの町が将来的に１中２小で、きちんとしたまちづくりがで

きるのか、どういう町をつくっていこうとされているのかということで、最後に町長に伺いた
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いと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 私は就任後、一貫して、答申を尊重はいたします。しかし、住民の理解を十分得て、そして

決定をしていただくと、こういうように答えているところでございます。今も変わりはござい

ません。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 加えて、今の子どもたちの手紙について、町長はお読みになったということなんですけども、

それについて、どういうふうにお考えなのか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 子どもたちが書いてくれた手紙も読ませていただきました。涙が出る思いもしましたけども、

ただし、大人の私からちょっと考えさせていただくと、これがすべて１００％かなという部分

も若干はございますので、当然、子どもの意見も尊重しなければいけませんし、私は皆さんの

意見を聞く中で考えますと言っていますから、子どもは意見ではございませんと、少しも言っ

ておりません。したがいまして、子どもの意見も十分、尊重する中で検討していただいて、そ

して私どものほうへ来た場合においては、今度は条例のほうは、私のほうから皆さんのほうへ

出させていただくと、こういうことになろうかと思いますので、子どもの意見も大人の意見も

同じでございます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 まだまだ続けたいんですけど、時間がないので、しょうがないので打ち切って、次にいきた

いと思います。 
 次、３点目ですね。国民健康保険の減免についてということで、国民健康保険税の減免制度

について、まず最初に伺いたいと思います。 
 ご存じのように、今、大変な世の中で、いろんな税金にしても、なんにしても滞納が多いと

いうことで、皆さん必死で払っていらっしゃるのが現状だと思うんですね。特に国民健康保険

というのは、自営業とかサラリーマン以外の方たち、農業をされている方とか自営業者の方た

ちが入っているので、本当に景気をもろに受けて、本当に大変な生活の中で、皆さん必死な思

いで税金を払っている。特に国民健康保険税は医者にかかれないと困るということで、もう本

当に、私のところにも高くて大変だという声もたくさん、出てきています。 
 そういう中で、もう３月議会で、国保税というのを上げてしまいましたので、どうしたら、

困っている方たちを救えるのか、そういうことをやっぱり考えないといけないと思うんですね。

特に身延町というのは、低所得者層が多い町ですので、それなりにやっぱり、生活支援という

意味で、きちっと対処していかないといけないと思います。 
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 ４月２１日の新聞で、甲府が国保税減免の要件緩和ということで、新聞に出ていました。５月

２６日、笛吹市でやっぱり減免を拡充したということで、県内ではこの２つの市ということな

んですけども、やっぱり、今、大変な時期にきまして、国保税というのは滞納したら短期証し

かもらえないということで、資格証明書はないということで安心したんですけども、短期証と

いうことで、皆さん、必死でお金を払いながら、短期証をもらっているという状況があります。 
 そういう中で、決算状況の中で１５、１６、１７、１８、１９ということで、国保の滞納も

本当に毎年、上がっていますよね。その中でやっぱり、国民健康保険税の減免制度、これはぜ

ひ、本町のような町には必要な制度だと思いますので、これについて、どういう見解でいらっ

しゃるのか、お聞かせいただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 税務課長。 
〇税務課長（依田二朗君） 

 お答えいたします。 
 今、国民健康保険の軽減制度というのは、一定所得以下の世帯を対象に均等割と平等割を７割、

５割、２割というふうに軽減しております。甲府市と笛吹市が減免しているのは、所得分のほ

うの軽減ということであります。その制度については、今、身延町でもやったらどうかという

提案だと思いますが、一応、笛吹市が今年から始めたということで、現在、本算定が終わった

時点で、減免の申請を受け付けて審査して軽減するということで、今のところ３人が申請用紙

を持っていっているということでした。甲府市では１９年度に１５件、申請があったというよ

うなことです。身延町の社会保険から国保へ加入した人の状況をちょっと見ましたら、１６年

度が６２６人、１７年度が６７６人、１８年度が６５２人、１９年度が５２３人、２０年度は

５２３人というような状況で、景気の悪化によって離職者が増えているとも、はっきり言い切

れる状況ではなかったということと、それから届け出の関係をちょっと調べて、その失業かと

いうことが分かるかどうかということで確認したんですが、届け出だけではちょっと判断でき

ないということで、もう少し、この制度については研究させてもらいたいと思います。できる

ことでしたら、検討してみたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 渡辺君。 

〇１２番議員（渡辺文子君） 
 減免には法定減免もありますよね。それはもう、申請しなくてもできるということは理解し

ているんですけど、やっぱり、そういう制度もあるか、ないかで、皆さんがそれをご存じで、

では申請してみようということになるかどうか。ご存じなければ、申請もできないわけですか

ら、やっぱり、それは制度をきちんとつくる中で、国民健康保険法の７７条にもありますよう

に、こういうふうに生活に困っている世帯や、収入が著しく減った世帯などが対象になるとい

うことで、法的にもきちっとした根拠がありますので、ぜひ検討していただきたいと思います。 
 一部負担金の減免制度ということで、これは３割負担の部分ですよね。これは４４条に規定

されていますので、これもやっぱり、きちっと法律にありますので、大変な人たちが、この制

度がなければ、知らなければできない申請ですので、ぜひこれも検討していただきたいと思い

ますけども、一言、お答えをいただきたいと思います。 
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〇議長（穂坂英勝君） 
 町民課長。 

〇町民課長（秋山和子君） 
 それでは、国民健康保険の一部負担金の減免制度ということで、お答えさせていただきます。 
 一部負担金の減免は、いずれも特別の理由がある被保険者で、一部負担金の支払いが困難と

認められる者に対して行うことができるとされております。これは国保の４４条、先ほど議員

さんのほうからお話がありました４４条に定められております。このうちの特別な理由という

のが一部負担金の支払い、または納付の義務を負う世帯主、または組合員が震災、風水害、火

災、その他、これに類する災害により死亡し、障害の状態となり、または資産に重大な損害を

受けたとき、また干ばつ、冷害、凍霜害等により農作物の不作等により収入が減少したとき、

ならびに事業、または業務の休廃止、失業等により収入が著しく減少したとき等、いずれかの

事由に該当したことにより、その生活が著しく困難となった場合において、保険者が一部負担

金の減免の必要があると認めるとき、そのものの申請によって行うことができるとされており

ます。一応、この４４条をふまえた中で、申請が出された時点においては、各関係部署との連

携を密にした中で協議し、対応していきたいと思っております。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 最後、４点目に移りたいと思います。 
 町内の中小零細の建設関係業者は、景気の後退と大手住宅メーカーが市場に参入を強めたた

め、仕事の減少に悩んでいます。こうした中で仕事の確保につなげようと、各地で住宅リフォー

ム助成制度に注目が集まっています。この制度は住宅のリフォームを行うとする町民に、町内

業者を使うことを条件に費用の一部を助成するもので、建設業だけでなく、電気や水道など幅

広い業種に仕事がまわり、投資した資金の２０倍程度の波及効果があるといわれています。 
 今、全国の自治体では、この制度を緊急経済対策として位置づけ、創設、復活、拡大する動

きが強まっています。全国商工団体連絡会の調査によると、５月１１日現在、実施しているの

は１９都道府県、８３自治体となっています。広島県三次市では、２００４年度に発足した制

度が３年限りの支援事業であったため、２００７年度にいったん打ち切られましたが、地域経

済への波及効果が大きく要望も強いことから、２００８年度には復活し、補助金額も倍化され、

利用も広がっているということです。６月１２日に日本共産党山梨県議会として県に行ったと

きも、県でこの制度を設け、市町村に促進をしていただきたいという要望もしてまいりました

けれども、本町においてはどういうふうに、この制度を設置していただきたいんですけども、

いかがでしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 最後の質問になりますが、いいですね。 
 （はい。の声） 
 町長。 

〇町長（望月仁司君） 
 ただいまのリフォームの制度のことでございますけども、制度はともかくとして、わが町に

は、今現在、東海地震、今こそ正しく恐れて、しっかり備えましょうということで、それぞれ
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の住宅の耐震診断を無料でする方向で考えております。これらにつきましても、広報等で皆さ

んにお示しをしているんですけれども、私どもで考えている件数には達していないのが事実で

ございます。そうして、それを受けて、木造住宅の耐震の改修事業という補助事業もございま

す。これらにつきましても、年に１ないし２件というような状況でございまして、本当に制度

の必要性があるかどうかというような部分につきましては、もう一度、検討をさせていただき

たいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 先ほどの耐震のことに関しては、もちろん耐震が無料なんですけども、そのあとの補強にす

ごくお金がかかる。そこで皆さん、二の足を踏んでいると思うんですね。そんなにお金がかかっ

たら、自分が１人だったりしたら、そんなお金を出せないし、出さないですよね。そこのとこ

ろを、やっぱり、そういう町だからこそ、きちっと考えて、この町に合った対策を、私は考え

なければいけないんではないかなと思うんですね。もちろん、災害が起きたときには大変だか

ら、町ではそういうふうにおっしゃるけれども、実際問題、自分が家に住まなくなったら、こ

の家は誰も住まないというところにお金はかけないですから、かけられないですから、そうい

う意味では、この町に合った施策というか、そういうことをやっぱり考えていかないと無理で

はないかなと。いくら町で危ないですからといっても、無理ではないかなというふうに思うん

ですね。そういう意味で、この問題はちょっとしたものでも、できるということで、波及効果

があると思うので、ぜひ、そのへんはよろしくお願いいたします。 
 以上をもって、終わりにいたします。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 以上で渡辺文子君の一般質問は終わりましたので、渡辺文子君の一般質問は終結いたします。 
 通告されました一般質問は、すべて終了いたしました。 
 議事の途中ですが、ここで暫時休憩といたします。 
 再開は、２時１５分といたします。 

休憩  午後 ２時００分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午後 ２時１５分 
〇議長（穂坂英勝君） 

 休憩前に引き続き、再開いたします。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   日程第２ 委員会の閉会中の継続審査について、議題といたします。 

 総務常任委員会委員長、教育厚生常任委員会委員長、産業建設常任委員会委員長、議会運営

委員会委員長、議会広報編集委員会委員長から所管事務調査について、会議規則第７４条の規

定によって、お手元に配布しました申出書のとおり、閉会中の継続審査の申し出がありました。 
 お諮りいたします。 
 以上、５委員会から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
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 よって、総務常任委員会委員長、教育厚生常任委員会委員長、産業建設常任委員会委員長、

議会運営委員会委員長、議会広報編集委員会委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査と

することに決定いたしました。 
 お諮りいたします。 
 本日、町長より追加議案が提出されました。 
 これを日程に追加し、追加日程として議題にしたいと思いますが、これにご異議ございませ

んか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、追加日程として議題とすることに決定いたしました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第１ 追加提出議案の報告、並びに上程を行います。 

 議案第７４号 平成２１年度身延町一般会計補正予算（第２号）について 
 議案第７５号 平成２１年度身延町青少年自然の里特別会計補正予算（第２号）について 
 議案第７６号 財産の取得について 
 議案第７７号 財産の取得について 
 同意第４号 人権擁護委員候補者の推薦について 
 同意第５号 人権擁護委員候補者の推薦について 
 同意第６号 人権擁護委員候補者の推薦について 
 同意第７号 人権擁護委員候補者の推薦について 
 同意第８号 人権擁護委員候補者の推薦について 
 以上、９件を一括上程いたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第２ 追加提出議案の提案理由の説明を求めます。 

 議案第７４号から議案第７７号、同意第４号から同意第８号までについて、町長。 
〇町長（望月仁司君） 

 追加提出議案を一括で、提案の説明を申し上げます。 
 まず議案第７４号 平成２１年度身延町一般会計補正予算（第２号）。 
 平成２１年度身延町の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出予算それぞれ４億８，７１８万１千円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９２億７，５７３万１千円とする。 
 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
 平成２１年６月１６日 提出 

身延町長 望月仁司 
 以下につきましては、提出年月日ならびに提出者は同じでございますので、省略をさせてい

ただきます。 
 次に議案第７５号 平成２１年度身延町青少年自然の里特別会計補正予算（第２号）。 
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 平成２１年度身延町の青少年自然の里特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところに

よる。 
 （歳入歳出予算の補正） 
 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出予算それぞれ１，５００万円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ６，１０９万８千円とする。 
 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
 次に議案第７６号 財産の取得について。 
 身延町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得、または処分の範囲を定める条例（平成

１６年身延町条例第５０号）第３条の規定に基づき、下記のとおり財産を取得することについ

て、議会の議決を求める。 
記 

 １．財 産 の 種 類 身延町立学校用地上デジタル放送対応液晶テレビ 
 ２．物品名および数量 テレビ７９台（普通教室用５２Ｖ型６６台 職員室用３２Ｖ型

１３台） 
 ３．購 入 金 額 １，４６３万５，９５０円 
 ４．購 入 先 南巨摩郡身延町身延３７０９番地 
            有限会社山田電気商会 代表取締役 山田哲夫 
 提案理由 
 地上デジタル放送に対応するため、身延町立学校のテレビの機種を更新するにあたり、議会

の議決が必要である。 
 これが、この議案を提出する理由である。 
 次に議案第７７号 財産の取得について。 
 身延町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得、または処分の範囲を定める条例（平成

１６年身延町条例第５０号）第３条の規定に基づき、下記のとおり財産を取得することについ

て、議会の議決を求める。 
記 

 １．財 産 の 種 類 防災備蓄倉庫ほか 
 ２．物品名および数量 防災備蓄倉庫１８基 ホワイトボード３台 ワンタッチテント

１９基 毛布２，６００枚 携帯型非常用簡易トイレ５７基 
 ３．購 入 金 額 ４，１８８万７８３円 
 ４．購 入 先 甲州市塩山三日市場２２７３番地 
            有限会社ヤマト商事 取締役 花輪明 
 提案理由 
 各種災害に対応するために、主要避難所等に配置する防災備蓄倉庫および防災備品の購入に

ついて、議会の議決が必要である。 
 これが、この議案を提出する理由である。 
 次に同意第４号 人権擁護委員候補者の推薦について。 
 人権擁護委員の候補者として次の者を推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項の規定

により、議会の意見を求める。 
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記 
 住  所 山梨県南巨摩郡身延町宮木５１７番地 
 氏  名 高野雅史 
 生年月日 昭和１８年２月２０日生まれ 
 提案理由 
 平成２１年９月３０日に高野雅史委員の任期が満了するので、その後任委員を選任したい。 
 これが、この議案を提出する理由である。 
 次に同意第５号 人権擁護委員候補者の推薦について。 
 人権擁護委員の候補者として次の者を推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項の規定

により、議会の意見を求める。 
記 

 住  所 山梨県南巨摩郡身延町北川５２８７番地 
 氏  名 小林五百子 
 生年月日 昭和１９年１０月１３日生まれ 
 提案理由 
 平成２１年９月３０日に小林五百子委員の任期が満了するので、その後任委員を選任したい。 
 これが、この議案を提出する理由である。 
 次に同意第６号 人権擁護委員候補者の推薦について。 
 人権擁護委員の候補者として次の者を推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項の規定

により、議会の意見を求める。 
記 

 住  所 山梨県南巨摩郡身延町帯金１４７番地１ 
 氏  名 千須和百合子 
 生年月日 昭和２０年７月２０日生まれ 
 提案理由 
 平成２１年９月３０日に千須和百合子委員の任期が満了するので、その後任委員を選任した

い。 
 これが、この議案を提出する理由である。 
 次に同意第７号 人権擁護委員候補者の推薦について。 
 人権擁護委員の候補者として次の者を推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項の規定

により、議会の意見を求める。 
記 

 住  所 山梨県南巨摩郡身延町中山１８７６番地 
 氏  名 遠藤和美 
 生年月日 昭和２１年１２月１５日生まれ 
 提案理由 
 平成２１年９月３０日に遠藤和美委員の任期が満了するので、その後任委員を選任したい。 
 これが、この議案を提出する理由である。 
 次に同意第８号 人権擁護委員候補者の推薦について。 
 

 １１０



 人権擁護委員の候補者として次の者を推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項の規定

により、議会の意見を求める。 
記 

 住  所 山梨県南巨摩郡身延町梅平２４８番地 
 氏  名 望月さと子 
 生年月日 昭和２４年１月１３日生まれ 
 提案理由 
 平成２１年９月３０日に望月秀哉委員の任期が満了するので、その後任委員を選任したい。 
 これが、この議案を提出する理由である。 
 以上９件につきまして、提案理由を申し上げました。 
 なお、詳細につきましては担当課長より説明をさせますので、よろしくご審議の上、ご議決

くださいますよう、お願いを申し上げます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 町長の説明が終わりました。 
 次に担当課長より、追加提出議案の詳細説明を求めます。 
 はじめに議案第７４号、議案第７６号、議案第７７号について、財政課長。 

〇財政課長（笠井一雄君） 
 それでは議案第７４号 平成２１年度身延町一般会計補正予算（第２号）の詳細説明をさせ

ていただきます。 
 まず、７ページをお開きください。歳入でございます。 
 １４款国庫支出金、２項６目総務費国庫補助金の１節総務費補助金に４億２，６９３万９千

円。地域活性化・経済危機対策臨時交付金を計上させていただきました。 
 １９款１項１目１節繰越金でございますが、３，０２４万２千円の計上でございます。これ

につきましては、当然、交付金につきましては１０分の１０の事業でございますが、一般財源

を投入しなければ、執行上、不都合でございますので、繰越金を充てさせていただきます。 
 ２０款諸収入、４項１目２０節農地有効利用支援整備事業交付金ということで、３千万円で

ございます。この３千万円につきましては、国が実施する農地有効利用支援整備事業で、もと

もとは、実質的には国の補助金でございますが、県の土地改良事業団へ補助金がございまして、

そこを経由して本町にまいりますので、本町では雑入で受け入れさせていただきます。 
 次の８ページをお願いいたします。 
 歳出でございますが、２款１項１目一般管理費でございます。ここの一般管理費につきまし

ては、２０１１年７月２４日にアナログ放送が終了し、地上デジタル放送への完全移行に対応

するため、公共施設のテレビ等を整備する。また、低炭素化社会づくりの対策としまして、老

朽化しました公用車を環境負荷の少ない低公害車に更新するための購入費でございます。 
 １８節備品購入費に地上デジタル対応テレビ等、これはテレビ５２型８台、３２型２６台、

２５型を５台、２０型３６台。またアンテナやテレビスタンド、ＤＶＤデッキを購入する費用

でございます。また機械器具費といたしまして、軽自動車を４台。公用車でございますが、エ

コ系自動車を、平成２０年度燃費基準２５％達成車を４台、計上させていただきました。合計

で１，４７６万６千円でございます。 
 １２節の役務費につきましては、テレビ等の購入に伴いまして、古いテレビをリサイクルし
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なければならないということで、リサイクル料２１万３千円。それから車の登録手数料等、

１７万１千円。合計３８万４千円。それから自動車損害保険料４台分、１０万６千円の計上で

ございます。 
 ２７節公課費につきましては、自動車の重量税４台分、１万４千円でございます。 
 ３目の財産管理費でございますけども、町内にあります使用見込みのない老朽化施設を取り

壊す費用でございます。工事請負費に１，１８１万３千円。これにつきましては、曙地区町民

プールの解体撤去、下山町民プールの解体撤去の工事費を計上させていただきました。 
 １２節役務費につきましては、手数料６万３千円でございますけれども、これはプール解体

に伴います、浄化槽の汲み取りの手数料でございます。 
 ４目企画費でございます。平成２０年の１０月１４日に告示をいたしました、身延町の産業

立地事業費助成金交付要綱に基づきまして、町内おける製造業等の事業を行うものに助成する、

助成金を計上させていただきました。４，１２５万円でございます。投下固定資産額の１００分

の１でございまして、岐阜プラスチック工業株式会社に助成をいたします。 
 ７目のバス運行対策費でございます。地球温暖化対策を促進するため、老朽化した町営バス

の車両をＣＯ２排出が少ない車両へ更新するものでございます。備品購入費に２，０５０万円。

路線バス、５４人乗りのバスを１台購入します。新早川橋～鰍沢線でございます。 
 役務費の５万６千円でございますが、手数料、バスの登録所費用が４万２千円。それから自

動車損害保険料が１万４千円です。 
 ２７節の公課費でございますが、自動車従量税を７万６千円、計上させていただきました。 
 続きまして、７項の国土調査費でございますが、１目に地籍調査費として公共測量１級基準

点の設置業務として、１，１００万円を計上させていただきました。公共測量１級基準点につ

きましては、町内で実施する測量の基礎となるためのものでございまして、あと町内で４０点

の設置が必要でございますが、当初予算に１０点、予算計上してあるため、今回、残りの３０点

を設置する費用を計上するものでございます。 
 ３款１項３目高齢者福祉費でございます。高齢者の緊急時の通報システムおよび安否確認を

するため、平成１３年、１４年度に導入をしました、ふれあいペンダントを法定耐用年数７年

で、今年度更新しなければならないということで、緊急通報システムふれあいペンダントを備

品購入ということで７９３万円、１１８台を購入する費用を計上させていただきました。 
 ６目高齢者保養施設費でございますが、高齢者対策および温泉施設の活性化を目的としまし

て、門野の湯の老朽化に伴う施設整備の経費でございます。 
 工事請負費といたしまして、門野の湯の改修工事費２，３８３万５千円を計上させていただ

きました。 
 １３節委託料１０３万２千円につきましては、これらの改修工事の設計工事管理業務でござ

います。 
 ２項の児童福祉費でございます。１目児童福祉総務費、ここにつきましては、町立保育所の

防災対策整備のため、各保育所の実情により強化ガラス整備および、飛散防止フィルムを設置

する経費でございます。工事請負費につきましては、１，００３万８千円。これは静川保育所

を除く４園の耐震用の強化ガラス・飛散フィルムを設置する工事でございます。 
 １３節委託料につきましては、１００万円でございますけれども、これらの設計管理業務の

委託料でございます。 
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 続きまして、６款１項４目農業総務費でございます。ここにつきましては、農業用施設を管

理整備することにより、農業従事者の施設管理の省力化を図るため、老朽化した農道および農

業用排水水利施設の管理整備をするための経費を計上させていただきました。国の農地有効利

用支援整備事業を取り入れて、実施するものでございます。 
 工事請負費につきましては、５，５００万円。工事個所につきましては、次のページにも書

いてございますけども、農道改良２路線、用排水路改良工事２２カ所、用水ポンプ設備工事２カ

所の２６カ所、整備する予定になっております。 
 １３節の委託料６００万円でございますが、これにかかってまいります測量業務委託の経費

でございます。 
 次の１０ページをお願いいたします。 
 １０ページの下のほうになりますが、２項の林業費、３目林業土木費でございます。ここに

つきましては、林道用施設の簡易整備をすることにより、林道従事者および一般通行車両の安

全対策を図るため、林道および付帯施設の管理整備をするための経費でございます。 
 １５節工事請負費に１千万円を計上させていただきました。これにつきましては、林道折八

古関線、大磯小磯線、三石山線の改良工事でございます。 
 次の１１ページでございますが、７款２項１目の観光費でございます。町内の看板について

は、合併後、いまだに統一がなされていないため、観光拠点、１６カ所の看板を新設および更

新し、統一されたサイン整備をする経費を計上させていただきました。工事請負費といたしま

して、１，２８５万２千円。町内の看板を整備する工事費でございます。 
 ８款１項１目の土木総務費でございます。橋梁の長寿命化を図るため、今後、予防的な対策

を講ずるために、橋梁の点検を実施する経費でございます。 
 １３節委託料に２，２００万円を計上させていただきました。これにつきましては、１５メー

トル以上の橋梁、８８橋が対象になります。 
 ２項１目道路橋梁維持費でございます。道路利用者が日々安全で快適に利用できるよう、道

路施設の維持補修を行う経費を、ここに計上させていただきました。 
 １５節工事請負費でございますけれども、９，９４０万円でございます。これにつきまして

は法面の保護工、ガードレール設置工、それから落石防止棚の設置工、それから舗装修繕工事

等でございます。 
 １３節委託料につきましては１，１６０万円でございまして、静川、大須成、曙線の測量ほ

か、測量設計５路線の経費を計上させていただきました。 
 １２ページをお願いいたします。 
 １０款１項１目教育委員会でございます。これにつきましては、町内の各小中学校の防災対

策としまして、強化ガラス・飛散フィルム設置および身延地区の小中学校教師用パソコンを、

古くなったため更新する経費でございます。 
 まず１５節の工事請負費でございますが、下山小学校を除いた小学校８校、中学校５校、

１３校分の強化ガラス・飛散防止フィルム設置工事費でございます。６，５００万円でござい

ます。 
 １３節委託料につきましては３５０万円で、これらにかかります設計管理業務でございます。 
 １８節の備品購入費に１，３５０万円につきましては、身延地区の教師のパソコン、これは

平成１２年に設置をしたものでございますけども、古くなっておりましてメール等もできない
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ような状況になっております。７９台を更新するものでございます。 
 続きまして、４項の１目社会教育総務費でございます。青少年自然の里における安定した水

源の確保をするため、施設の水道整備を更新するため、青少年自然の里特別会計に繰り出す経

費でございますが、１，５００万円を繰出金として計上させていただきました。 
 それから６項保健体育費の、５目体育施設費でございます。これにつきましては、町民１ス

ポーツ事業の拠点として遅沢スポーツ広場と、それから下部地区の町民運動場を整備する経費

でございます。 
 まず１５節工事請負費に、２，８４２万９千円を計上させていただきました。これにつきま

しては、遅沢スポーツ広場のトイレの設置工事、それから遅沢スポーツ広場のパークゴルフ場

の整備、人工芝を４５０平方メートル張ったり、鉄板の橋を水路に架けるというような工事に

なりますが、整備工事でございます。それから下部地区の町民運動場の駐車場の整備工事、こ

れは舗装が２，５１６平方メートルということになります。あと、それに伴いまして、町民運

動場に屋外トイレがございますが、これを撤去する費用、モルタルコンクリート造りのトイレ

を約１１平方メートルでございますが、１棟撤去する費用を２，８４２万９千円ということで、

計上させていただきました。 
 １３節委託料につきましては、これにかかります用地調査業務測量設計業務７６万７千円で

ございます。これらの予算計上は、５月２９日、国で成立しました地域活性化・経済危機対策

臨時交付金で、交付対象事業は６月４日の県の事前審査を受けております。各課に施設等の整

備の懸案事項を提案させ、９５件、１６億８，３６０万円余りの提案があったものの中から、

経済対策となり事業が早い時期に取り掛かれ、またできるだけ地域の中小企業の受注に配慮し、

また国県の補助がなく、起債等の対象事業にならないものを幹部職員で選出をさせていただき

ました。 
 ご審議をいただき、ご議決いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 続きまして、議案第７６号の詳細説明をさせていただきます。 
 説明をします前に、１点お詫びと訂正を申し上げます。 
 議案第７６号の提案理由のところ、一番下から２行目になりますが、「地上デシタル」という

ことで、地上デジタルのデジタル放送ということで、シに点が抜けておりますので、ご訂正を

お願いいたします。大変、申し訳ございません。 
 それでは、７６号の関係資料をお開きください。 
 買い入れる財産の種類でございますが、身延町立学校用の地上デジタル放送対応液晶テレビ

ということでございます。 
 見積もり依頼通知を５月１８日、通知いたしました。 
 見積もり書の提出は、５月２５日でございます。 
 予定価格 １，８５３万４千円。これは消費税を抜いてございます。 
 見積もり業者といたしましては、社名、見積もり金額、率の順で読み上げますが、有限会社

富士川電気商会１，４９０万７，６１９円、８０．４３％。笠井ラジオ店、見積書未提出でご

ざいます。有限会社山田電気商会１，３９３万９千円、７５．２１％。望月電気商会１，４８８万

３，８０９円、８０．３１％。カタダ電化サービス、見積書未提出でございます。木内電器サー

ビス１，７０２万８，５７１円、９１．８８％。今村テレビ１，７２８万４，５０９円、９３．

２６％。有限会社高野電気商会、見積書未提出でございます。 
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 開札日と場所でございますが、５月２５日、身延町で開札をいたしました。 
 落札者でございますが、有限会社山田電気商会。 
 仮契約金額は、消費税込みでございますが、１，４６３万５，９５０円でございます。 
 なお、納入期限については８月２５日。納入場所については、身延町の各学校の教室および

職員室でございます。 
 省エネ基準の４つ星以上をお願いしてございます。 
 以上、７６号の詳細説明を終わらせていただきます。 
 次に議案第７７号 財産の取得について、詳細説明をさせていただきます。 
 関係資料をお願いいたします。 
 買い入れる財産の種類といたしましては、防災備蓄倉庫ほか。 
 見積もり依頼通知が５月２２日でございます。 
 見積もり書の提出が６月５日でございまして、予定価格が４，９８０万円。 
 見積もり業者といたしまして、東八防災、これにつきましては失格でございます。この失格

の理由としましては、ドア部分の吊り下げ式の防災倉庫が見積もることができないとういこと

で失格でございます。三和防災株式会社５，１３７万１千円、１０３．１５％。有限会社ヤマ

ト商事３，９８８万６，４６０円、８０．０９％。有限会社中村ポンプ工作所４，９８５万６，

４００円、１００．１１％。東ポン商会５，２０５万１，２００円、１０４．５２％でござい

ます。 
 開札日と場所につきましては６月５日、身延町役場でございます。 
 落札者につきましては、有限会社ヤマト商事。 
 仮契約金額は４，１８８万７８３円でございます。 
 納入期限は８月２６日。場所といたしましては、町指定主要避難所等でございます。 
 以上、議案第７７号の詳細説明とさせていただきます。 
 以上で、詳細説明を終わらせていただきます。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 次に議案第７５号について、生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（佐野正美君） 
 議案第７５号 平成２１年度身延町青少年自然の里特別会計補正予算（第２号）の詳細説明

を申し上げます。 
 ６ページをお開きください。 
 歳入ですけども、４款繰入金、１項一般会計繰入金１，５００万円でございます。 
 ７ページをご覧いただきたいと思います。 
 歳出、１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、１５節の工事請負費でございます。

青少年自然の里水道施設の改修工事費ということで、１，５００万円の計上でございます。自

然の里は、豊かな自然の中で集団宿泊生活を通して、自立、責任、協力、友愛等の尊さを体験

的に学習しまして、心豊かな青少年を育成する教育施設としまして、身延町平須に昭和６２年

に開所して以来、今年で２３年目を迎えたところであります。毎年、県内外の小中学生、青少

年団体等、約９千人が利用しております。しかしながら、自然の里の給水施設は年数の経過と

施設の老朽化により濾過槽からの漏水等、劣化が著しく、毎年給水量、良質な水の確保に苦慮

しているところであります。 
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 毎年、少しずつ、小規模な修繕をしまして、なんとか給水の確保をしてきたところでありま

すけども、今回、地域活性化・経済危機対策臨時交付金の対象事業に計上していただきまして、

取水施設、給水施設、ろ過設備等、根本的に改修を行いまして、将来に向けて安心かつ安定し

た給水量を確保しまして、訪れた利用客が安心して活用できる施設として整備していきたいと

いうものであります。よろしくお願いいたします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 お諮りいたします。 
 同意第４号から同意第８号までは人事案件でありますので、詳細説明を省略したいと思いま

すが、これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、同意第４号から同意第８号までの５議案につきましては、詳細説明を省略いたしま

す。 
 以上で、追加提出議案の説明は終了いたしました。 
 お諮りいたします。 
 同意第４号から同意第８号までにつきましては人事案件でありますので、質疑・討論を省略

し、採決を行いたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、同意第４号から同意第８号までにつきましては質疑・討論を省略し、採決を行うこ

とに決定いたしました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第３ 追加提出議案に対する採決を行います。 

 同意第４号について、原案のとおり同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、同意第４号 人権擁護委員候補者の推薦については山梨県南巨摩郡身延町宮木

５１７番地、高野雅史氏、昭和１８年２月２０日生まれに同意することに決定いたしました。 
 同意第５号について、原案のとおり同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、同意第５号 人権擁護委員候補者の推薦については山梨県南巨摩郡身延町北川

５２８７番地、小林五百子氏、昭和１９年１０月１３日生まれに同意することに決定いたしま

した。 
 同意第６号について、原案のとおり同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、同意第６号 人権擁護委員候補者の推薦については山梨県南巨摩郡身延町帯金

１４７番地１、千須和百合子氏、昭和２０年７月２０日生まれに同意することに決定いたしま

した。 

 １１６



 同意第７号について、原案のとおり同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、同意第７号 人権擁護委員候補者の推薦については山梨県南巨摩郡身延町中山

１８７６番地、遠藤和美氏、昭和２１年１２月１５日生まれに同意することに決定いたしまし

た。 
 同意第８号について、原案のとおり同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 全 員 ） 
 起立全員であります。 
 よって、同意第８号 人権擁護委員候補者の推薦については山梨県南巨摩郡身延町梅平

２４８番地、望月さと子氏、昭和２４年１月１３日生まれに同意することに決定いたしました。 
 以上で、追加提出議案の同意第４号から同意第８号までの採決は終了いたしました。 
 なお、追加提出議案の議案第７４号から議案第７７号までの４議案に対する質疑・討論・採

決については６月１９日の本会議で行いますので、ご理解とご協力をよろしくお願いいたしま

す。 
 以上で本日の議事日程はすべて終了いたしましたので、これをもちまして散会といたします。 
 ご苦労さまでございました。 

〇議会事務局長（遠藤守君） 
 それでは、相互の礼で終わりたいと思います。 
 ご起立をお願いいたします。 
 相互の礼。 
 ご苦労さまでした。 

散会 午後 ３時００分 
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平成２１年第２回身延町議会定例会（３日目） 

 
平成２１年６月１９日 
午前１０時００分開議 
於 議 場 

 
１．議事日程 

 
追加日程第１ 追加提出議案に対する質疑 
追加日程第２ 追加提出議案に対する討論 
追加日程第３ 追加提出議案に対する採決 
追加日程第４ 追加提出議案の報告並びに上程 
追加日程第５ 追加提出議案の説明 
追加日程第６ 追加提出議案に対する採決 

 
 

２．出席議員は次のとおりである。（２０人） 
 

 １番  松 浦   隆        ２番  河 井   淳 
 ３番  望 月 秀 哉        ４番  望 月   明 
 ５番  芦 澤 健 拓        ６番  上 田 孝 二 
 ７番  福 与 三 郎        ８番  望 月   寛 
 ９番  日 向 英 明       １０番  望 月 広 喜 
１１番  伊 藤 文 雄       １２番  渡 辺 文 子 
１３番  奥 村 征 夫       １４番  中 野 恒 彦 
１５番  松 木 慶 光       １６番  近 藤 康 次 
１７番  笠 井 万 氾       １８番  石 部 典 生 
１９番  川 口 福 三       ２０番  穂 坂 英 勝 

 
 

３．欠席議員は次のとおりである。 
 

な  し 
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４．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

（２１人） 
町       長 望 月 仁 司 総 務 課 長 広 島 法 明 
会 計 課 長 佐 野 治 仁 財 政 課 長 笠 井 一 雄 
政 策 室 長 赤 池 義 明 町 民 課 長 秋 山 和 子 
税 務 課 長 依 田 二 朗 身 延 支 所 長 望 月 和 永 
下 部 支 所 長 小 林 英 雄 教 育 委 員 長 小 松 文 雄 
教 育 長 佐 野 雅 仁 学 校 教 育 課 長 近 藤 正 国 
生 涯 学 習 課 長 佐 野 正 美 福 祉 保 健 課 長 赤 坂 次 男 
子育て支援課長 稲 葉 義 仁 建 設 課 長 柴 原 信 一 
産 業 課 長 串 松 文 雄 土 地 対 策 課 長 滝 戸 文 昭 
観 光 課 長 熊 谷 文 彦 環境下水道課長 赤 池 和 希 
水 道 課 長 千頭和勝彦 

 
 

５．職務のため議場に出席した者の職氏名（２人） 
 

議会事務局長 遠 藤  守 
録 音 係 丸 山  優 
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開会 午前１０時００分 
〇議会事務局長（遠藤守君） 

 おはようございます。 
 それでは、相互の礼で始めたいと思います。 
 ご起立をお願いいたします。 
 相互に礼。 
 （ あ い さ つ ） 
 ご着席ください。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 本日は、大変ご苦労さまです。 
 出席議員が定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 
 本日は、議事日程第３号により執り行います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第１ 追加提出議案に対する質疑を行います。 

 なお、議案の表題は議案番号のみに省略させていただきます。 
 議案第７４号について、質疑を行います。 
 質疑はございませんか。 
 望月明君。 

〇４番議員（望月明君） 
 ４目の企画費、身延町産業立地事業費助成金について、お伺いいたします。 
 これにつきましては、昨年９月定例会のときの町長の説明、それから私のほうでの一般質問

が行われたときの内容なんですけども、岐阜プラスチックのほうへの助成金ということで、４，

１００万円程度を助成するというようなことが、表明されてあったわけです。このときに、前

町長がこうした誘致企業に対して助成金を送る、そういうには上限として、町内から１０人程

度の採用をお願いするというようなことを言われております。岐阜プラスチックについては、

どのような雇用状態になっているかを、ちょっとお伺いしたいと思います。 
 それから、もう１点は、町長の行政報告の中で、この産業立地事業費助成金については、新

年度、つまり、この２１年度予算の中に盛り込むというようなことを明言されていたわけです

が、今回、この時点になったということについて、併せて説明をお願いします。 
 それから第２点につきましては、１３ページをお願いします。 
 ５目体育施設費、遅沢のスポーツ広場、トイレの設置、それから同じくパークゴルフ場の整

備事業ということなんですが、こちらにグラウンドゴルフ場もあるわけですけども、現町長が

中富町長時代にグラウンドゴルフ場は設置され、非常に利用が多く、好評を博しているところ

ですけども、今回、パークゴルフ場を新しく設置するということですけども、ターゲットバー

ドゴルフのほうも、あまり利用者がいないというような状況の中で、パークゴルフというのは

どの程度、普及ができるのか、利用者があるのか。その見通しについて、また利用のための宣

伝といいますか、そういうようなこともやるのかどうか、そのへんのことをお聞きしたいと思

います。 
 以上、２点です。 
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〇議長（穂坂英勝君） 
 政策室長。 

〇政策室長（赤池義明君） 
 企画費のうちの１９節負担金補助及び交付金に、今回４，１２５万円の追加の計上をお願い

申し上げております。身延町産業立地事業費の助成金の関係につきまして、ご答弁を申し上げ

ます。 
 今、質問がありましたのは、何人ぐらいの雇用かということでございますが、この助成をす

る要件の中に、操業開始後、１年以内に当該操業に伴って増加する常時雇用労働者の数が

１０人以上であり、このうち町内から新たに雇用するものが５人以上であることというふうな

ところの要件がございます。それで調査いたしましたところ、今回、新たに工場を増設したこ

とによって、２６人が雇用されまして、町内からは７人の雇用が増えてございます。 
 以上でございます。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（佐野正美君） 
 お答えいたします。 
 遅沢スポーツ広場のパークゴルフ場の整備工事ですけども、現状、遅沢スポーツ広場はター

ゲットバードゴルフのみしか、できない広場であります。この広場を活用しまして、１８ホー

ルのパークゴルフができるような施設に改良しまして、施設を有効に活用したいというもので

ございます。 
 新たな用地を確保することは、この場を利用すればいらないものでありますから、ターゲッ

トバードゴルフ、パークゴルフ、両ゴルフの練習が可能ということになりまして、子どもから

お年寄りまで有効に活用したいというものでありまして、利用者の状況ということですけども、

これをちょっと始めてみなければ、なんとも言えないところがありますので、そのへん、ご了

承を願いたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 先ほどの２点目の答弁があります。 
 財政課長。 

〇財政課長（笠井一雄君） 
 それでは、４目の企画費に載っている身延町の産業立地事業の助成金の関係でございます。 
 岐阜プラスチックは、県のほうに申請がございましたのが、３月でございました。操業開始

が３月２３日でございましたので、本町でも費用を算定し、予算計上するのは６月の議会か

９月の議会の補正ということで考えてございましたけども、今回、この経済対策の事業に該当

するということで、本来ならば町の単費で予算計上をするところでございますけども、ここで

補助対象事業になるということでございましたので、今回、計上させていただいたというとこ

ろでございます。よろしくお願いします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 望月君。 
〇４番議員（望月明君） 

 了解しました。 

 １２２



 次のパークゴルフの件で、普及について、なんか例えば体指とか、そういうものでそういう

パークゴルフというものを実践したりして、せっかく競技場を造るわけですから、普及活動に

努めてまいりたいと、このように思っております。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（佐野正美君） 
 これにつきましては体育指導員、それから体育協会、それからこれを通していただければ、

パンフレットを作りまして、当然、スポーツ担当のほうでやっていかなければならないという

ことですから、十分、普及のほうには努めさせていただきます。よろしくお願いいたします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 松木君。 
〇１５番議員（松木慶光君） 

 私も企画費の１９節負担金補助及び交付金について、４，１２５万円、身延町産業立地事業

費補助金についての質問をさせていただきますが、今、望月明議員からも質問がありましたが、

もっと詳しく質問させていただきます。ことによると、ダブるところもあろうかと思いますが、

その点はご容赦願いたいと思います。 
 まず最初に、この助成金は岐阜プラスチックの会社への助成金ですが、この助成金について

は身延町産業立地事業助成金交付要綱に基づいて助成するもので、要綱第２条の目的により助

成し、第４条の要件のすべてに該当するものとされていると思いますが、この中で計算の基本

となります投下固定資産額とは、どういうものなのか。そして岐阜プラスチックは、どういう

事業をする工場なのか。要綱中の第３条、定義、１号の用語のどれに該当するのか。そして、

この岐阜プラスチックの投下資産額はいくらになるのか。まず最初に、それをお伺いいたしま

す。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 政策室長。 
〇政策室長（赤池義明君） 

 この要件でございますが、ただいま質問がありましたとおり、土地取得費を除く投下固定資

産税額が５億円以上であることという要件の中にございます。今、私どもが抑えている数字は、

投下固定資産額は４１億２，４９１万９，６１９円ということで、私ども現在、今、数字を抑

えているところでございますから、５億円以上であるというところの要件に合致しているとい

うふうなところでございます。 
 工場で製造しているものは、フォークリフトで上げるときに、荷物の下へ敷くパレットであ

りますが、そんなパレットの製造でございます。 
 以上でございます。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 松木君。 

〇１５番議員（松木慶光君） 
 定義の中でいきますと、やはり製造業ということでいいですね。そして今、私ちょっと、勉

強不足で分かりませんが、投下固定資産額というのは、どういう資産額なのか。先ほどお願い
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したんですが、教えていただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 政策室長。 
〇政策室長（赤池義明君） 

 投下固定資産額は土地の取得費を除くということですが、土地を除きます。それで、その建

物、あるいは中の償却資産というんですか、機械設備等を含めてというふうなことで、私ども

理解しております。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 松木君。 
〇１５番議員（松木慶光君） 

 それでは、次に財政課長の議案説明のときに、投下固定資産額の１００分の１と説明したと

思いますが、これだと私の考えなんですが、要綱第４条２号および第３号に関わる事業の場合

で、立地事業の実施に伴い、増加する常時雇用労働者が１０人以上、５０人未満の場合で、投

下固定資産額に１００分の１を乗じた額、限度額を６千万円とされておるわけでございますが、

ただいま政策室長が申しました、岐阜プラスチックの投下資産額に１００分の１を乗じますと

約４，１２０万円となるわけですが、しかし、この助成金の対象となる要綱第４条第２号およ

び第３号に関わる事業に該当するのか。また要綱第４条第２号は危険研究所、バイオテクノロ

ジー利用産業、その他著しく本町経済の活性化に資するものとして、町長が認める事業の要に

供する工場等を設置する事業であって、前条第１号のアからオに掲げる要件のすべてに該当す

るものとされているのは、この要綱とされているわけですが、これについては、この要綱のど

こに該当するのか。１つ、教えていただきたい。 
 もう１つ、次に私、産業関係、あんまり詳しくはございませんが、要綱の第２条、目的、第

３条、定義、第４条第１号に該当し、第１０条第１号の立地事業の実施に伴い、増加する常時

雇用労働者が１０人以上、５０人未満の場合、投下固定資産額に１００分の２を乗じた額、６千

万円を限度とするに該当するのではないかと思うが、どうなのか。これも説明をお願いしたい

と思います。 
 次に、県ではこの要綱なのか、条例なのか分かりませんが、投下固定資産額の５％と聞いて

おりますが、いくら助成するのか、分かったら教えていただきたい。 
 そして過日、聞いた話の中では、県は町が助成しないと、県は出さないということで、町も

早急に要綱を策定し、助成するようにしたと思いますが、また県は助成金の、そしてまた町が

県の助成金の２割という話も聞いていました。今回の要綱を見ると、この要綱は県の助成金の

何割ということはないが、この助成について、県と相談をされたのかどうなのか、質問させて

いただきます。お答えをお願いいたしたいと思います。 
 そして最後ですが、この助成金は合併特例債が使えないのかどうなのか。これも１つ、お願

いしたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 政策室長。 

〇政策室長（赤池義明君） 
 最後の合併特例債の関係につきましては、財政課長にお願いしたいと思います。 
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 今回、この助成金の対象となる要件でございますが、本町の身延町産業立地事業費助成金交

付要綱第４条の第３号というのがございまして、自社所有地の新増設事業、いわゆる増設事業

ということで、もともとありましたから、リスパックの操業が平成５年９月ということでござ

いますから、もともとあった事業に対して、今回、増設というところの要件でございまして、

その中には第１号の、先ほどア、イ、ウ、エ、オとありましたが、アを除いてイからオに掲げ

る要件のすべてに該当するものというふうな規定がございまして、ちなみにイの要件ですが、

土地取得費を除く投下固定資産額が５億円以上であること。それが、先ほども答弁を申し上げ

ましたとおりです。それからウは、操業開始後１年以内に当該操業に伴って増加する常時雇用

労働者の数が１２条であり、このうち町内から新たに雇用するものが５人以上であることとい

うことで、これも先ほど答弁をさせていただきました。エにつきましては、山梨県産業集積促

進助成金の交付要件に該当することということがありまして、先ほどの質問の中にも、県の要

綱ではという話がございましたので、ちなみに県ではすでに当初予算で計上しているというこ

とをお伺いしております。 
 県の交付要件でございますが、自社所有地の場合で、新たに県内において土地の取得、また

は借地権を設定した日から３年を超えて工場等を設置し、操業を開始することというのが１つ

の個別要件です。それから対象業者は製造業、それから補助率につきましては、投下固定資産

額、土地の取得費を除く５％、それから共通要件でございますが、投下固定資産額、土地取得

費を除くが５億円以上であること。 
 それから２つ目、操業から１年以内に従業員が１０人以上増加。うち５人以上を県内から新

規雇用すること。 
 それから３番目、立地市町村に県と同様の助成制度があること。同様のという助成制度とい

うことで、私ども県の指導をいただきながら、要綱をつくったということでございます。 
 それから限度額につきましては、追加従業員数が１０人以上、５０人未満の場合は３億円と

いうことで、これに該当するというふうに考えております。 
 それから施行期間でございますが、２０年の４月１日から平成２３年の３月３１日までとい

うふうな施行期間で、県は行っているというふうな状況でございます。そんなふうなことで、

県と十分協議をいたしまして、地域活性化・経済危機対策臨時交付金のメニュー中、企業立地

促進奨励金交付事業に該当するというふうな結論が得られましたので、今回、予算を計上させ

ていただきましたということでございます。よろしくお願いいたします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 財政課長。 
〇財政課長（笠井一雄君） 

 合併特例債に該当するかということでございますが、合併をしたがための工場立地というこ

とが大変理由付けが難しく、合併特例債の対象事業としては、該当してこないというように考

えております。町では、単費で対応するしかないというような形で考えておりました。 
 以上でございます。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 ほかにございませんか。 
 渡辺君。 
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〇１２番議員（渡辺文子君） 
 この補正は、地域活性化・経済危機対策交付金というものを用いた補正予算で、国では地球

温暖化対策、少子高齢化社会への対応、安心・安全の実現などを挙げています。そういう意味

では、こういう財政的に厳しい本町においては、大変、貴重な財源だと思います。 
 しかし、６ページを見てみますと、補正額を総務費、民生費ということで見てみますと、本

当に当初との兼ね合いからも、本来だったら当初に載せるべきではないかなというところも

あって、先ほどのお話もあったように、単費ではなかなか難しいという場面で、理解はします

けれども、もうちょっと、補正額の総務費とか民生費とか見てみますと、住民生活に関わる民

生費とか教育費とか商工費とか、こういうところが私は少ないんではないかというふうに感じ

ているんですね。 
 そういう意味でも、交付金事業に取り組む考え方ですね。それをお聞かせいただきたいのが

１点と、それからやっぱり、この中で、民生費の中で、門野の湯の改修工事が盛られているん

ですけども、本来、これを私は当初でやるべきではないのかなというふうに思っているんです

けども、これについてお聞かせいただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 財政課長。 
〇財政課長（笠井一雄君） 

 この経済危機対策につきましては、国の交付金でございますが、今回、単発に行われた部分

ではございません。平成１９年の地方再生戦略との関係から、ずっと続いておるものでござい

まして、平成２０年の第２次補正でございましたが、生活基盤安定特別交付金というような形

で、２億数千万円、本町にもきた部分もその１つでありますし、定額給付金もその関係でござ

いますし、子育て応援事業の関係の給付金も、これらの事業の一環でございました。 
 全体の中で、給付金ということで、民生費の関係等もそういう意味で交付があると思います

けども、今回の交付金につきましては民生費関係、福祉関係の予算には継続性が必要というよ

うなことで、なかなか対象事業として選定するのが難しかったという部分もあろうかと思いま

す。その反面、区長さんの要望等、地域の道路とか普段、短期でできない、小さい要望等も道

路の修繕改修というようなことでも予算を計上してございますので、ご理解を願いたいと思い

ます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 ２点目、身延支所長。 
〇身延支所長（望月和永君） 

 それでは、お答えをさせていただきます。 
 当然、門野の湯につきましても維持管理等につきましては、当然、当初で予算化をしている

わけですけど、こういう大掛かりな改修ということになりますと、単費でやるというのは、私

どもやりたいんですけど、なかなか難しいということあります。 
 それで門野の湯につきましては、平成４年の９月にオープンをいたしまして、すでに１７年

ぐらい経っております。それで去年、あってはならないことですけど、レジオネラ菌が検出さ

れたということで、休業をした経過はあります。ですから今回、この事業におきましては、主

に衛生面の設備ということで、ろ過機とか配管、またボイラー等の機械、また浴室、脱衣所、

トイレとか、そういうことを中心に考えております。 
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 また、私どものほうとしましても、利用者からのアンケートをとっておりまして、そのアン

ケートの内容も、あそこは泉質なんかは非常にいいというふうな評価は得ております。ただし、

どうしても平成４年ということで、今、あります近隣の同様の施設と比べた場合には、どうし

てもその利便性とか、そういう面が劣るということを言われておりまして、それで今回、そう

いう利便性を含めて、利用者の方によりよく使っていただくということを、衛生面を含めて考

えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 渡辺君。 
〇１２番議員（渡辺文子君） 

 門野の湯は泉質がよいということで、静岡のほうからもお客さんが来られているということ

で、町民の皆さんも７０歳以上の方ということで送り迎えもあって、本当に皆さん喜んで、町

に感謝をされていました。 
 中に入ってみると、お湯が漏れている場所がいくつもあって、私、まずびっくりしたんです

ね。お湯が何カ所も漏れていて、洗い場に水道が少ないということと、洗面所の水がずっと出

しっ放しになっていて壊れていて、それが直していないということと、男性のほうのところは

１カ所壊れていて、２カ所しかないのに１カ所使えないという状況。それから、やっぱりお年

寄りの施設だから、どうしても脱衣所のところにトイレがほしいというところがなかったり、

やっぱり老朽化はしているんですけども、それなりにお年寄りの施設だということで、私は

もっと早くに対応しなければいけないところが、いっぱいあったんではないかなと思って、壊

れているところもいっぱいありまして、こういうのは皆さん、泉質がいいということで喜んで

使っていらっしゃるんだけど、やっぱりこういうところはこういうふうになったらいいのに、

トイレも和式ではなくて、膝や腰が痛いわけですから洋式にしてほしいとか、ポータブルトイ

レなんかも置いてありましたけども、やっぱり、そういう面で、もうちょっと当初なりにきちっ

と、私は対応すべき問題ではなかったのかなというふうに思っています。 
 今回は、それを直していただけるということなんですけども、やっぱり、この補助金という

のが、当初の予算できちっと盛るべきものと、こういう対策で盛らなければいけないものと、

それはやっぱり、きちっとやらなければいけないというふうに思いました。 
 具体的にどこを、どういうふうに直すように考えていらっしゃるのかということと、それか

ら各課からということで要望が出ていて、私はこの中で重要なのがいくつかあるなということ

で、財源が限られていますからね、なかなか絞り込むには大変だったと思うんですけども、先

ほどおっしゃったように単発だから、なかなか厳しいというふうにおっしゃったんだけれども、

やっぱり今、ここで問題になっている有害鳥獣の問題とか、そういうのを里山の整備というも

のをきちっとする中でそういうものは防げるし、そういう間伐とか、そういうものが資源に

なって、ペレットストーブとか、大きな財源は使えないけども、できるところから、そういう

温暖化の対策も、私はしていく必要があって、かなりいい案が出ているのに、それがなぜ、ペ

ケになってしまったのかなというところがあるんですけども、それについて、ちょっと、お聞

かせいただきたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 身延支所長。 
 

 １２７



〇身延支所長（望月和永君） 
 それでは、お答えいたします。 
 先ほど申しましたように、まず衛生面の設備ということで、あれはお湯が循環をしていまし

て、それの配管の設備とか、あとろ過機とか、あと心臓部でありますボイラーの改修。また、

先ほどご指摘がありましたように洗い場の中が、あそこが３基あるんですけど、どうしてもも

う１基くらい増やせるかなということと、そしてシャワーがあそこに付いていないものですか

らシャワーを付けたり、あと、なかなかアンケートから言いますと、まわりから見られるのが

嫌だとかいろいろあるわけですけど、なるべく、そういう利便性を考えて修繕をしたいと思い

ます。 
 また脱衣所の中も非常に暗いとか、そういうこともありまして、どちらにしましても、使い

勝手のいい脱衣所という、浴室も含めてですけども、考えております。また、トイレにつきま

しても、今、和式になっておりますので、それをいまどきですと、当然、ウォッシュレットぐ

らいを使わなければならないかなということで、そういうような、全面的にトイレ等のそうい

う面も改修をするということを考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 財政課長。 

〇財政課長（笠井一雄君） 
 今回の経済対策の説明が県からあったとき、経済対策として早急に実施することはもちろん

のこと、各課で必要な懸案事項を実施することが経済対策につながると判断をしました。した

がいまして、各課に懸案事項の調査をいたしました。 
 選定といたしましては、その中で国・県の補助金もなく、起債等の対象事業になりにくい事

業、またなるべく多くの分野から事業を選定したところでございます。そういった意味で、普

段、区長さんからの要望があってもできない農林道も整備をするというようなことで、重点的

に配分をいたしたところでございますので、ご理解を願いたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 日向君。 
〇９番議員（日向英明君） 

 それでは、２点について質問します。 
 まず１点目ですけど、少し全般的なことからふれさせていただきます。今、同僚議員の渡辺

議員の言われたことも、若干、関係をすると思います。 
 地域活性化事業では、国では１次補正、２次補正、これは２月下旬、本町にも２億５千万円

近く、また４月１０日に発表された第３次補正、これは本町には４億２千万円が入ってきまし

た。言ってみれば、国からの特別ボーナスが入ったような、私はそんなふうな感じが持ってい

るわけですけども、普段、それぞれ要求項目が町民からあがってきて、町民サービスが十分で

きないというようなことの中で、大変、大きなボーナス的な意味合いが込められていると思い

ます。 
 その中で、各課に９５項目に出されて、大変、短期間で、非常に大変な作業だったというふ

うに私は推察するわけですけど、質問の内容ですけど、２０項目で決定した交付金に関わるス

ケジュール、日程的なもの、あるいは２０項目に絞り込んだ作業手順はどうなっているか、こ
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れが第１点目です。 
 それから２点目としては、事業の４分類があるわけですけど、これを見ますと、第３分類の

少子高齢化社会への対応については、この２０項目のうち９項目が予算化され、大変、この間

の同僚議員の一般質問も少子高齢化にふれておりましたので、これについては大変、ありがた

いなと、そんなふうに思っているところであります。 
 他方、地球温暖化対策については、少し予算化が少ないような形になっていますけど、この

ことについては、どうなっているか。 
 以上２点、答弁を求めます。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 財政課長。 

〇財政課長（笠井一雄君） 
 お答えをいたします。 
 日程的なものでございますけれども、国では４月１０日に経済危機対策に関係する会議が持

たれて決定をしたところでございますが、本町では４月２８日の日に、メールで県から説明会

をするということで、４月３０日に説明会があるということで、ご通知をいただきました。そ

の４月３０日の説明会を受けまして、おおよその内容が分かりましたので、この会議をふまえ

まして、連休がちょうどございましたので、５月７日の日に各課長宛てに懸案の事業調査を実

施し、５月の半ばごろまで、１４日、１５日ごろまでに概要の案をあげてくださいということ

でお願いをいたしたところでございます。 
 その結果、先ほど言いました９５件等の提案がございました。それを翌週、５月１８日の週

でございますけども、幹部職員により選定をいたしまして、その週のうちに各担当課に選定を

した事業の中で、具体的に事業費を予算計上できるような形で、参考見積もりでございますけ

れども、それをとって、予算計上ができる形にしてくださいというようなことで、６月の第１週、

具体的には９日までにということで提案を、予算の計上ができる形で、提出をさせたところで

ございます。実際には途中で変更等がございましたので、５月７日には全部できなかったわけ

ですけども、追加補正としては議会のほうへ計上をやっとできたというような形になりました。

日程的にはそんな形で、手順といたしましては、そんな形でございます。 
 それから地球温暖化対策というようなことで、予算計上が少ないというようなことでござい

ました。実は選定の過程でも、太陽電池の設置を町内何カ所か、あるいはメインとして１カ所

に設けるかというようなこともございましたけれども、ほかの事業、例えば具体的に町民に、

実際に保育園、小学校の飛散防止等の、子どもたちに影響がある事業のほうが優先的ではない

のかということで、地球温暖化のほうの部分も、多少、後回しになった部分もございますので、

ご理解を願いたいと思います。よろしくお願いします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 日向君。 
〇９番議員（日向英明君） 

 おおむね、総体的な意味合いが分かりました。 
 重ねての質問ですけど、この４億８，７００万円、地元に、できたら金を落としたいという

ような、２次補正、３次補正のそういうふうな大きな目的が、もちろんあるわけですけど、直

接、地元の業者に潤うような、その事業数、あるいは金額等が分かりましたら、お教え願いま
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す。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 財政課長。 
〇財政課長（笠井一雄君） 

 町内の中小企業でございますけども、４月の経済危機対策に関する政府与党会議の中でも、

地方公共団体の配慮として、この交付金の活用にあたっては、地域の中小企業の受注機会に配

慮するよう、要請するとなってございます。 
 今後、執行する中で、具体的にいくらをどこの業者というわけにはいきませんけど、執行に

あたっては、地域の中小企業が受注できるようなことで考えていきたいと思っております。 
 ただし、橋梁の長寿命化の委託とか、施設の改修の委託関係の事業につきましては、町内業

者だけでは無理だと思いますが、できるだけ執行にあたっては町内、あるいは地域の中小企業

を中心に考えてもらいたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 日向君。 
〇９番議員（日向英明君） 

 そういうお答えを私はいただきたくて質問をしたわけですけども、できるだけ、この趣旨に

沿った地域活性化のほうに向けて、町内業者育成については、よろしくご配慮をお願いします。

これは要望です。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 ほかにございませんか。 
 松浦君。 

〇１番議員（松浦隆君） 
 今回の補正は、先ほど来、説明がありますように、地域活性化・経済危機対策、それから農

地有効利用支援策、支援整備事業ですか、今年は交付金と町の繰越金を含めてやっているわけ

なんですが、実際に町民が望んでいる、先ほど来の説明にありましたように、望んでいるよう

な形の中で、普段できないようなことを細かいものを含めてやろうということで、趣旨は非常

に理解できるんですが、全体を見ますと、たしかに整備とか改良とか、そういうところがほぼ、

すべてなんですが、その中で、８ページの曙、それから下山の町民プール、それと１３ページ

の町民運動場の屋外トイレ、この３点だけが撤去になっていますが、この撤去したあと、これ

はどういうふうになるんでしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 財政課長。 
〇財政課長（笠井一雄君） 

 曙地区の町民プール解体工事でございますけども、これについては、土地が町のものでござ

います。したがいまして、土地につきましては更地にして、地元に管理をしていただくという

形にしたいと思っております。また、下山の町民プールでございますが、これは借地でござい

まして、持ち主にお返しをすることになっておりますので、ご理解を願いたいと思います。 
 それから、もう１点。下部地区の町民運動場のトイレでございます。これはテニスコートの

近くにあるトイレだそうですけども、舗装をして駐車場として使うということで、ご理解願い
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たいと思います。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 松浦君。 

〇１番議員（松浦隆君） 
 そうすると、下部地区の町民運動場の屋外トイレ、これはテニスコートの横にあるトイレを

撤去して、全部、駐車場にするということですね。そこはもう、トイレは設置しないというこ

とですね。それを１点と、それから曙のプールの跡地ですね。これは町有地ですから、こちら

のほうは、ただ更地にして、その利用方法とか、そういうことはどういうふうになっているん

でしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 財政課長。 
〇財政課長（笠井一雄君） 

 下部の町民運動場の屋外トイレでございますけども、今までテニスコートを使用する人たち

が使うトイレで、体育館を使う人たちは体育館の中にございます。それから下のグラウンドを

使う人たちのためには、下にトイレが設置してあるということで、テニスコートを舗装してし

まえば、いらなくなるということで撤去をするということになっております。 
 それから、もう１点。曙のプールの跡地でございますが、これにつきましては、当面、更地

にしておきますけども、あとは地元と相談をして、地元が承諾していただければ、町としては

売却でも、可能であれば、そういう方策も探ってみたいと考えております。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 松浦君。 

〇１番議員（松浦隆君） 
 町民グラウンドの、運動場のトイレに関しては駐車場になるわけですから、必要ないと言え

ば必要ないと理解しました。ただ、曙のプールの跡地ですね、それは地元と、ぜひ調整しなが

ら、地元もいいような形の利用方法を進めていただきたいと、このように思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 ほかにございませんか。 
 望月広喜君。 

〇１０番議員（望月広喜君） 
 それでは９ページの民生費、ふれあいペンダント、７年ばかり経過したので、１１８台を新

しく替えるというような説明ですけども、現在、身延町に今、ふれあいペンダント、何基設置

してあって、この１１８台というものは何％ぐらいにあたるのか。それと、あと１点。この設

置してほしいという待機待ちの人が何人ほどいるのか、分かれば説明していただきたい。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 福祉保健課長。 
〇福祉保健課長（赤坂次男君） 

 お答えします。 
 ふれあいペンダントにつきましては、身延町で現在、保有台数が２２５台ございます。設置

 １３１



してある台数が、２１２台になります。 
 待機者の数につきましては、大変申し訳ありませんけど、のちほどお答えさせていただきま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 ほかに。 
 芦澤君。 

〇５番議員（芦澤健拓君） 
 先日、財政課長からいろいろ、個々の説明があったんですけど、中にちょっと、金額の分か

らない部分がありますので、何点か教えていただきたいと思います。 
 まず８ページの地上デジタル対応テレビ等、これは５２型が何台とか、おっしゃっているん

ですけど、これは分かりますか。 
 それから、その次の機械器具費の軽自動車４台。それから、その下の財産管理費の、今、話

題になっている町民プール解体の撤去工事の、それぞれがどのくらいなのかということ。 
 それから１０ページの林業土木費の改良工事の、これは金額、まとめて１千万円ということ

ですけども、それぞれがいくらなのかということ、これはちょっと聞き漏らしたのかも分かり

ませんけど、そのへんを教えてください。 
 それから最後のスポーツ広場のトイレ設置工事、パークゴルフ場整備工事等の金額も、でき

れば教えていただきたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 総務課長。 

〇総務課長（広島法明君） 
 地上デジタル、８ページの２款１項１目の１８節備品購入費の関係ですけど、財政課長から

も説明がありましたけど、そのときには台数だけでしたけど、単価的なものですか・・・全部

で、テレビが７５台とＤＶＤ、スタンド、アンテナ含めて、見積もり予算計上的には９８６万

３千円。そして、それに別枠でということで、手数料的なほうに、当然、今、あるテレビのリ

サイクル料も２１万２，６２５円、カウントをしております。 
 軽自動車につきましては、５１９万４千円です。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 財政課長。 

〇財政課長（笠井一雄君） 
 機種はまだ決まっておりませんけども、車種等につきましては、軽自動車を購入するという

ことでございますので、ご理解願いたいと思います。 
 曙のプール、それから下山のプールの撤去でございますけども、曙が総額で３０４万５千円。

それから、下山のプールが８８３万１千円を予定してございます。すみません。今の金額につ

きましては、それぞれ浄化槽の処理とか、そんなものも含まれておりますので、ご理解を願い

たいと思います。汲み取り料ですね。 
 それから林道については、一つひとつ積算根拠として、こちらでもらっておりませんので、

ご理解を願いたいと思います。 
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〇議長（穂坂英勝君） 
 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（佐野正美君） 
 それでは、私どものほうの担当の部署をご説明申し上げます。 
 保健体育費の保健施設費、１５の工事請負費の部分ですけども、まず遅沢スポーツ広場、ト

イレの設置工事費、金額が６４３万１，２５０円。それから、遅沢スポーツ広場のパークゴル

フ場の整備工事８７１万５千円。それから下部地区の、町民運動場のテニスコートの部分です

けども、駐車場の整備工事１，２８７万３千円。それから下部地区の、同じくテニスコートの

部分、先ほど申しましたとおり、トイレの撤去工事ですが、４０万９，５００円を予定してお

ります。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 芦澤君。 
〇５番議員（芦澤健拓君） 

 先ほど財政課長から、作業日程ならびに作業手順をお聞きしたときに、事業費等は参考見積

もりということだったので、今、数字が出なかった部分は見積もりがとれなかったというふう

に理解してよろしいんでしょうか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 財政課長。 
〇財政課長（笠井一雄君） 

 林道の関係でございますけども、大変申し訳ございません。林道は、折八が３５０万円。三

石山が３５０万円。大磯小磯が３００万円ということで、予定をしております。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 芦澤君。 

〇５番議員（芦澤健拓君） 
 大体、その金額的なものは分かりました。それで、いろんな改良工事がここに、２０何項目

でしたか、載っていますね。農業土木費ですね。９ページから１０ページにかけてですが、こ

れの内容を教えてもらいたいんですが、この用水路改良と用排水路改良というふうに、揚水機

場改良ですね。この３種類だと思うんですが、これについて、ちょっとどんなふうなことを、

どんなふうにするのかということを、ちょっと担当課からお聞きしたいと思います。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 産業課長。 
〇産業課長（串松文雄君） 

 お答えさせていただきます。 
 今回は農道、用水路、用排水路、用水機場、併せて件数とすれば、ここに載っかっているの

は２６カ所になっておりますが、うち下山の用水路改良工事については、２工区に分かれてお

りますので、件数としますれば２７件になろうかと思います。今、言われました各工事の内容

ですけど、農道につきましては、簡易舗装的なものは２カ所にございます。 
 用水路につきましては、漏水が激しいということで、水路そのものを改良するということで、

断面的には３０センチ程度の小規模になりますものでございます。 
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 用排水路につきましては、場所によって違いますが、底割工の改修とか、あるいは護岸工の

一部改修等、そのようなものを考えております。 
 あと用水機場につきましては、ポンプをかなり下まで下げているということで、それの上げ

下げが、台風時なんかは大変苦労しているということで、そちらについては、その上げ下げに

ついて、簡単に上げ下げができるような、そんなことを考えております。 
 以上であります。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 よろしいですか。 
 （はい。の声） 
 ほかにございませんか。 
 川口君。 

〇１９番議員（川口福三君） 
 １点だけ伺います。 
 遅沢のスポーツ広場の件ですが、今までの利用状況と、それから今後の管理についてお伺い

いたします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 生涯学習課長。 
〇生涯学習課長（佐野正美君） 

 スポーツ広場の利用状況ですけども、誠に申し訳ありません。今、数字のほうはつかんでお

りませんので、のちほどご報告させていただきます。 
 また、今後の管理ということですけども、これは従来どおり、ターゲットバードゴルフ場の

管理と同様に、同じ場所ですから、生涯学習課のほうでやっていくつもりでおります。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 川口君。 

〇１９番議員（川口福三君） 
 こうした施設が町内には、この遅沢を含め、勤労センター等、あるわけなんですが、たまた

ま、勤労センターのテニスコートを５月の連休にお伺いしました。行ってみると、鍵はたしか

役場から借りていったんですが、鍵がかかったテニスコートの中で、もう１組、テニスをやっ

ていた。見ましたら、脇のフェンスが自由に出入りできるように破られた状況でもって、利用

しておりました。 
 貸し出し日誌を見ますと、昨年の１２月に借りて、その後、貸し出し簿には使用状況が確認

されないような状況下だと。遅沢においても、結局、近くに、ここといった、管理してくれる

ような人家もないというような状況の中で、今後、やはり、こうした施設の管理こそ、どのよ

うにするかが一番、問題になろうと思うわけです。そういうような管理面を、やはり施設を整

えることは、非常に町民にとってもありがたいことなんですが、管理をどのようにしていくの

か。やはり、そうしたことが今後の課題だと思いますので、そのへんを十分検討されていただ

きたいと、このように願いまして、私の質問を終わります。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 答弁は必要ないですね。 
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 （はい。の声） 
 ほかにございませんか。 
 挙手の順に発言を許しますので、よろしくお願いします。 
 笠井君。 

〇１７番議員（笠井万氾君） 
 それでは１点、質問させていただきます。 
 軽自動車４台、５１９万４千円、それから備品購入費の町営バス、２，０５０万円というこ

とになっているわけでありますけども、地球温暖化対策の中にある次世代自動車級の車と理解

していいわけですか。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 財政課長。 
〇財政課長（笠井一雄君） 

 今回は普通、エコの関係ですけれども、軽自動車を４台購入するということで、役場で普通

自動車等を軽自動車に替える。エコカーの軽自動車に替えるということでございまして、ハイ

ブリットカーとか、電気自動車ではございません。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 笠井君。 

〇１７番議員（笠井万氾君） 
 そうしますと、ここに地域活性化・経済危機対策臨時交付金概要の中における４点の中の

１点の地球温暖化対策に、それは当てはまりますか。ちょっと、疑問に思うわけでありますけ

ども、答弁を。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 財政課長。 
〇財政課長（笠井一雄君） 

 もちろん購入する軽自動車については、低公害車ということで四星をいただいている部分で

ございます。地球温暖化対策ということでございますので、現在、乗っているものを小型化し

て低公害、それから年数的にも古いものですから、新しい乗用車にすれば、それだけ地球温暖

化に貢献するということで、これも対象事業になっておりますので、ご理解を願いたいと思い

ます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 笠井君。 
〇１７番議員（笠井万氾君） 

 今回の事業はほとんど、行政当局の車のような気がするわけでありますけども、時限立法の

中、例えば１年間の中でハイブリット車購入の方には、よその地域でもやっているわけであり

ますけども、なんらかの支援をするというような考えはなかったのか、どうなのか。１点だけ、

答弁を求めます。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 財政課長。 
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〇財政課長（笠井一雄君） 
 全国的に見れば、そういう補助事業を創設したところもあるように聞いております。ただし、

ハイブリットカーとか、そういうものを購入する、あるいは補助を出すというようなことも検

討の１つとしては挙がりました。しかしながら、これは継続性がございませんし、今、購入を

する人は恩恵を受けるわけですが、来年、買い替える人、再来年、買い替える人には恩恵はまっ

たくございませんので、そういう意味で、今回は見送らせていただいたところでございます。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 ほかにございませんか。 
 上田君。 

〇６番議員（上田孝二君） 
 各課の提案の関係の中で、９５項目の中で、財政課等で各工事解体撤去工事ということで、

たくさんあった中で、曙地区のプール解体と下山のプール解体、どういう優先順位で設定した

のか、教えてください。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 財政課長。 
〇財政課長（笠井一雄君） 

 各課に懸案事項ということで載せていただきましたので、案としては現在、古い施設で実際

に困っているよという部分は、あがってきたところであります。しかしながら、内容を見てみ

ますと、それぞれ地域で活用していたり、古いながらも利用している方がおりましたり、また

地区の同意をとらなければならないという時間的な部分で、了解を得るには時間がかかるとい

うような施設がございました。そういうものを排除していきまして、できるものを当面やると

いうことで選定をしたところでございます。よろしくご理解をお願いします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 ほかにございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑を終結いたします。 
 議案第７５号について、質疑を行います。 
 質疑はございませんか。 
 笠井君。 

〇１７番議員（笠井万氾君） 
 それでは議案第７５号について、３点ほどの質問をしたいと思います。 
 今現在の、自然の里の水道施設の現状について、１点目として伺います。 
 ２点目として、今回の１，５００万円の工事概要についてはどうなのか、これが２点目であ

ります。 
 それから３点目として、工事をしたあとの、改修終了後の将来の展望といいますか、水道が

こうなるんだというようなことを聞かせてもらいたいと思います。３点、お願いします。 
〇議長（穂坂英勝君） 

 生涯学習課長。 
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〇生涯学習課長（佐野正美君） 
 それでは自然の里の水道改修ということですけども、まず改修内容としましては、大きなも

のですけども、取水施設の改修、それからろ過施設の整備の改修、それから給水弁の減圧弁が

故障しておりますので、取り替え工事等でございます。 
 あと完成後の維持ということでございますけども、これにつきましては、提案のほうでも申

し上げましたとおり、これまではろ過施設等も大変、設備のほうにひびが入ったり、汚れたり、

泥が入ったりしておりました。毎月１回、このような点検工事を、また汚れた泥の撤去作業等

を行っておりましたけども、これによりまして、給水量、それから安心した良質な水の確保が

できるということでございます。 
 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 笠井君。 

〇１７番議員（笠井万氾君） 
 この１，５００万円の明細、積算をちょっと教えてください。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 生涯学習課長。 

〇生涯学習課長（佐野正美君） 
 明細ですけど、ご説明申し上げます。 
 まず取水施設の改修工事が４１２万９千円。それから一番大きなものですけども、給水施設

のろ過設備改修、それが１，００５万円でございます。それから減圧弁の取り替えということ

で、１０万６千円を要しております。 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 ほかにございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑を終結いたします。 
 議案第７６号について、質疑を行います。 
 質疑はございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑を終結いたします。 
 議案第７７号について、質疑を行います。 
 質疑はございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑がないので、質疑を終結いたします。 
 議事の途中ですが、ここで暫時休憩といたします。 
 再開を１１時３０分といたします。 

休憩  午前１１時１５分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午前１１時３０分 
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〇議長（穂坂英勝君） 
 休憩前に引き続き、再開いたします。 
 最初に議案第７４号の、望月広喜君の質問に対して、福祉保健課長より答弁がございます。 
 福祉保健課長。 

〇福祉保健課長（赤坂次男君） 
 休憩前に、望月議員から質問のありました緊急通報システム、ふれあいペンダントの保有台

数と設置台数、それから待機者数に質疑がございまして、保有台数２２５台、設置台数２１２台

と答弁しましたが、訂正のほうをお願いしたいと思いますけども、平成２１年４月１日現在の

保有台数につきましては、２２５台であります。４月末現在の設置台数が２１３台で、設置割

合が９４．７％であります。残り１２台は保守点検が済んで、使用できる状態で保管がされて

おります。待機者数についてはございません。よろしくお願いいたします。 
 以上のとおり、訂正させていただきます。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 望月君、よろしいですね。 
 （はい。の声） 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第２ 追加提出議案に対する討論を行います。 

 議案第７４号について、討論を行います。 
 討論はございませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論を終結いたします。 
 議案第７５号について、討論を行います。 
 討論はございませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論を終結いたします。 
 議案第７６号について、討論を行います。 
 討論はございませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論を終結いたします。 
 議案第７７号について、討論を行います。 
 討論はございませんか。 
 （ な し ） 
 討論がないので、討論を終結いたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第３ 追加提出議案に対する採決を行います。 

 議案第７４号について、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第７４号 平成２１年度身延町一般会計補正予算（第２号）については、原案

のとおり可決決定いたしました。 
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 議案第７５号について、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第７５号 平成２１年度身延町青少年自然の里特別会計補正予算（第２号）に

ついては、原案のとおり可決決定いたしました。 
 議案第７６号について、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第７６号 財産の取得については、原案のとおり可決決定いたしました。 
 議案第７７号について、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 全 員 ） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第７７号 財産の取得については、原案のとおり可決決定いたしました。 
 お諮りいたします。 
 本日、議員提出案件の追加議案が提出されました。 
 これを日程に追加し、追加日程として議題としたいと思いますが、これにご異議ございませ

んか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、追加日程として議題とすることに決定いたしました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第４ 追加提出議案の報告、並びに上程を行います。 

 発議第２号 身延町議会身延町立小・中学校統廃合等調査検討特別委員会の設置について 
 発議１件を上程いたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第５ 追加提出議案の趣旨説明を行います。 

 発議第２号の提出者であります松木慶光君、説明をお願いいたします。 
 松木君。 

〇１５番議員（松木慶光君） 
 発議第２号 
 身延町議会議長 穂坂英勝殿 

提出者 
身延町議会議員 松木慶光 

賛成者 
身延町議会議員 近藤康次 
   〃    日向英明 
   〃    望月秀哉 
   〃    上田孝二 
   〃    渡辺文子 
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   〃    川口福三 
   〃    笠井万氾 

 身延町議会身延町立小・中学校統廃合等調査検討特別委員会の設置について 
 上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第１１２条および身延町議会会議規則第１４条第

２項の規定により、提出します。 
 提案理由 
 全国的に少子化が進む中にあって、本町においても児童生徒の減少に伴い、小中学校の小規

模化・過小規模化が急激に進行している。その結果、これからの学校運営や教育活動などに、

さまざまな課題を生じさせるものと推測される。 
 このため、子どもたちによりよい教育環境を提供するため、小中学校の適正規模・適正配置

等を探るために、特別委員会を設置したいので提出する。 
 裏を見ていただきたいと思います。 
 身延町議会身延町立小・中学校統廃合等調査検討特別委員会設置に関する決議 
 次のとおり、身延町議会身延町立小・中学校統廃合等調査検討特別委員会を設置するものと

する。 
記 

 １．名   称 身延町議会身延町立小・中学校統廃合等調査検討特別委員会 
 ２．設置の根拠 地方自治法第１１０条および身延町議会委員会条例第５条 
 ３．目   的 １．身延町立小・中学校の現状と課題の調査検討 
         ２．身延町立小・中学校の適正規模・適正配置の基本的な考え方の調査検討 
         ３．身延町立小・中学校の適正規模・適正配置の具体的な方策についての

調査検討 
 ４．委員の定数 ８人 
 以上です。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 追加提出議案の説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 発議第２号につきましては、議員提出案件でありますので質疑・討論を省略し、採決を行い

たいと思いますが、これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、発議第２号につきましては質疑・討論を省略し、採決を行うことに決定いたしまし

た。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
   追加日程第６ 追加提出議案の採決を行います。 

 発議第２号について、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
 （ 挙 手 多 数 ） 
 挙手多数であります。 
 よって、発議第２号 身延町議会身延町立小・中学校統廃合等調査検討特別委員会の設置に

ついては、原案のとおり可決決定いたしました。 
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 お諮りいたします。 
 ただいま可決されました身延町議会身延町立小・中学校統廃合等調査検討特別委員会委員に

つきましては、議長の指名推選としたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、身延町議会身延町立小・中学校統廃合等調査検討特別委員会委員につきましては、

議長の指名推選にすることに決定いたしました。 
 それでは、特別委員会委員を指名いたします。 
 松木慶光君、近藤康次君、日向英明君、望月秀哉君、上田孝二君、渡辺文子君、川口福三君、

笠井万氾君。 
 以上、８人を身延町議会身延町立小・中学校統廃合等調査検討特別委員会委員に推薦するこ

とに決定いたしました。 
 次に正副委員長を互選により選出していただきたく思いますので、特別委員の方は議場隣の

会議室において、お願いしたいと思います。 
 なお、正副委員長が選出されましたら、議長に報告をお願いいたします。 
 ここで、暫時休憩といたします。 
 再開は５０分までといたしますので、よろしくお願いいたします。 

休憩  午前１１時４５分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開  午前１１時５０分 
〇議長（穂坂英勝君） 

 休憩前に引き続き、再開いたします。 
 まず１点、先ほど松木君より提案、上程されました発議第２号についての決議の中の委員定

数、ミスプリになっておりまして、上程は８人と申し上げましたが、７人のままお配りしてあ

りますので、ご訂正をお願いいたします。 
 ８人で報告はしてありますけど、この中に７人と書いてありますので、８人に訂正をお願い

します。 
 それでは、ただいま特別委員会の正副委員長を選出していただきましたので、報告させてい

ただきます。 
 委員長に日向英明君、副委員長に川口福三君を選出することに決定いたしました。 
 以上で、本日の議事日程は終了いたしました。 
 ここで、町長よりあいさつをいただきます。 
 町長。 

〇町長（望月仁司君） 
 大変、お疲れさまでございました。 
 平成２１年身延町議会第２回定例会の閉会にあたり、一言ごあいさつをさせていただきます。 
 本定例会は去る６月１５日に開催をされ、本日までの５日間、穂坂議長のもとで、私どもの

提案に関わる諸議案につきまして、ご熱心に、しかも真摯にご審議をいただき、ただいますべ

ての議案につきまして、原案のとおりご承認・ご議決・ご同意をいただく中で、閉会を迎える

ことができました。議員各位のご協力に心から敬意を表し、お礼を申し上げたいと思います。
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ありがとうございました。 
 本議会でご議決をいただきました案件の中には、地域活性化・経済危機対策に関わる事業も

ございます。その趣旨に則り、早急に執行してまいりたいと考えております。議員各位、なら

びに町民の皆さんには、今後も温かく見守っていただくと同時に、ご指導とご協力をいただけ

れば幸いでございます。 
 さて、本日は特別委員会をも立ち上げていただき、議会の立場から、さらに小・中学校の適

正規模・適正配置等をご審議いただけるとのことでございますけども、すでに適正配置審議会

から答申をいただいていることも含め、前向きなご審議をご期待しているところであります。 
 これから夏本番でございます。議員各位には健康に留意の上、ますますのご活躍をいただき

ますことをご祈念申し上げ、閉会のあいさつとさせていただきます。 
 ご苦労さまでございました。ありがとうございました。 

〇議長（穂坂英勝君） 
 以上をもちまして、今定例会に付議されました事件はすべて終了いたしました。 
 会期５日間、議員各位には慎重審議をいただき、心から敬意と感謝を申し上げる次第でござ

います。 
 いよいよ、本格的な夏がやってまいります。各位におかれましては、くれぐれもご自愛をい

ただき、町政発展になお一層のご尽力を賜りますよう、お願い申し上げます。 
 これをもちまして、平成２１年身延町議会第２回定例会を閉会といたします。 
 大変、ご苦労さまでした。 

〇議会事務局長（遠藤守君） 
 それでは、相互の礼で終わりたいと思います。 
 ご起立をお願いいたします。 
 相互の礼。 
 ご苦労さまでした。 

閉会 午後１２時００分 
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上記会議の経過は、委託先（株）東洋インターフェイス代表取締役薬袋東 
洋男が録音テープから要約し、議会事務局長遠藤守が校正したものであるが、 
その内容に相違ないことを証するため、議長並びに署名議員により署名する。 
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